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校 長  小嶋 加津美 

 

本校ではこの二年間、「情報活用能力の育成」を研究の柱として、授業や生活の場面における実践

を積み重ねてきました。本研究は、各学部や寄宿舎において、目の前にいる子供たちの姿を丁寧に

見つめ、「子供たちにとって、どのような情報活用能力を育てることが必要であるのか」という問い

を出発点として進めてきたものです。そして、ＩＣＴを活用すること自体を目的とするのではなく、

子供一人一人が、主体的に必要な情報をどのように受け取り、どのように表現し、どのように活用

しようとしているのかということに着目し、事例研究を中心に各グループでの協議と授業改善を重

ねてきました。このような実態把握を基盤とした授業づくりこそが、一人一人の学びを支える「個

別最適な学び」の確かな土台となっていることを実感しています。 

一方で、こうした授業づくりを継続し、さらに深化させていくためには、教職員が子供たちの姿

について語り合い、教材研究や授業準備に十分に取り組む時間を確保することが不可欠です。本年

度は、学校全体で働き方改革に関するワークショップを実施し、業務の見直しや効率化を進めるこ

とで、授業づくりの時間を確保する環境整備を図ってきました。これらの取り組みは、子どもたち

の学びの充実に資するのみならず、教職員一人一人のウェルビーイング、さらには学校全体の活力

向上につながるものと考えています。 

今後も日々の実践で積み重ねてきた成果や明らかになった課題を教育活動に生かし、教師集団と

しての授業力向上を図り、子供たちが安心して学び、自分らしく成長していける学校づくりを、教

職員一丸となって推進してまいります。 

最後に、本研究を進めるにあたり、山梨県教育委員会特別支援教育・児童生徒課主幹・指導主事

の山下英志先生には、折に触れて貴重な御指導、御助言をいただきました。ここに厚く御礼申し上

げます。 

また、本研究紀要を御高覧いただきました関係者の皆様には、忌憚のない御意見や御教示をいた

だけましたら幸いです。 

 

令和８年３月 



 

研－1 

 

１ 研究主題 

「情報活用能力の育成を目指した授業づくり」  

 

２ 研究設定の理由 

これまで本校では指導と評価の一体化を目指し学習評価の充実を図るための取り組みと

して評価規準の妥当性の検証を目的とした授業実践を行ってきた。３年間の取り組みの中

で育成を目指す資質能力の３つの柱を意識した単元計画やその評価を行うこと、授業づく

りの際に大切にすべきことについて私たち教師の意識の変化へとつなげることができた。

教師がチームとなり「何が身についたか」を複数の視点で確認し授業づくりを行うことが

でき、授業改善や指導改善へとつながったことは大きな成果であった。  

今年度の研究主題として教師へのアンケートを行った。その中で様々な意見があった。

その中で上記の取り組みを経た上での学校教育目標の具現化に向けた新たな実践研究を行

っていくことが必要であると考えた。  

本年度の山梨県立やまびこ支援学校教育計画に示された指導重点は  

の４点とされている。今年度初めの職員会議にて校長よりその中で特に「情報活用能

力」とはどのような力を指すのか、また目指す児童生徒像とはどのようなものかについて

考えていってほしいとの話があった。  

情報に関する教育については学校教育の中において以前よりその取り込みについて必要

性が言及されている。「情報活用能力」とは令和元年１２月「教育の情報化に関する手引

き」によると「世の中の様々な事象を情報との結び付きとして捉えて把握し、情報及び情

報技術を適切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりし

ていくための必要な資質・能力」とされている。また、予測困難な未来社会を切り拓くに

は汎用性の高い資質・能力の育成が不可欠であることをコロナ渦で実感したところであっ

た。平成２８年１２月中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別

支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」において「言語能力」等と

同様に「教科を超えた全ての学習の基盤として育まれ活用される資質・能力」の一つとし

て掲げられ、「教育課程全体を見渡して組織的に取り組み、確実に育んでいくことが重要

である」と学習指導要領等に反映されていくように提言され、実施されていることは周知

の通りである。文部科学省「新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議報告

本文（令和３年１月）Ⅳ ＩＣＴ利活用等による特別支援教育の質の向上」において「１

特別支援教育におけるＩＣＴ利活用の意義と基本的な考え方  ○ＩＣＴは、障害の有無を

問わず、子供が主体的に学ぶために有用なものであるとともに、特別な支援を必要とする

子供に対しては、その障害の状態や特性及び心身の発達の段階等に応じて活用することに

より、各教科等の学習の効果を高めたり、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克

（１）基礎的・基本的な知識及び技能の習得と情報活用能力の育成  

（２）自ら考え、判断、表現する力の育成  

（３）学びに向かう力、社会と関わりながらよりよく生きるための人間力の育成  

（４）豊かな心と健やかな体の育成  
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服するための指導に効果を発揮したりすることができる重要なものである。また、合理的

配慮を提供するに当たっても必要不可欠なものとなりつつある。」としている。また同会

議にて「２．ＩＣＴ活用による指導の充実と教師の情報活用能力（ＩＣＴ活用による指導

の充実）○ 指導内容や指導方法の充実の観点からは、ＩＣＴは、例えば、タブレットを

使った授業などで、自分の考えをタブレットに書いて自らの意見を視覚的に表現しやすく

なるなど、集団学習における個に応じた支援に生かすことができる。将来的には、例え

ば、障害のある子供の個々の教育的ニーズに応じた適切な指導の観点から、教材等の使用

状況を自動的に記録し、取組の過程や解答状況等をデータとして蓄積することにより、エ

ビデンスに基づいた指導の質の向上を目指すことも期待される。こうした活用の前提とし

て、子供たち一人一人の障害の状態等や育成を目指す資質・能力、学習の習得状況等と照

らし合わせながら、どのようにＩＣＴを活用した授業を実施していくことが適切なのか、

ＩＣＴを活用した授業の在り方を引き続き検討していく必要がある。」と指摘されてい

る。このように特別支援教育においてもＩＣＴ利活用を含めた情報活用能力の育成につい

て研究と実践を重ねていく必要があると考える。  

さらに、育成に係る力について、文部科学省「教育の情報化の手引き追補版（令和２年

６月）」の「第２節 学習の基盤となる資質・能力としての情報活用能力  １．資質・能力

の三つの柱と情報活用能力  」の中で「これまでの「情報活用の実践力」「情報の科学的な

理解」「情報社会に参画する態度」の  3観点8要素だけでなく，各教科等において育むこと

を目指す資質・能力と同様に，「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向

かう力，人間性等」の三つの柱によって捉えていくことが提言され，以下のように整理さ

れた。」としている。  

（「教育の情報化の手引き追補版」より抜粋） 
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また、文部科学省委託事業「次世代の教育情報化推進事業『情報教育の推進等に関する

調査研究』」（以下，IE-School という。）を手掛かりに，情報活用能力に関する指導項目

の分類や系統を整理した例示がされている。以下にその図を示す。  

また、本校でも指導主事を招聘してのＩＣＴ授業研究会を教務部の計画のもと行ってお

り、そこで山梨県教育委員会特別支援教育・児童生徒支援課より山梨県特別支援教育にお

ける「ＩＣＴ活用能力実態チェックシート（令和６年７月第３版）」が示されている。  

「情報活用能力」の捉えについては以上のように山梨県教育委員会の体系表など、様々

な文献や資料が示されている。その捉えについては多岐にわたり、煩雑となるため、本研

究における情報活用能力について今一度考えていく必要がある。そして学習のねらいを達

成するために必要な情報活用能力の育成場面を蓄積していくことで具体的な手立てについ

て考えていきたい。各学部の学びの場面を共にリンクさせながらこれまで取り組んできた

活用場面と今後の授業実践により活用場面を蓄積していくことで本校の児童生徒のそれぞ

れの学部段階、発達段階において育成すべき情報活用能力がより明確化していくのではな

いかと考える。  

これらの国の動向や時代の流れを受け、本校においてもＩＣＴ利活用のみにとどまらな

い、情報活用能力の育成について、それを着実に児童生徒に身につけていけるような授業

実践を重ねていくことが必要であると考える。特にタブレット端末等の活用が難しい実態

の児童生徒への支援、学習場面ごとの様々な「情報」を効果的に活用することができるよ

うになるか考えていけるとよい。それにあたりまずは児童生徒にとって必要な「情報活用

能力」とはどのような力なのかを考察していきたい。「言語能力」と同様に発達段階や障

害の状況によっても捉えが違ってくるであろう。本研究では授業実践を通して明らかにし

ていくため学部ごとの研究としたい。本校児童生徒の各学部の「情報活用能力」の捉えを

明らかにしたのち、育成に有効な、授業における手立て、題材、支援方法等をＰＤＣＡサ

イクルにて考えていきたい。  
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３ 研究目標（２年計画で研究を行う） 

（１）本校児童生徒に必要な情報活用能力はどのようなものか、それを育成するにはどの

ような方法があるか実践を通し、検証していく。（１年次）  

（２）本校児童生徒に必要な情報活用能力を育成するために必要な手立てについて授業実

践を通し、児童生徒の変容を観察、考察していきながら育成を目指した授業づくりにつ

いて明らかにする。（２年次）  

（３）授業研究を通して、授業の質や教職員の授業力を向上させる。  

 

４ 研究内容・方法 

（１）本校児童生徒に必要な情報活用能力に関する考え方や捉え方について既存資料、実

践成果等を基に整理を行いながら教師間の認識を揃える。 

（２）情報活用能力を育成するための授業づくりについてＰＤＣＡサイクルにて実践する。

また、実践にあたり（１）で示された理論との双方を往還させながら研究を進めていく。  

 

５ 研究組織 

（１）各学部及び寄宿舎での研究会（月１、２回程度の校内研究日）  

 

６ 研究計画 

 本研究は２年計画で行うものとし、令和６年５月から令和８年３月までの２年間を研究

期間とする。  

【令和６年度（１年次）】 

 日にち 内容  

全体研究会①  5 月 9 日（木）  今年度の校内研究の方向性、計画等の提案、意見

交換。 

研究日①  5 月 16 日（木）  学部研究テーマ、研究計画・内容の確認など  

研究日②  5 月 27 日（月）  グループ別計画による実践  

研究日③  6 月 6 日（木）  グループ別計画による実践  

研究日④  7 月 23 日（火）  グループ別計画による実践  

全体研究会②  8 月 23 日（金）  中間報告  

研究日⑤  8 月 28 日（水）  グループ別計画による実践  

研究日⑥  9 月 20 日（金）  グループ別計画による実践  

研究日⑦  11 月 19 日（火）  グループ別計画による実践  

研究日⑧  12 月 25 日（水）  グループ別計画による実践のまとめ  

研究日⑨  1 月 17 日（金） 学部まとめ、来年度に向けてのアンケート  

全体研③-1 2 月 5 日（水）  実践報告  

全体研③-2 2 月 6 日（木）  実践報告  

全体研④  2 月 17 日（月）  

職員会議終了後  

今年度の課題と成果、来年度へ向けての方向性の

意見交換  

寄宿舎は別途研究日を設定する。  
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「小学部」研究グループ 

１ 研究テーマ 

『小学部段階における情報活用能力を育成する指導場面の検討』  

 

２ 研究テーマについて（設定の理由）  

今年度の小学部は、１６名の児童が在籍している。知的障害単一（１２名）と重複

障害（４名）の２つの教育課程に基づき、個々に応じた学習が組み立てられている。

学級編成や各教科等の学習グループは、生活年齢を意識したものとされており、各学

級・グループの中で児童それぞれの実態に応じた指導の工夫がなされている。１～６

年という広い幅の中で、児童自身から学年を意識した発言が聞かれたり、学年をまた

いだ交流では下級生に優しく接したりと、学年の区別があるからこそ自分の立場や役

割の自覚が感じられる。児童らは、実態や生活年齢の差のある中で、小学部という集

団で日々学習を積み重ねている。 

特別支援学校要領・学習指導要領解説総則編（以下、学習指導要領総則）によると、

“情報活用能力”は学習の基盤となる資質・能力（教科横断的な視点に立った資質・

能力）の一つであり、自立活動とともに、小学部児童の教科等の指導を支える力であ

り、私たちが意識して育まなければならない資質・能力である。その一方で、教科等

と同じように“時間における指導”ではない点や情報活用能力の内容の広義さからか、

意識が向きにくい点ではあった。これまで「情報活用能力」と聞くと、普通小学校の

ように、一人一台用意された iPad 等の ICT 機器の活用のイメージも強く、小学部の児

童の実態にそぐわないように見え、ICT 機器の活用へのハードルの高さにもつながっ

ていた。そのような状態を受けて、私たちが今一度、小学部の児童に対する“情報活

用能力”とは、どういったものなのか、改めて捉え直す必要があると考えた。そうす

ることで、各教科等の学びがよりよくなり、子どもたち一人一人の生きる力の育成に

つなげていきたい。  

そのために、「小学部段階における情報活用能力とは何か」「その指導の際に大切に

したいことは何か」を明らかにしたいと考えた。先にも示した通り、“情報活用能力”

とは、学習の基盤となる資質・能力であり、学校での様々な指導場面で育まれるべき

ものである。このことを確認の上、児童の具体的姿をもとに文献等を読み解くこと、

そして実際の指導場面の検討を通して、その読み解いたことを実践をもって確かなも

のにしていくことが必要だと考えた。その上で、次年度の授業づくりにつなげていき

たい。 

実際に、小学部の教員からは、特別支援学校、特に小学部においての“情報”とい

う言葉の捉えが難しく、“情報を使う”ということと ICT 機器を使うということの区別

がつきにくく混乱しやすいとの意見が挙がった。学部研究を通して、文献の読み解き

や事例検討を重ねる中で、今現在はっきりとしていない“情報”という言葉の意味を

より明確に捉える場となるとよいと考える。また、“情報活用能力”の意味はとても広

く、小学部としてどれが大切なことなのか、しぼる必要性がないか、との意見も挙が
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った。この点についても、文献の読み解きの後、ICT 活用チェックシート等を参考に、

小学部段階で重要視したい内容について、明確化するよう努めることとしたい。  

 

３ 研究目標 

（１）本校小学部の児童に必要な情報活用能力はどのようなものかを捉え、それを育

成するにはどのような方法があるか、また指導において大切なことは何かを検討する。 

（２）学部研究（文献から読み解く、事例検討等）を通して、情報活用能力に関する

考えを深め、小学部の教員としての指導力を向上する。 

 

４ 研究目標及び方法 

（１）情報活用能力を捉える（自身の担当の児童を通して「学習指導要領総則」「教育

の情報化に関する手引」「ICT 活用チェックシート」の文献を読み、情報活用能力を具

体的に捉える） 

（２）事例検討（低学年、高学年各１名、事例対象児童を挙げて、情報活用能力の育

成の視点から授業場面を切り取り、観察や指導方法の検討・改善を行う。） 

（３）まとめ（事例検討で出た意見をもとに、「小学部段階における情報活用能力とは」

「指導の際に大切にしたいこと」を“小学部段階の情報活用能力”として抽象的に捉

える） 

 

５ 研究計画 

５月９日  第１回全体研－今年度の研究について（提案） 

５月１３日  学部研（１）－小学部研究の提案、情報活用能力に関するイメージの共

有 

５月２７日  学部研（２）－情報活用能力を捉える（「学習指導要領総則」より） 

６月７日  学部研（３）－情報活用能力を捉える（「教育の情報化に関する手引」

より）  

７月２３日  学部研（４）－情報活用能力を捉える（「 ICT 活用チェックシート」より） 

事例対象児童と指導場面の選定  

８月２３日  第２回全体研－中間報告会  

８月２８日  学部研（５）－事例対象児童の情報活用能力の目標の設定、指導の検討  

９月２７日  学部研（６）－事例検討①  

１１月１９日  学部研（７）－事例検討②  

１２月２５日  学部研（８）－事例検討③  

学部まとめ①「小学部段階における情報活用能力とは」

「指導の際に大切にしたいこと」  

１月１６日 学部研（９）－学部まとめ②  
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６ 研究実践 

（１）情報活用能力を捉える  

①学習指導要領総則より 

 まず初めに、“情報活用能力”と聞いて、どのような力なのか、小学部教員の率

直なイメージを共有した。そこには、意見の多い順番に、iPad 等のアプリを活用

する力として「 ICT 機器の活用」、場所に応じた行動をとったり、思いを発信した

りする力として「情報の選択や発信」、学校生活への見通しをもつ力等の「情報の

整理」が挙げられた。  

 

 そのイメージの上で、学習指導要領総則 P.207 に示されている「情報活用能力」

について読み進めた。  

イ 情報活用能力  

情報活用能力は、世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、情報及

び情報技術を適切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決したり自分の考えを形

成したりしていくために必要な資質・能力である。将来の予測が難しい社会におい

て、情報を主体的に捉えながら、何が重要かを主体的に考え、見いだした情報を活

用しながら他者と協議し、新たな価値の創造に挑んでいくためには、情報活用能力

の育成が重要となる。また、情報技術は人々の生活にますます身近なものとなって

いくと考えられるが、そうした情報技術を手段として学習や日常生活に活用でき

るようにしていくことも重要となる。  

特別支援学校学習指導要領総則  p.207  

 ここに示されている通り、上記の下線部「世の中の様々な事象を情報とその結

び付きとして捉え」「情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して」「問題を発

見・解決したり自分の考えを形成したりしていく」は、情報活用能力を育む目的、

必要性と読み取れる。私たちがもっていた“情報活用能力”のイメージを、この

３点に照らし合わせると、４点の気付きがうまれた。  
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(a)近年の「ICT 機器の活用」の流れと「情報活用能力」の区別をつける必要性が

あること。  

(b)五感を使って感じたり、気付いたりすることが情報を得る基礎ではないかとい

うこと。 

(c)得た情報を生活の中で使うことが大事であること。  

(d)得た情報を伝える、発信する場があることが大切であること。  

自分たちの現時点でのイメージを振り返り、情報活用能力を育む視点として、

これらのことを前提として検討を進める必要性がわかった。  

次に、情報活用能力をより具体的に捉えるために、 P.208 に進んだ。 

情報活用能力をより具体的に捉えれば、学習活動において必要に応じてコンピ

ュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比較したり、得

られた情報を分かりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・共有したりと

いったことができる力であり、さらに、このような学習活動を遂行する上で必要

となる情報手段の基本的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル、

情報セキュリティ、統計等に関する資質・能力等も含むものである。  

特別支援学校学習指導要領  総則 p.208    

ここに示されている、下線部９つの具体的な資質・能力について、担当児童に

とって、どんな姿かを考え、共有した。  

 
この作業を通しての気付きとしては、以下の３点が挙がった。  

(e)小学部における「情報」「情報手段」は広義であるということ。  

(f)低学年からは「外界のものを取り入れる、五感から試す」、高学年からは「言葉、

言葉にのる思いをくみ取る、伝えたいという思いをもつ」等がキーワードとなるこ

と。 

(g)外界に関心を向け、情報を取り入れたい、知りたい、伝えたいといった思いを

育てることが大切ではないか、ということ。  
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担当の児童を思い浮かべながら、“情報活用能力”に関する文章を読む中で、情

報活用能力を育む視点について、より具体的に、検討を進める必要性を感じた。 

これまで、総則の P.207,208 を読み進めてわかった(a)～(g)のことを基に、総

則から捉えることのまとめとして、“情報活用能力を構成する資質・能力”を読ん

だ。その際に、「教育の情報化に関する手引」を活用して、より具体的に３つの柱

を捉えようと試みた。  

〈知〉情報と情報手段を活用した問題の発見・解決等の方法や、情報化の進展が

社会の中で果たす役割や影響、情報に関する法・制度やマナー、個人が果たす役

割や責任等について、情報の科学的な理解に裏打ちされた形で理解し、情報と情

報技術を適切に活用するために必要な技能を身に付けていること。   

〈思〉様々な事象を情報とその結びつきの視点から捉え、複数の情報を結びつけ

て新たな意味を見いだす力や、問題の発見・解決等に向けて情報技術を適切かつ

効果的に活用する力を身に付けていること。   

〈学〉情報や情報技術を適切かつ効果的に活用して情報社会に主体的に参画し、

その発展に寄与しようとする態度等を身に付けていること。  

特別支援学校学習指導要領  総則 p.208  

②教育の情報化に関する手引より 

 上記の“情報活用能力を構成する資質・能力”を読み進めるにあたり、「教育の

情報化に関する手引」P.23-24 の表と合わせて読み進めた。そこから、これまで

自分たちが考えてきた児童の姿はどこに当てはまるのか、それらを自分たちの言

葉で端的に表現するとどうなるか、という作業を行った。  

 

これをもって、学習指導要領総則に示されている“情報活用能力を構成する資

質・能力”を目の前の児童を想像した上で、どのような力なのか、それを自分の

言葉でアウトプットすることで、読み解くこととした。出された言葉が以下の通



 

小―6 

 

りである。  

低学年 

〈知〉情報を得る、外へ意識を向ける（気付く）、機器に親しむ  

〈思〉情報を選択する、イラスト・写真と事象を結び付ける  

〈学〉事象・物事に興味をもとうとする、外へ疑問をもとうとする、気付きを共

有しようとする  

 

高学年 

〈知〉教師（人）を含め外の環境から情報を得る  

〈思〉自分にとって必要な情報を「…ということはこうかな？」と考えるために

使う 

〈学〉教師（人）を含め外の様子を意識して「こうかな？」と思おうとする。  

 これらのことを、仮説として立て、これを事例検討の際の指針として活用する

こととした。  

③ICT 活用チェックシートより  

 ①②の学部研究での成果をもとに、山梨県教育委員会作成の「ICT 活用チェッ

クシート」を用いて、小学部における情報活用能力の育成において重要視したい

ことを、広義にわたる中から、可視化をした。 

 

 これまで検討されてきたことから、私たちが、小学部段階でより重要視したい

と考えたのは、知識・技能では「 (2)問題解決・探究における情報活用の方法の理

解①情報収集／②整理・分析・表現／③発信」、思考力・判断力・表現力では「 (1)

問題解決・探究における情報を活用する力②新たな意味や価値を創造する力」、学

びに向かう力・人間性では「(1)問題解決・探究における情報を活用する力①多角

的に情報を検討しようとする態度」であった。広義な情報活用能力の中から、こ

れらに焦点の当たった事例検討を目指すこととした。 

（２）事例検討  

 低学年グループと高学年グループに分かれて検討を行った。これまで文献を通し

て、情報活用能力を捉えてきたことを活かして、事例対象児童の２つの指導場面を

選定した。その指導場面を撮影した動画を使って、小グループでの検討を重ねた。
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指導場面を２つとしたのは、情報活用能力が“教科等横断的な視点に立った資質・

能力”であり、自立活動の上にくる学習の基盤となる力として位置づけられている

ものであるからである。複数の場面を検証していくことで、その事例対象児童の各

教科等の“学びを支える大きな力の一つ”として情報活用能力についての検討がし

やすくなると考えた。  

①  低学年グループ  

(a) 事例対象児童について  

１年生 N.M 

・情報収集の点で、低学年の中で一番の困難さをもっているのではないか。

（授業中の離席＝することがわからない、近距離での観察＝提示されている

ものへの関わり方等）  

・本人が、状況を捉えて、理解し、活動に参加するため支援や学習に向かお

うとする環境づくりが必要。それは、どの授業場面にも通ずるのではないか。 

・外（こちらの示すもの）への関心をもってほしい、見ようとしてほしい。 

(b) 指導場面について  

国語・算数／体育  

(c) 事例検討のまとめ（別添資料①：事例検討の過程を示すワークシート）  

 

〇本児にとっての情報活用能力とは  

・情報を得ようとする力（見よう、聞こう、触ろう、やろうとすること）  

〇本児にとって必要な手立て、指導において大切にしたいこと 

・繰り返し取り組むことで、“やってほしいこと（授業の流れ等）”を伝える

こと 

・本児にとってわかりやすい言葉を使うこと、また言葉数を精選すること  

・下を向いて発声や手遊び（自己刺激）をしていることが多いので、物理的

に視界を広げる手立て（教材の提示位置、書見台の活用等）  

・“今できること”をベースにした授業づくり、活動設定をすること  
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②  高学年グループ  

(a) 事例対象児童について  

６年 Y.S 

・ある程度、言葉が使えるようになってきているところである。（２語で

話そうとする）  

・最近“周囲の影響を受けてそれが表に出る”ことが多く、周囲からの情

報収集が活発になっていると考えられる。  

(b) 指導場面について  

国語／日常生活の指導（朝の係活動場面）  

(c) 事例検討のまとめ（別添資料②：事例検討の過程を示すワークシート）  

 

〇本児にとっての情報活用能力とは  

・情報を自分から得にいく力  

〇本児にとって必要な手立て、指導において大切にしたいこと  

・“天気調べ（新聞から天気予報を見つける）”をしているが、調べるだけで

終わらずに、得た情報（天気）に意味付けをしていくこと  

・知らない漢字と出合うと「漢字教えて」と言ったり、気になっている先生

が出勤しているかどうか聞いたり、本人の自発的な行動が見られる。もって

いる力をいかして、手段（ ex.漢字なら iPad や辞書での検索方法を教える

等）を広げていくこと 

・“いつもと違う”状況を意図的につくり、情報活用能力の育成にいかすこ

と 

 

７ 研究のまとめと今後の課題 

事例検討を通して、事例対象児童２名の情報活用能力について検討を重ねてきた。

そこで考えてきたことを通して、もう一度、“担当の児童にとっての情報活用能力とは”

“その指導のために大切にしたいこととは”の２点を考えた。その際に、記入する付

箋の色を、低学年（青）、高学年（ピンク）、重複生（緑）で分けるようにした。それ
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らの意見を KJ 法を用いて整理を行い、これまで個人で検討してきたことを“小学部段

階の児童”という大きな視点で捉え直すことで、まとめとしたい。  

    

（１）  小学部段階における情報活用能力とは  

・情報を整理する力  

・人（友達を含む）から情報を得る力  

・体験をもとに情報を得る力  

 整理をしていく中で、低学年と高学年の違いが顕著に出た。高学年になると、

情報を得る対象となる人が徐々に友達まで広がりを見せることもあるようであ

った。一方で、低学年においては教師から情報を得る場面が多く、学校において

身近な人である教師との関係性の大切さや教師がどう意図的かつ適切に情報を

扱うかという重要性がわかる。それに加え、低学年や重複生については、体験を

することの重要性が集中している。一方で、高学年はそのような体験的な活動

を積み重ねてきた低学年時代を経ているからこそ、対人や周囲の状況からの情

報収集をすることができるようになるのではと考えられる。  

（２）  指導において大切にしたいこととは  

・環境設定をすること（情報を得たり、発信したりしやすい環境を意図的

に設定する）  

・得た情報を伝える場面をつくること  

・言葉の力をつけること（語彙を増やす等）  

・体験や経験を大切にすること（それを伴った身のある言葉をもつこと）  

・興味のあることを入口に、やりとりを広げていくこと（人との関わりの

基盤づくり）  
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整理をしていく中で、児童にとってわかること、興味のあることや日常生活

の文脈から情報活用能力を育む指導を始めることが大切であるということを改

めて感じたという意見が挙がった。一方で、高学年の事例のような“天気調べ”

等の設定された場面も情報収集の手段を広げる際に重要な役割があるという意

見も出た。本人の“知りたい”を大切にしつつ、教師の意図した場面の設定も行

っていきたい。  

 また、重複生（肢体不自由を併せもつ）について重点的に話されたのが、一見

困難なく情報を得たり発信したりしているように見えるが、その情報に体験や

経験が伴っていないと感じられることが多く、得るべき情報の精選が困難であ

ることがうかがえる。そのため、生活の中での経験の積み上げや実感を伴った

活動を通して、実のある情報にしていく必要性があることが挙げられた。  

 さいごに、研究として「情報活用能力」に焦点を当ててきたが、はじめに感じ

ていたような「ICT 機器を使う」「どんなことをすればよいのかわからない」等

のイメージとは変わり、これまで自分たちが当たり前に大切にしてきたこと（環

境整備、言葉、体験等）がまとめとして挙がった。それは、私たちが「情報活用

能力」という言葉を、児童らを通して読み解き、考えてきたからであると思う。

今後、「情報活用能力」のみならず、教育に関する様々な用語が新しく出てくる。

その時に、それらの意味や出てきた背景などの自分たちで考えることを大切に

したい。このことは、時代が目まぐるしく変わっていく中で、適切な指導をする

際に、必要となってくる教師の資質ともいえるだろう。  

（３）  今後の課題  

整理をしていく中で、情報活用能力の育成に関して、“小学部”という大きな

括りのみならず、そこから更に“低学年”“中学年”“高学年”の違いを意識す

る必要性も明らかになった。今年度の学部研究では、“小学部における情報活用

能力”という大きなまとめとしたが、来年度の研究での授業実践においては、

今回明らかになったことをもとに、児童らの生活年齢、もっている経験を意識

した情報の扱い（精選、提示、発信の場の設定）を明確にすることが必要とな

るだろう。情報活用能力を育む側の教師には、児童の学年によって、積み上げ

られる情報活用能力も変わってくるということを念頭に置くことが求められる。

それぞれの児童が６年間を通して、必要な情報を出し入れして使う力をつけて

いくという観点をもって、その年にどのような目標を立てるのか、そのために

どんな活動や場を設定していくかを考えて、授業実践を重ねていきたい。児童

一人ひとりがどのように情報を捉え、活用するのかという視点をもち、日々の

授業づくりや児童との関わり方を教師が意識し、実践することが大切になって

くるであろう。  

また、今年度の研究のまとめとしては、小学部段階における情報活用能力と

して、ICT 機器に関することは多く挙がってこなかった。しかし、ICT 機器の利
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活用について、小学部段階での活用の方法については、課題が残ることとなっ

た。中、高等部での「学習をより効果的にするための ICT 機器の利活用」に向

けて、小学部でどのような力を基礎として培っておくべきか、 ICT 機器が「情

報手段」として活用できるためには、どのような支援・指導をしていくべきか

検討をしていく必要がある。  

さいごに、来年度においては、「情報活用能力」と各教科等で育まれる資質・

能力との関係性を確認の上、「授業づくり」をする必要があると考える。授業時

間はあくまで教科等の時間の指導であり、混同しないように意識をもつことが

求められる。「情報活用能力」は、教科等横断的な視点に立った資質・能力であ

ることを念頭に置き、授業づくりの過程での検討が必要であろう。  
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別添資料①〈 N.M さんの検討過程ワークシート〉  
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別添資料②〈 Y.S さんの検討過程ワークシート〉  
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「中学部」  研究グループ  

１ 研究テーマ  

 

２ 研究テーマについて  

今年度の中学部は１４名の生徒が在籍している。１年生が３名、２年生が６名、３年生

が５名である。１４名が知的単一、主障害が知的障害の重複障害、知的障害を併せ有する

肢体不自由、肢体単一と４つの教育課程に基づき学習しており、それぞれの理解度や生活

年齢に配慮しながらグルーピングし、指導計画に基づき各授業を行っている。様々な教育

課程にて学習しているという実情もあり、学部の中での実態の幅は校内でも広いと感じて

いる。中学部主事、教務主任と１０名の担任を合わせ１２名の教師で生徒の変容や学習状

況などについて共通確認を図りながら日々指導にあたっている。障害特性からの様々な行

動、思春期特有の心と体の変化等指導上の悩みは様々あり、生徒とその行動の背景となる

家庭事情にも真摯に向き合いながら丁寧な指導を展開しようとしているところである。少

人数の学部集団であるが故、学年を超えての生徒同士の関わりも多い。お互いの様子をよ

く見ており、休み時間にはそれぞれが違う遊びを展開しながらも同じ空間でルールを変え

ながら共に遊びを展開していくような様子も見られるようになった。  

「情報活用能力」については「教科を超えた全ての学習の基盤として育まれ活用される

資質・能力」の一つとして掲げられており、その重要性については周知の通りである。

「情報活用能力」はどのようなものかについては様々な捉え方があり、例えば、「身の回

りの情報から状況判断をしていく力」「予測不能な社会を生きていくための汎用性の高い

力」などが挙げられる。つまり、生徒の学習の中においては視点をもちポイントを絞りな

がら見取る必要がある。本校の学校指導重点の中では「基礎的・基本的な知識及び技能の

習得と情報活用能力の育成」それを受けて系統的に指導していくため、中学部段階におい

ては「学習場面において情報機器を利用し、基本的な操作能力を育てる。」と中学部指導

重点に掲げられている。本研究ではこれらの力を授業の指導場面のポイントを絞り、見取

りながら、活用させていくためにどのような授業づくりをするのか考えていくこととし

た。研究を進めるにあたりまず、基礎的・基本的な知識及び技能の習得のため、これまで

の実践の中で活用されてきた紙媒体の教材や具体物等の操作を通した体験的な学習活動の

必要性を教師間で再確認していくこととした。また、 ICT 活用を含めた情報活用能力に

ついて、チェックシートを活用しながら生徒の実態把握を複数の教師の目で行っていきた

い。そして ICT を含めた情報機器を「使えない」から「使わない・触らせない」のでは

なく、指導上のねらいを達成するために「どう使わせるか」について私たち教師が意識を

向けながら、その活用について考えを深めていきたい。  

 

３ 研究目標  

（１）情報活用能力育成のための手立てを教師間で考察、実践、検証していきながら育

情報活用能力に着目した授業づくり  

～情報機器等の利用を含めた情報活用能力の育成に必要な手立てを考える～  
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成のための手立てを探る。そして手立てが生徒の情報活用能力育成へ妥当であったか

検討し、授業改善を行い、教師の指導力向上を図る。  

（２）グループの中で、それぞれの教師の指導実践や生徒の学習の様子を教師間で共有

して、行った指導に対しての評価を複数の教師で行い、日々の学習場面や生活場面に

反映させることで、生徒に対する深い理解を進める。  

 

４ 研究内容及び方法  

（１） ICT 活用を含めた情報活用能力育成について対象生徒と指導場面を設定し、指

導の手立てを考察、生徒の変容から手立ての検証を図る。  

（２）設定した指導場面において指導上のねらいを達成するために ICT 機器をどう使

わせるかについて教師が意識を向け、生徒に適した活用方法について考えを深め情報活

用能力育成への手立ての一助とする。  

 

５ 研究経過  

 日にち 内容  

研究日① 5 月 16 日（木）  学部研究テーマ、研究計画・内容の意見交換  

研究日② 5 月 27 日（月）  学部研究テーマ、研究内容の確認、グループごと

に対象生徒の選定  

研究日③ 6 月 6 日（木）  チェックシートを用いた実態把握、研究対象とす

る指導場面における実態把握と共有、指導目標の

設定① 

研究日④ 7 月 23 日（火）  研究対象とする指導場面の実態把握、指導目標の

設定② 

指導実践の振り返り・次回に向けての手立ての話

し合い①  

全体研究会② 8 月 23 日（金）  中間報告  

研究日⑤ 8 月 28 日（水）  グループごと指導実践の振り返り・次回に向けて

の手立ての話し合い②  

研究日⑥ 9 月 20 日（金）  グループごと指導実践の振り返り・次回に向けて

の手立ての話し合い③  

研究日⑦ 11 月 19 日（火）  グループごと指導実践の振り返り・次回に向けて

の手立ての話し合い④  

研究日⑧ 12 月 25 日（水）  グループ別計画による実践のまとめ  

研究日⑨ 1 月 17 日（金） 学部まとめ、来年度に向けてのアンケート  

 

６ 研究実践  

（１）「情報活用能力」について  

今年度は生徒の個の課題に焦点を当て「情報機器等の利用を含めた情報活用能力の育成
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に必要な手立て」についてまとめていくこととした。次年度は集団のグループにおける

「学習の中で必要な情報活用能力、それの育成に必要な手立て」についてまとめていくこ

ととしたい。見取りの指導場面を１年ごとに変えて考えていき、年ごとの指導体制での考

えをまとめ、在籍している生徒へ還る研究を行うこととした。  

第１回の学部研究での意見交換にて本校中学部生徒の「情報活用能力」とはどのような

力を指すのかを考えていこうと話し合いを進めた。その中で「生徒の実態差が大きく情報

活用能力として定義づけるには幅が大きく難しいのではないか」「情報活用能力の定義に

ついては様々な文献等のものが参考になるため、学部研究で取り上げていく必要性がない

のではないか」といった意見が挙がった。  

この意見を受け、情報機器をどのように活用すると課題としている個の目標に迫ってい

けるのかについて考えていくこととした。「身のまわりの情報から状況判断ができるよう

になる力」「予測不可能な社会を生きていくための汎用性の高い力」といった力が挙げら

れた。中学部の教師で話し合い、中でも『「考えや思い」を生徒自身が他者へ伝える力』

つまり「情報発信スキル」について着目し育成していくこととなった。  

 

（２）指導場面と対象生徒について  

見取りを行う指導場面について話し合いを行い、着目したい力が「他者へ発信する力」

であることから教科学習グループより少人数で生徒によってより身近であり安心できる集

団の学習であることから「日常生活の指導」で行うこととなった。具体的には活動固定化

しており形式化される場面である「朝・帰りの会」生徒の自由な活動の中でより思いが出

しやすい「昼休み（日常生活の指導）」を中心に見取りを行うこととした。  

対象生徒については２年の研究計画であることから研究成果が次年度へ生かしやすい

１・２年生がよいとの意見があった。話し合いの中で中学部の日課に慣れ、見通しをもっ

て落ち着いて学習している２・３年生から２名挙げることとした。２名とも情報の受信、

発信方法について課題をもつ生徒である。２名の生徒について６月からもう一度実態把握

を行い、今できていることと課題について再考した。実態から課題を導き出し２学期始業

に合わせ、実践を開始し PDCA サイクルを１１月まで行った。以下、実践についてまと

める。  

 

対象生徒  ＭＴ（２年生  男） 

実態把握  ・発語がなく、身振り、サイン、筆談等でコミュニケーションを取ってい

る。  

・難聴である。  

・聞く経験が不足している。  

・情報を周りから得ようとする力が少ない。知りたいという気持ち、関心

が少ない。自分が言いたいことだけを伝えて満足する場面が多く、他者

とのコミュニケーションのやりとりが一方的になりがちである。  

・知っている言葉が少ない。  
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・抽象的な言葉の理解が困難である。  

・文字（ひらがな、カタカナ、漢字など）を音声で認識することが困難で

ある。  

・ICT の操作はできる。※インターネット検索、アプリの使用など  

・便器で排便することが難しく、自宅で自分からオムツに履き替えてオム

ツで行っている。排尿は小、大便器で行うことができる。  

実 態 か ら 導

き 出 さ れ る

指 導 す べ き

課題 

 

 

・簡単な言葉を用いて、 2 語文で他者に伝えられるようになると良い。  

・語彙を増やす。（動詞、名詞）  

・周りのことに興味、関心を持てるようになると良い。  

・会話のやりとりを楽しいと思える経験を増やす。  

・わかることを増やす、わかることが増えることによって知りたい気持ち

が増えていく。  

設 定 し た 指

導場面 

・日常生活の指導（朝の会、帰りの会）  

指導の経過  

1 次（学部研

③、④位の時

期 で の 取 り

組み） 

・個別の指導計画を見ながら実態把握した。ねらいが高かったので生活科

１～３段階に下げて計画を立て直した。  

・自分から気付いてやることが難しい。  

・小学部の時はうごきのことばの本を基に、物事の事象を言葉とイラスト

で示すことができた。  

2 次（学部研

⑤、⑥位の時

期 で の 取 り

組み） 

 

・実態に沿って話し合いを進めた。（個別の指導計画参照）  

・朝の会では始まりの時間に合わせて、自分から友達に声をかけることが

出来ている。教師からの促しがきっかけで、友達に声掛けすることが出

来るようになった。朝の会前のルーティンとなっている。  

・簡単な言葉を用いて、２語文で他者に伝えられるようになると良い（身

振り、筆談など）。  

目標の再設定  

・ICT の有効な使い方を本人もまだわかっていない。 iPad を使いコミュニ

ケーションで使えたら良い。  

・自分が使う言葉等がパターン化されがちである。例えば質問「どこ？」

に対して、繰り返し学習して覚えた質問（例：住んでいる市はどこ？）

であれば答えられるが、ちがう言葉を「どこ？」の質問に含めると答え

られなくなる。パターン化されることを崩すため、他者との会話のやり

とりをする経験を増やしていく等の取り組みが必要であると考える。  

・他者とのやりとりを設ける機会として、朝の会の流れに変化をつけてい

けると良い。例えば朝の会において、クラスみんなで話をするような内

容の項目を追加する等。  

・経験したことを言葉に置き換えていく。 (どの授業でも ) 

・本人の課題からみていくと ICT を第一に持っていかない。（補助手段）そ
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の場その場でコミュニケーション手段を選んでいけると良い。  

3 次（11 月現

在） 

・朝の会、帰りの会で予定や目標を発表する際や授業での号令の際に、ド

ロップタップを活用しながら自分自身や他者に分かりやすく（イラス

ト、音声で）伝えることを行っている。  

・ICT 機器（iPad）をコミュニケーションツールとして活用することを目

的としているが、現状として ICT 機器（iPad）をコミュニケーションの

目的として自分から活用しようとする場面が日常生活の中では見られ

ない。授業の中では見られ始めた。  

・iPad を使い相手に伝えようとしたが、音声途中のまま iPad を閉じてし

まうことがあった。iPad を介してやりとりすることは難しい。  

・やりとりを本人が楽しいと思えるようにしていきたい。伝えたい、伝わ

った経験を増やす。  

・他者とのコミュニケーションの際、本人が従来のコミュニケーション手

段として使っている身振り、サイン、筆談等で他者とのやりとりを楽し

む経験を積んでいくことに重点を置くことが良いのではないか。  

生 徒 の 様 子

と 有 効 で あ

っ た と 思 わ

れる手立て、

教材等 

 

 

 

 

手立て  生徒の様子  

・朝の会、帰りの会において、 iPad

（ドロップタップ）を活用して授

業の予定を発表する。  

 

・１日の授業予定について本人がド

ロップタップで音声を流した際、

それを聞いて復唱しようとする

生徒が見られた。周りの生徒にと

っては音声が聞き取れて分かり

やすかった等の良い効果をもた

らしたが、本人にとっては相手に

しっかり伝えられたという意識

があまりなかったため、他者との

コミュニケーションのやりとり

としては少し不十分であったと

思われる。  

・朝の会において「※みんなのはな

し」の項目を追加し、実施した。※

テーマ（例：昨日食べた夜ごはん）

を日直が決め、そのテーマに沿っ

て皆で話す。  

・朝の会の「みんなのはなし」にお

いて、友だちと筆談したり iPad を

介してやりとりをしたりする。  

・本人が日直の際、自分でテーマ（す

きなアニメはなに？）を決めるこ

とができた。そのテーマを友達に

投げかけてやりとりを行った。し

かし、友達の話を遮って次に進も

うとする等、他者との会話のやり

とりに課題が見られた。本人に対

し教師が身振りや筆談等で丁寧

に支援し、それを見た友達の一人

が身振りや筆談で助けようとす
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る場面が見られた。  

・朝の会の中では本人が進んで iPad

を使おうとする様子はあまり見

られなかった。筆談や身振りでの

やりとりがスムーズであり、本人

や周りにとってもコミュニケー

ションのやりとりとして分かり

やすかった。  

考察 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

・ICT 機器（iPad）を、他者とやりとりをする（自分の思いを伝える、相手

の反応を感じる、相手の話を聞く、相手の話に応える）意識を高めるた

めのコミュニケーションツールとして活用することを目的とし、研究を

進めてきた。しかし、取り組み当初は iPad を自分からコミュニケーショ

ンの目的として活用しようとする場面が見られず、他者とのやりとりの

ために使うものとしての意識が向かなかった。  

・コミュニケーションに必要な言葉の数が少ないため、言語理解などの指

導が必要である。そのため現時点において ICT 機器（iPad）をコミュニ

ケーションツールとして活用するよりは、日常生活に必要な言葉の数を

増やす（インターネット、アプリのドロップタップ等を活用）ためのツ

ールとして授業等の指導の中で活用することに重点を置く方が良いの

ではないかと考える。また昼休みにおける余暇時間においても、教師の

支援を介して iPad を活用出来ると良い  

・みんなに伝わるコミュニケーション手段を獲得できると良い。筆談での

やりとりを行った際に、文字を書くことと同時にイラストを示すことが

本人にとって有効であった。  

・他者とのやりとりを楽しむ手立てとして、 ICT 機器（ iPad 等）にこだわ

る必要はないが、必要に応じて iPad を利用しながら、今後それをコミュ

ニケーションツールの一つとして活用していくきっかけになると良い。  

・教科学習の中で挙手して教師を呼び、自ら iPad を取り出し、発言する場

面が多く見られ始めた。発言内容は学習の中で得たことを確認するよう

なことや授業の振り返りで「楽しかった！！」と自分の気持ちを伝えよ

うとすることが多い。（特に自分の気持ちが大きく動いたときにこの行

動が見られた。）  

・授業にてホワイトボードにグループの生徒の考えを記すと、自ら前に出

てペンをとり自分の考えを記す場面が見られた。  
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対象生徒  ＴＫ（３年生  男） 

実態把握  言葉の表出が増えてきている。  

文が定型文ではなくなってきた。  

確認行動が多い。  

学校生活で困ったことを言語化できるようになってきている。  

言葉での発表が上手になってきている。  

これまでの学習を実際の生活の中で生かせるようになってきている。  

３年生ゆえの余裕や自信がでてきている。  

会話の中で、本人の思いを言語化する場面が増えてきている。  

教師や友達とのやりとりの中で、間を怖がる様子がある。  

実 態 か ら 導 き

出 さ れ る 指 導

すべき課題  

 

 

 

 

発表場面で、みんなに共感してもらえる嬉しさを感じさせたい。  

自信をもたせたり、自己肯定感を高めたりしていきたい。  

聞き返される経験を減らしてあげたい。  

話す内容について、項目立てて考えられるようになると、やり取りをす

る上での引き出しが広がるのではないか。  

より豊かに言語でのやり取りができるようになってほしい。  

設 定 し た 指 導

場面 

日常生活の指導  

土日の出来事から伝えたいことを考え、国語数学でまとめて火曜日の朝

の会に発表する。  

何をポイントにして伝えるかをまとめる。 

指導の経過  

1 次（学部研③、

④ 位 の 時 期 で

の取り組み）  

 

 

 

 

 

ワークシートで話す内容をまとめた。  

モスバーガーに行ったことを伝えたいと思い、口頭で教師に伝えること

ができた。「モスばーガー」と書いていたため、誤字の修正をした。  

 

朝の会で発表を行った。  

徐々に定着しており、現在は「きのうのはなし」として朝の会に位置付

けている。  

2 次（学部研⑤、

⑥ 位 の 時 期 で

の取り組み）  

 

夏休み明けに夏休みの思い出を、資料なしで発表する場面を設定した。  

他の生徒に対しての教師の質問に同調する場面が見られた。（友達のホテ

ル、修学旅行とどう違ったか）  
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3 次（ 11 月現

在） 

伝えたいことや記したいことをはじめに質問し、書くことを決めたあと

はアプリの立ち上げ、画像検索、保存などを生徒自身が行えるようにし

た。  

メモアプリでの取り組みと紙媒体の課題で「いつ」「だれが」「どこで」

「なにをした」等の単語を並び替えて文章を作る取り組みを行った。  

生 徒 の 様 子 と

有 効 で あ っ た

と 思 わ れ る 手

立て、教材等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手立て  生徒の様子  

・日誌に一文を手書き、それをもと

に発表する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

メモは「モスバーガーに行きまし

た」だけだったが、他に食べたも

のや美味しかったという感想も

話していた。  

他の生徒の発表に対しては、疑問

を持ち、聞くことができている。  

徐々に定着しており、現在は「き

のうのはなし」として朝の会に位

置付けている。話す内容のバリエ

ーションや、メモにない補足事項

をその場で付け加えたりするこ

とができている。  

目標を再設定  

・いつ、どこで、だれと、なにをした

（項目数は３～５つ）について、

自分で（支援具を活用して）項目

を意識して話す内容を考えられ

る。  

・教員が聞き取り、疑似的な音声入

力になることで、本人の入力の不

自由さを補うことができる。  

・Class notebook を活用し、本人は

自分の端末で確認しながら教師が

ワークシートに記入する。  

 

夏休み明けに夏休みの思い出を、

資料なしで発表する場面を設定

した。 

教師の共感に対して嬉しそうに

していた。  

自分で感じた楽しかったことや

印象に残ったことを話すことが

できた。  

他の生徒に対しての教師の質問

に同調する場面が見られた。（友

達のホテル、修学旅行とどう違っ

たか） 

 

iPad「メモ」アプリを使って音声入

力をした。  

「だれと」の要素を話す場面を設定

した。  

 

本人が自分の経験を覚えており、

表出できるという経験が重ねら

れれば、伝えたい気持ちが大きく

なってくるのではないか。なによ

り本人が楽しそうである。  

自分が文を作って考えることが
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自己肯定感や自尊心の育成につ

ながる。  

音声入力のみではなく自分で手入力

したい内容については入力を促し

た。  

画像を添付し、より伝わりやすい文

書を作ることを意識させていった。  

メモアプリでの取り組みと紙媒体の

課題で「いつ」「だれが」「どこで」

「なにをした」等の単語を並び替え

て文章を作る取り組みを行った。  

アプリ操作が見守りでできるよ

うになってきた。  

教師の見守りや簡単な質問にて

自分から話したい内容を考え入

力を行うことができた。50 音を正

しく理解しているからか、文字入

力の際にスムーズに次の文字を

探したり、予測変換から誤入力を

減らしたりすることができた。  

・プリントでの取り組みで「いつ

…あとはだれがだ」と口にしなが

ら単語を探して並び替えようと

する姿が見られた。  

考察 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

・ＣＴとのやり取りの中で、コミュニケーションの経験を重ね、自分の

発表に対する様々なフィードバックを経験できた。こうした内容によ

って、コミュニケーションの意欲が高まっていると考えられる。一方、

授業中の発言では「正しい答えは何か」を考えてしまい、意欲が優先

される場面ではないと考えられる。社会参加を考える上で非常に大切

なコミュニケーションの一歩になったのではないか。（例：体育での思

いやりのある一言、本生徒とかかわっていて気持ちの良い一言が増え

てきている）５０音表の定着については、実際に iPad を使用すること

で理解していたことがこちらへ伝わった。  

・機器の活用については、音声入力からキーボード入力（予測変換込み） 

発展した。情報機器を使うことにより文字を書く負担を軽減でき、音

声入力、予測変換を活用することでより正しく自分の言葉を入力して

表現できるようになったのではないか。また、文章に画像を添付する

ことにより自分自身が伝えたいことを自身が再確認でき、他者にもよ

り分かりやすい方法で伝えることができるようになった。  

・本単元に対して、題材設定が有効であった。自分の考えに情報を肉付  

けしていく作業を行い、自分の思いを他者に伝える力や文章を構成す

る力が高まった。情報発信スキルの基礎的な能力を高めることにつな

がった。情報の収集では画像を収集したり、必要な情報を検索したり

できるようになった。メモアプリと紙媒体、口頭での教師とのコミュ

ニケーションを通じ、自分の伝えたいことをうまく文章化することに

つながったと考えられる。発表の内容がパターン化せずに、自分が話

したいことを考えられている。語彙の増加（例：「気を取り直していき
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ましょう」の発言）が見られる。知識を結び付ける力がついてきてい

ると感じる。５０音表が定着していることによって、入力の際にどの

文字がどこにあるかを見つけられる。  

・授業中に発言を求める際には、スムーズに発言をすることはまだ難し

い印象がある。→学級の中では、発言が受け入れられる安心感がある

のかもしれない。伝わる楽しさや、自分の発言をきっかけに会話が弾

むことに対する楽しさを感じられるようになってきているのかもしれ

ない。  

・自分の経験したことを具体的に振り返ることができるようになってき

ている。また、自分の思いを、資料を活用することで詳しく伝えられ

るようになっている。確実な理解や力につながってきていると感じる。

自信をもってコミュニケーションに望めている。朝の会の場面ででき

ていることが、より般化されていくことに期待したい。  

 

７ 研究のまとめと今後の課題  

研究のまとめを行うにあたり情報機器を使用する中で  

①  使用させる場面（どの場面が適していたか）  

②  指導すべき課題に対した手立ての成果  

③  教科学習へつなげるための視点  

について２名の指導実践を振り返り考えていくこととした。  

ＭＴ（２年生  男）  

使用させる場面  ・日常生活の中では身振りと筆談でのやり取りは即興性があ

り使いやすかった。  

・教科学習の中では iPad を使い（メモ機能のようなアプリ）

自分の考えを記すことができるようになっている。  

成果 

 

・コミュニケーションに必要な語彙が少ないため、言語理解

などの指導が必要である。そのため現時点において ICT 機

器（iPad）をコミュニケーションツールとして活用するよ

りは、日常生活に必要な言葉の数を増やす（インターネッ

ト、アプリのドロップタップ等を活用）ためのツールとし

て授業等の指導の中で活用することに重点を置きながら指

導に当たる。  

・場面ごとにより正確に本人の考えや意見を発進できるよう

な支援を行った。身振り、イラストを用いこちらの言いた

いことがより明確に伝わるようにしていった。お互いの言

いたいことが正しく伝わっているか再確認することも必要

であった。  

課題 ・発信方法として発話のみでなく情報機器を活用し選択して
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以下に今年度の成果と課題について３点挙げる。  

 

（１）  生徒の表現方法の選択肢を設定する。  

 １年間情報発信スキルについて２名の実践を通し、考えてきた。その中で２名とも特に

「自分の知識（言語）を使い、他者へ発信する力」について成長が見られた。発語に課題

のある生徒が発信する際にどうすれば他者へ伝わるか情報機器を使いながらやりとりを重

ねた。その中で生徒自身が「こうすれば伝わった」と経験の中で気付き、同じ場面を教師

が設定することでどのように発信するかを自ら考えて伝えようとする姿が２名とも見られ

た。また、情報機器のみではなく身振り、筆談などの発信方法を教師とのやり取りの中で

使いながらその良さ（より伝わりやすいと感じる）を知ることで様々な方法で伝えようと

する様子が見られ始めている。生徒が発信する際にその生徒にとって何が最適かを考えて

いく中で「発信方法の選択肢を設定すること」さらに「発信する場面に応じ臨機応変に発

信方法を選び、使っていく力を生徒につけさせること」が必要であることが考えられる。  

また、発信する場面を教師が意図して設定し、そのやり方について枠組みを作り、発信方

法を導くことも必要である。発信方法を構造化し、見通しをもって安定した気持ちで発言

伝える場面を設定するのがよい。  

ＴＫ（３年生  男）  

使用させる場面  ・個別に学習する時間に使用することが有効であった。本人

のペースで使用でき、落ち着いて学習することができた。  

成果 

 

・情報機器を使うことにより文字を書く負担を軽減でき、音声

入力、予測変換を活用することでより正しく自分の言葉を入

力して表現できるようになり、発表場面で、みんなに共感し

てもらえる嬉しさを感じることができた。  

・文章に画像を添付することにより自分自身が伝えたいことを

自身が再確認でき、他者にもより分かりやすい方法で伝える

ことができるようになった。  

・情報機器を使い、話したい内容について、形式化し整理しな

がら項目立てて考えられるようになったことで、より豊かな

やり取りができるようになった。  

課題 ・学習の中で自信をもって発言することが課題となる。慣れ

ている教師と友達との関係性の中でできることを違う場面

でもできるようになることが課題となる。できたことを実

感させていき自己肯定感を高めることが必要。また、知識

の定着を本人が実感できるように授業の中で「前にやった

ことを覚えているかな？」等の振り返りを行っていくこと

が必要である。  
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できるようにしていき、その方法に慣れたころに違う方法を提示することが必要である。  

 

（２）  実践についての見取りの評価  

 情報機器の利用を含めた実践であったが、生徒の実態や変容を動画やエピソードを集め

ていくことで成長を見取ってきた。生徒の見取りの方法について学部研究のように時間を

設定し実践内容を伝えあい複数の教師の目で見ていく必要を強く感じた。また、情報活用

能力のどのスキルを育成するかの見取りの視点をもっていることも重要であると改めて分

かった。さらに教師間のみではなく客観的に評価できるような体系表などのツールの必要

性も感じた。  

 

（３）  家庭を含めた生活につなげていくこと   

 最後に、学校での実践をこれからの生活へ般化していくことが課題として挙げられる。

特別支援学校で課題となる「学校ではできるが…」という視点である。特に発語に課題の

ある生徒について本当に伝えたいことが何かを受信する側が正確に見取ることが難しいこ

とがある。生徒が学んだことをアプリや画像等に残した記録を残しておき、端末を持ち帰

り家庭へフィードバックすることが考えられるかとの意見も出された。毎日の取り組みと

なると難しい面があるが、単元の終わりや、学期末に行うことが現在の中学部の中では可

能ではないかとの意見が挙がった。今年度の研究での取り組みを踏まえ、まずは学校での

取り組みを構築していくことが重要である。そして今後は家庭との連携のために学習の記

録を生徒自身が残し、振り返ることができること、その振り返りを家庭でも行えるとよい

と考える。  

 

（４）  次年度へ向けて  

 以上のように情報機器を利用しながら２名の生徒の「情報発信スキル」について考えて

いった。発語に課題のある生徒については情報機器の活用が非常に有効であった。その反

面、生徒の課題について「どのように伸ばしたいか」、情報機器を使用して「どの力を伸

ばしたいか」を教師が明確に設定する重要性もあった。次年度については教科学習の中で

必要な情報活用能力、その育成に向けての手立てを考察していく。前述に挙げられた３点

を念頭に置き、来年度の中学部生徒にとって必要な情報活用能力は何か、どの力を育成し

ていきたいかを考え、手立てについて検証していけるとよい。  
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「高等部」研究グループ 

１ 研究テーマ 

 

２ 研究テーマについて 

 今年度高等部には２９名の生徒が在籍している。１年生が５名、２年生が１４名、３年生

が１０名である。高等部は知的障害単一、主障害が知的障害の重複障害、知的障害を併せ有

する肢体不自由の教育課程で学習を行っている。本校高等部への進学にあたり、中学部から

進学してきた生徒、地域の中学校から進学してきており、幅広い実態の生徒が在籍してい

る。 

情報活用能力については、学習の中で、自らＩＣＴ機器などを用いて得た学習内容に関す

る情報を自分なりにまとめて表現することができる生徒や、学習内容に関する情報を得るた

めには教師の手助けが必要であり、取捨選択などが難しい生徒、視覚的、聴覚的な情報に向

きあうことに支援が必要な生徒まで幅広い実態の集団である。また、授業の中でもタブレッ

ト端末などのＩＣＴ機器を扱う場面が増えており、様々な授業で情報活用能力の育成を行っ

ている。授業のみでなく、生徒にとっては、情報機器は身近な存在であり、卒業後社会に出

た際にも、仕事や余暇活動の中で情報機器を扱うことが増えることが予想される。 

 そこで、今年度の高等部の研究では、高等部の生徒にとって、卒業までにどのような情報

活用能力を身につけておく必要があるか検討・整理を行っていく。山梨県教育委員会特別支

援教育・児童生徒支援課から出されている既存の体系表である「ＩＣＴ活用能力実態チェッ

クシート（第３版）」を用いて、それぞれの段階の生徒が卒業時にどこまでできるようになっ

ているとよいのかについてまとめ、それをもとに授業の単元計画を立てる。単元計画の中

に、どのように情報活用能力を育成する内容を扱うかについても明記し、それをもとに授業

を行い、授業の振り返りを行ないながら、行った手立てが適切であったか、改善が必要かな

どについてまとめ、授業づくりを行っていきたい。 

 

３ 研究目標 

（１）身につけさせたい情報活用能力について、授業の単元計画の中で扱う内容を検討し、

授業づくりを行い、情報活用能力を育成するための手立てを検討する。 

（２）授業実践後に手立てや目標について適切であったかどうかを検討し、授業改善につな

げ、教職員の指導力と専門性の向上を目指す。 

 

４ 研究内容及び方法 

（１）卒業までに身につけさせたい情報活用能力の検討 

・「「ＩＣＴ活用能力実態チェックシート」を用いて、生徒を療育手帳の等級ごとに分け、その

グループごと、卒業までにどのような情報活用能力を身につけているとよいか検討する。 

卒業までに身につけさせたい情報活用能力の整理 
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（２）社会／自立活動の授業での検討 

 情報活用能力について手立てや授業づくりを行うため、授業のなかで調べ学習や調べた内

容を発表するなど、ＩＣＴ機器などを用いて情報収集や発信を行う機会が多い社会科を対象

教科として選定した。 

・上記でまとめた内容をもとに、社会の授業の中で取り扱う情報活用能力について検討す

る。 

・授業の単元計画を作成し、単元計画に情報活用能力について明記し、授業後にどのような

手立てが適切であったかについて検討し、改善を図る。授業グループ毎に情報活用能力の視

点を含めて単元計画を作成し、授業の振り返りを行う。 

 

５ 研究計画 

 日にち 内容 

研究日① 5 月 16 日（木） 学部研究テーマ、研究計画・内容の確認など 

研究日② 5 月 27 日（月） 検討グループの決定 

卒業までに身につけさせたい情報活用能力の検討① 

研究日③ 6 月 6 日（木） 卒業までに身につけさせたい情報活用能力の検討② 

グループごとの検討内容の共有 

研究日④ 7 月 23 日（火） 対象授業の決定 

各学習グループで単元計画の作成① 

研究日⑤ 8 月 28 日（水） ＩＣＴ研究授業についての検討 

各学習グループで単元計画の作成② 

研究日⑥ 9 月 20 日（金） 各学習グループで単元計画の作成② 

各学習グループの学習内容の共有 

研究日⑦ 11 月 19 日（火） 学習グループ毎に授業の振り返り① 

授業の様子についての共有 

研究日⑧ 12 月 25 日（水） 学習グループ毎に授業の振り返り② 

学習グループ毎のまとめ 

研究日⑨ 1 月 16 日（木） 学部まとめ、来年度に向けて 

 

６ 研究実践 

（１）  卒業までに身につけさせたい情報活用能力の検討 

 情報活用能力について、学習指導要領総則には「生徒の障害の状態や特性及び心身の発達

の段階等を考慮し，言語能力，情報活用能力(情報モラルを含む。)，問題発見・解決能力「等

の学習の基盤となる資質・能力を育成していくことができるよう」との記載がある。また、

「教育の情報化の手引き-追補版-(令和２年６月)第２章」には情報活用能力について定義さ

れた内容が記されている。教育の情報化に関する手引から、情報活用能力について、「情報手

段を適切に用いて情報を得」る力や「情報を整理・比較」する力、「得られた情報を分かりや
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すく発信・伝達」する力、「必要に応じて保存・共有」する力、「情報手段の基本的な操作」

を行う力、「プログラミング的思考，情報モラル等に関する資質・能力」と捉えて研究をすす

めていくこととした。 

 卒業までに身につけさせたい情報活用能力を検討するための指標として、山梨県教育委員

会特別支援教育・児童生徒支援課から出されている既存の体系表である「ＩＣＴ活用能力実

態チェックシート（第３版）」を用いることとし、生徒を実態毎のグループに分けてそれぞれ

の段階の生徒にどのような力が必要か検討を行った。検討にあたっては、校内の学習グルー

プでの実態分けではなく、療育手帳の等級ごとに生徒を分け、その中で必要な力について検

討を行った。以下にグループ毎にまとめた内容を示す。 

①  療育手帳 A-1 グループ（生徒３名） 

〇ＩＣＴ機器の活用について 

自ら積極的にＩＣＴ機器を活用しようとする姿は見られず、音楽を聴くことや画像を見る

等の受け身的な使用が主な生徒である。あえてＩＣＴ機器を活用したデジタル教材を使用す

るよりも、アナログ教材を活用することで理解につながる生徒である。そのため、ＩＣＴ機

器の活用については、教師が使用場面を精選することが大切である。授業の様子を撮影し振

り返りの際に動画や写真を見せるなどといった使い方で使用することは有効であると考えら

れる。 

 

 

②  療育手帳 A-2 グループ（生徒４名） 

 卒業までに身につけさせたい情報活用能力 

知技 （生徒 A） 

・興味をもって画面に注目する。 

・画面にタッチしスワイプできる。 

・タッチペンを使用して画面を操作する。 

（生徒 B） 

・興味をもって画面に注目する。 

・画面にタッチしスワイプできる。 

（生徒 C） 

・画面に触れると音や曲が流れることがわかる。 

思判

表 

（生徒 A、C） 

・発信された情報に気づき選択する。 

（生徒 B） 

・発信された情報に気づき表現する。 

学 （共通） 

・自分で操作して達成感や満足感を得ることができる。 

・タブレットに興味をもち使おうとしている。 



高－4 

ＩＣＴ機器の利活用に限らずに、教室掲示等からの情報を読み取ることができるかどうか

考える必要がある。ＩＣＴ機器から読み取れるようになることも大切であるが、日常生活の

中で教師から提示された教材から情報を読み取る力が大切である。そのため、ＩＣＴ機器を

使用せず、情報を収集し活用していく方法を考える必要がある。 

A-2 グループの生徒にとって、日常的に用いる日付や曜日などの情報を自ら得ることがで

きることが大切である。掲示物やカレンダーなどの活用ができるようになると、週や時間な

どで固定された活動内容などがわかり、見通しをもって作業することができる。そのため

に、自立活動や個別活動の指導で情報を集める能力を育んでいく必要がある。 

自分から発信、表現しようとする力や発信を受け止めて理解する力、指示や話を受け取

る、収集する力が高まるとよい。 

③  療育手帳 B-1 グループ（生徒８名）④療育手帳 B-2 グループ（生徒１４名） 

B-1、B-2 グループについては、「ＩＣＴ活用能力実態チェックシート」上にまとめて掲載

した（図１、図２ 次ページ参照）。チェックシート上、実線で囲んだ部分が療育手帳 B-1 グ

ループ、点線で囲んだ部分が療育手帳 B-2 グループである。 

B-1 グループの生徒にとっては（４）、（５）が主になっているが、チェックシートの内容

では（１）～（３）は大枠になっている。そのため、このグループではその部分をさらに整

理して必要な情報活用能力について当てはめていく必要がある。 

B-2 グループの生徒にとっては、（７）の段階が主になっている。図１（１）⑧については

分類が難しく、段階に沿った内容を検討することが難しかった。 

 

 

 

 

 

 卒業までに身につけさせたい情報活用能力 

知技 （生徒 D） 

・タブレットのどこを押せば好きな曲が流れるか、わかる。 

（生徒 E） 

・タブレットのどこを押せば遊べるか、わかる。 

（生徒 F） 

・検索アプリがわかる。 

・タブレットを使用して、意思を表示することができるようにする。 

（共通） 

・情報を大まかにとらえることができる。 

思判

表 

・タブレットに表示された情報に気付き、注目する。 

 

学 ・自分で操作して、満足感を得る。 
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図１：チェックシート「知識及び技能」  

図２：チェックシート「思考・判断・表現」「学びに向かう力・人間性」  
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（２）社会／自立活動の授業での検討 

 （１）で検討した内容をもとに、２学期の社会科の学習の単元について計画を立て、授業

を行った。グループごとの単元計画とまとめについて以下に示す。（単元計画については別資

料参照） 

①自立活動（A 組） 

（a）2 学期単元計画 

「季節を感じよう」、「家事に挑戦しよう」の単元で学習を行うことを確認した。「季節を感

じよう」の単元では、生徒が好きな場面でボタンを押して写真を撮ることを目標とした。「掃

除」では、水拭きと乾拭きの違いを感じること、生徒が活動したことを受けて誰かが喜んで

くれることがわかること、五感で感じた情報を適切に処理することを目標とした。 

自立活動の学習であるため、感覚を広げる、感覚を得る、感覚を高める、人との関わりを

もつことなど、個別の目標で行っていく。それぞれの生徒の目標については、生徒の実態に

応じて設定した。 

ＩＣＴ機器を活用することで、生徒が情報取集をする手助けになるのではないかと考え

る。受信については、教師がＩＣＴを用いて、生徒に情報を入れる方法をとることができる

のではないか。発信を行う事も可能であるが、生徒の実態として、ＩＣＴを用いた発信を行

う必要がない。 

生徒にわかりやすく提示するために実物と映像を組み合わせて活用し、情報を受け取るた

めの手段として音楽や映像を通してＩＣＴ機器を活用していくこととした。グループとし

て、実体験を通して確かめながら学習する段階である。実物に触れることを通して、実物に

興味や関心をもつことができる授業を行う必要がある。 

（ｂ）授業についての振り返り 

「家事に挑戦しよう」の単元では、モップやほうきを使ってごみを集めたり塵取りに入れ

たりという活動を行った。教師と一緒にごみを拾う生徒もいたが、「素材に触れる」といった

目標にとどまる生徒もいた。 

「季節を感じよう」の単元では、落ち葉に触れたり、紅葉を見たりする活動を行った。生

徒の実態として、同じ場所で季節ごとに写真を撮ることで、季節の変化を感じることができ

るかという部分に疑問が残った。 

（ｃ）単元を通してのまとめ（成果と課題） 

単元の学習を通して、生徒の実態としてＩＣＴ機器を活用することには難しさがあること

を改めて確認することができた。生徒自身が活用するのではなく、教材として、教師が提示

し、情報を提示するためのツールとして有効に活用することができた。一方で、季節の変化

について生徒に伝えたい際に、ＩＣＴ機器を用いてイラストや写真を提示して伝えることは

難しく、不向きであった。生徒に視覚的な情報を提示したい場合は難しかったが、聴覚的な

情報を提示する場合には有効であった。 

生徒の実態に応じてＩＣＴ機器の活用の方法が変わってくる。このグループの生徒にとっ

ては、五感を活用して学習を進めていく必要のある実態であった。情報を得る手段として、
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ＩＣＴ機器の活用が有効であるかどうかを検討して活用する必要がある。 

②社会 A グループ 

（a）2 学期単元計画 

社会科「自然災害から人々を守る行動」の単元から、身近に起こる災害として火事と地震

について取り扱うこととした。生徒の実態を考慮し、映像、写真、音など視覚や聴覚といっ

た五感を使って授業が展開できるように意識した。 

導入として、火事や地震とはどんな状況のものかを映像や写真を見て確認した。また、生

徒自身がイメージする火事や地震の写真をインターネットから選択する活動をした。そし

て、各災害から自分の身を守るためには、どのような行動があるかを教師と一緒に実体験を

した。学習を通して安全に避難できる方法を身に付けることを目的として取り組んだ。 

教科等 社会 A 単元名 災害から自分の身を守ろう 
指導時期 

指導時数 

２学期前半 

９時間 

 

 

単元 

目標 

知識及び技能 
災害の種類によって取るべき行動が変わることがわか

る。 

思考力・判断力・表現力等 
校内の非常持ち出し袋や避難経路等を確認し、防災グッ

ズについて調べたり考えたりする。 

学びに向かう力・人間性等 
災害が危険であることを理解し、緊急時に適切な行動を

取る態度を養う。 

 

 

情報活

用能力 

知識・技能 
どの情報を活用するか選ぶことができる。（１・２・

３） 

身近な物事へ関心をもつことができる。（１・２・３） 

思考・判断・表現 
話を聞いたり、写真等を見たりして情報を得る。（１・

２・３） 

入力した文字や文章を注目したり読んだりする、（０） 

学びに向かう力・人間性等 
うまくいかないときに繰り返し取り組もうとしている。

（１・２・３） 

（ｂ）授業についての振り返り 

授業を展開していく中で、「写真」と「イラスト」など提示する物を変えることで注目が変

わる生徒や、映像に着目することが難しい生徒でも、音には反応を見せるなどのことがわか

った。 

本グループは、自分から情報を収集することが難しい生徒なため、基本的には教師が情報

を用意し、選択肢の中から選べるようにしていった。選択肢から選ぶことによって、生徒も

自信をもって答える場面が増え、獲得した知識や技能を発信することにも繋がることとなっ

た。 

（ｃ）単元を通してのまとめ（成果と課題） 

生徒一人ひとりによって、「情報」の捉え方が異なったため、デジタルや紙媒体など、個に

応じた教材を用意したり、提示方法を工夫したりした。それにより、生徒が積極的に発言し
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たり、行動したりすることに繋がり、理解が深まっていることを教師が実感することができ

た。また、提示方法の工夫や発問する順序等においては、他の教科にも活かすことができ

た。学習内容について、生徒の発言等、意思の発信に課題のあるグループなので、どのよう

に情報を伝えるか、どのように発信させていくかは今後も課題となってくる。 

また、ＩＣＴ活用能力実態チェックシートでは、「０」の部分に属する実態の生徒たちであ

るが、「０」の部分は大枠であるため、今後は細かく整理していく必要がある。グループの生

徒の実態として、情報を得て活用するための前段階である。基礎的基本的な知識・理解を進

めるとともに、質問されている意図を読み取ったり理解したりする力が必要である。 

このグループの生徒にとって、「知識・技能」も大切ではあるが、「学びに向かう力・人間

性」が大事になってくる。知りたいことや必要な情報を自分で見つけようとする力やうまく

いかない時に繰り返し取り組もうとする力、自分の意思を表現できるようにする力などが必

要である。   

③社会 B グループ 

教科等 理科社会 B 単元名 地域の安全を考えよう 
指導時期 

指導時数 

 ２学期 

 ６回 

 

 

単元 

目標 

知識及び技能 
地図の情報の読み取り方や、それぞれの地町村の避難

場所を知る。 

思考力・判断力・表現力等 
地図の情報を読み取り、学校周辺や生活している市町

村の避難場所がなぜそこにあるのか考える。 

学びに向かう力・人間性等 
地図を使ったグループワークや調べ学習に積極的に取

り組む。 

 

 

情報活

用能力 

情報活

用能力 

 

知識・技能 
タブレットや本などの媒体から情報を収集する。（４） 

収集した情報を絵や図、写真などを用いてまとめる。

（５） 

思考・判断・表現 
提示された情報から、必要な情報を探し出す。（４） 

声の大きさなどに気を付けて調べたことを発表する。

（４） 

学びに向かう力・人間性等 
調べるためのキーワードなどを自分で考えて情報を見

つける。（３） 

（ｂ）授業についての振り返り 

６時間の設定で単元を計画した。単元の始めに、グーグルマップを用いて地図の要素（国

道、高速道路、山、川、線路）について確認を行なった。その要素を学習した上で、ハザー

ドマップを取り扱い、ハザードマップ上の洪水や土砂災害について学習した。また、ハザー

ドマップ上で家の周辺の地図を見て、近くの避難所や災害が起こりそうな場所について確認

した。単元のまとめでは、自分たちの居住する地域について、ハザードマップを見て災害が

起こりそうな場所を探し、グーグルマップのストリートビューの機能を用いて同じ場所を見

つけ、その周辺を写真から山の近くであるから土砂災害の危険があるなどについてグループ

活動を通してまとめ、発表を行なった。情報活用能力としては、タブレット端末を用いて情
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報を得ること、学習内容やタブレット端末から得た情報を整理し、発表することを目標とし

て取り組んだ。 

（ｃ）単元を通してのまとめ（成果と課題） 

地図の学習を行う上で地図の要素やハザードマップ上の災害の見方について、丁寧に学習

したことで、自ら地図やハザードマップの読み取りを行うことができる生徒が増えた。単元

を通して、毎時間の始めに繰り返し地図の要素などについて確認することを通して、地図の

要素などについての知識が定着し、グーグルマップやハザードマップから情報を得ることが

できた。また、教師がハザードマップの検索の方法を提示したことで、タブレットを操作

し、ハザードマップのページを出し、必要な情報を得ることができた。ハザードマップとグ

ーグルマップを見比べ、災害の危険がある場所を教師の手助けを借りながらストリートビュ

ーを見ることを通して、山や川の付近で土砂災害や洪水が起こりやすいことを確認し、グル

ープでまとめて発表することができた。 

今回の単元では情報活用能力の目標として、タブレット端末を用いて情報を得ること、学

習内容やタブレット端末から得た情報を整理し、発表することをあげて学習内容を計画し

た。繰り返し地図の要素やハザードマップ上の災害の見方についての学習を行なったこと

で、正しい知識を身に付けさせることができた。一方で、グーグルマップとハザードマップ

を見比べた際に、生徒が同じ場所の地図であることがわからず、教師が教えてしまったこと

や、ハザードマップ上の災害についても、生徒が自分でタブレット端末を操作してハザード

マップを見て、「山の近くであるから土砂災害で危ない」といったことを考える時間を確保で

きず、知識を教え込むような学習が多かった。生徒がどの程度、タブレット端末で得た情報

を元に自分で考えることができるか、自分で考えるためにはどの程度時間が必要であったか

について詳しく把握した上で授業を計画する必要があった。 

③社会Ｃグループ 

教科等 社会 C 単元名 自然災害と自分にできること 
指導時期 

指導時数 

２学期後半 

７時間 

 

 

単元 

目標 

知識及び技能 
身近な地域の自然災害について調べ、災害から身を守る

ための行動と災害から人々を守るための活動を知ってい

る。 

思考力・判断力・表現力等 
地域のハザードマップから安全な場所や危険な場所を読

み取り、場面ごとに、どこに避難するかを考え、グルー

プや全体に共有している。 

学びに向かう力・人間性等 
調べたことを振り返り、災害時や現在に備えとして、自

分や家族を守るために何ができるのかを考えようとして

いる。 

 

情報活

用能力 
知識・技能 

知りたい情報を組み合わせて検索できる。 

効果的なプレゼンテーションの方法を知っている。 
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情報活

用能力 

 

 

思考・判断・表現 
情報をもとに意見を出すことができる。 

表現方法を相手に合わせて選択し、相手や目的に応

じ、自他の情報を組み合わせて適切に表現する。 

学びに向かう力・人間性等 
必要に応じて自分からタブレットなども活用しようと

している。 

（ｂ）授業についての振り返り 

日本の災害について調べる学習において ICT を活用して情報収集を行った。テーマを提示

して、そのテーマに応じたキーワードで検索することはできたが、検索した情報の中から必

要な情報を抜き出すことができず、すべて抜き出してしまう生徒が多かった。必要な情報を

見やすいようにまとめられた生徒は数名であった。数多ある情報の中から自分に必要な情報

を選択して抜き出すことに難しさを感じている生徒が多い様子であった。 

URL を打ち込んで、必要な情報ページにたどり着くよう学習を設定した。はじめは、URL の

入力に難しさを感じつつも理解して取り組めた生徒もいた。災害に対するシミュレーション

ゲームとハザードマップの読み取りを設定した。シミュレーションゲームのタブレットの操

作は問題なく行えていた。ハザードマップの土砂災害の部分の読み取りについては、地図か

ら自宅を見つけることができていた。色が示すものや地図の中から避難所を見つけ出す活動

に難しさを感じる生徒もいた。 

QR コードの読み取りは経験している生徒が多くスムーズにできた。噴火、洪水、土砂災害

など様々な災害を想定して行った。地震だったらどのような災害が発生するか考える活動を

行なった。土砂災害の中でも動画、ハザードマップなど様々な情報から災害を想定できる生

徒もいた。どの資料を活用していくか選択することが難しい生徒がいる一方、読み取ること

ができる生徒もいた。 

（ｃ）単元を通してのまとめ（成果と課題） 

生徒の実態差はあるが、生徒に様々な情報収集の手段を伝えることができたことで、これ

からの生活の中で、生徒自身が自分に合った情報収集の方法を選択することが期待できる。

一方で情報を集めることはできるが、教師が提示した情報を要点を絞って集めることは難し

かった。自分が調べたい情報だけを得られる力を身につけられるとよいか。 

情報活用能力について、教師自身の基本的な内容の理解、解釈のすり合わせが必要であっ

た。また、指導方針を固めた上で、授業計画を進めていく必要がある。加えて、生徒の情報

活用能力に関する実態把握を丁寧に行なった上で授業計画を立て、適切な指導を行えるとよ

い。「教科等横断的な視点をもち、他の教科の学習の中でもＩＣＴ機器を活用する機会を増や

していくことが必要である。  
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７ 研究のまとめと今後の課題 

（１）「「今年度の研究の成果 

「情報手段を適切に用いて情報を得」る力や「得られた情報を分かりやすく発信・伝達」

する力についてそれぞれグループの実態に応じた支援や手立てを検討することができた。情

報の受け取り方として、自らＩＣＴ機器を活用して情報を得る実態のグループや教師からの

手助けを受けて情報を得る実態のグループ、ＩＣＴ機器を使わずに、感覚的なものを大切に

する必要のある実態のグループなど、情報活用能力に関する生徒の実態を改めて把握するこ

とができた。その上で、どのような手立てで学習を進めることで身につけさせたい情報活用

能力の育成を図ることができるかについて、社会／自立活動の学習で有効な手立てを検討す

ることができた。 

どの実態の生徒についても、学習の中では特に情報をどのように受け取るか、相手に伝え

るかの力が重要であることが各グループで検討され、その力をつけるための学習を計画して

行ってきた。視覚的な支援として基本的なことであるが、生徒の情報活用能力の実態につい

て、丁寧に読み取ることとともに、実態に応じた適切な手立てを設定する必要がある。 

自立活動グループや社会 A グループでは、どちらの力についても、その力を身に付けるた

めの前段階が大切であることが検討された。物に触れたり聞いたり見たりすることで、感覚

的な情報を得、それに対して生徒が反応することが大切であった。また、教師が生徒の実態

からその生徒にとって受け取りやすい方を検討し、写真やイラストなどから必要な情報を得

られるよう教材の工夫を行なっていた。情報活用能力を身に付ける上で、学に向かう力・人

間性の育成が大切であることがわかった。自ら知りたいことを見つける力や繰り返し取り組

む力を育んでいくことが学習内容の理解や情報活用能力を高めるために必要であることが分

かった。 

社会 B グループや社会 C グループでは、情報活用能力として「情報手段を適切に用いて情

報を得」る力、「得られた情報を分かりやすく発信・伝達」する力について主に検討された。

「情報手段を適切に用いて情報を得」る力としては、タブレット端末で調べ学習を行う際、

必要な情報を取捨選択することが難しい生徒もいるため、必要な情報が出てくるウェブペー

ジを指定するために、URL や QR コードを用いたり、検索ワードなどを提示したりすることを

通して、必要な情報を読み取ることにつなげることができた。要点を絞って情報を集めるこ

とが難しかったため、自分が調べたい情報が何か理解し、調べたい情報に絞って調べる力を

身につける必要がある。また、「得られた情報を分かりやすく発信・伝達」する力としては、

学習内容を確実に理解できるよう、毎時間の始めにこれまでの学習内容を確認することによ

って、正しい知識をもとに情報を収集し、教師や友達と共同してまとめ、発表することがで

きた。 

（２）「「今後の課題 

 卒業までに身につけさせたい情報活用能力の整理として研究を進めてきた。「ＩＣＴ活用能

力実態チェックシート」を用いて卒業までに身につけさせたい情報活用能力を整理したが、

実際に授業を行った上で改めて検証することができなかった。高等部の実態の生徒につい
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て、改めて、どのような情報活用能力が卒業時までに身についていてほしいかについて、今

回まとめた内容やその他の指標を用いながら整理していく必要がある。 

（３）「「来年度に向けて 

 「ＩＣＴ活用能力実態チェックシート」を用いてまとめた卒業までに身に付けさせたい情

報活用能力を引き続き活用し、整理を続ける必要がある。今年度の検討と授業実践を受け

て、特に「情報手段を適切に用いて情報を得」る力や「得られた情報を分かりやすく発信・

伝達」する力が学習において大切な部分であることがわかった。情報活用能力の中の情報を

得る力や情報を発信する力に焦点をあて、授業づくりの一環として、「情報手段を適切に用い

て情報を得」る力や「得られた情報を分かりやすく発信・伝達」する力を育成するためにど

のような手立てを用いるか、また、どのような学習内容を設定するかについて検討していけ

るとよい。高等部として、卒業する際に「情報手段を適切に用いて情報を得」る力や「得ら

れた情報を分かりやすく発信・伝達」する力をどの段階の生徒にどこまで身に付けさせてお

く必要があるかについて「ＩＣＴ活用能力実態チェックシート」を用いてまとめていけると

よい。 

 

 

〈参考文献〉 

文部科学省（2018）「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 総則編（幼稚部・小学部・

中学部）」 

文部科学省（2019）「教育の情報化の手引き-追補版-(令和 2 年 6 月)第 2 章」 

山梨県教育委員会（2023）「ＩＣＴ活用能力実態チェックシート」 
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「寄宿舎」研究グループ  

１ 研究主題 

  

 

 

 

２ 研究テーマについて（設定の理由） 

今年度は高等部生６名が寄宿舎で生活している。２年生が３名（男子１名・女子２名）、

３年生が３名（男子１名・女子２名）である。全員が昨年度から継続して寄宿舎を利用し

ており、慣れた環境の中で生活している。しかし、コロナ禍の影響で活動が制限されてき

たことへの慣れや各舎生の実態などもあり、舎生同士の自然なやりとりが少なくなり、余

暇の過ごし方がパターン化されている。なつまつりやクリスマス会など年間行事として実

施している舎生会活動では、係ごとの話し合いや準備、活動を通してお互いかかわってい

る様子が見られるが、日々の生活では、興味関心がそれぞれ異なっていることもあり、集

団生活という環境の中では舎生同士でかかわることが少ない。  

昨年度は『舎生の主体性をはぐくむために～舎生会活動を通して経験を広げる実践～』

の研究テーマのもと舎生会役員２名を事例対象として舎生会活動に焦点をあてて実践を重

ねた。舎生会活動に焦点をあてたことで企画・運営する方法を舎生会役員が学び、経験を

広げることができた。事例対象以外の舎生も公共機関の利用や買い物など経験することが

できた。ＰＤＣＡサイクルシートを活用したことは、課題点や目標などを指導員間で共通

確認することができ、指導する上で有効であった。一方で主体性をはぐくむには、経験に

より得られた知識や自信の積み重ねが必要であり、時間をかけていくべきであると再確認

することができた。  

今年度、本校の校内研究テーマとして『情報活用能力』が示された。昨年度の研究テー

マとして取り上げられた舎生会活動の経験から学んだことを役立てながら情報活用能力を

生かすことで余暇の過ごし方を考えられるようにしたい。その際、余暇について選択肢を

増やし、舎生の主体的な行動を引き出すことが余暇の充実を図ることに繋がるのではない

かと考え、本研究主題に設定することにした。寄宿舎生活の中で情報活用能力をどのよう

に使っているのか分析し、余暇の充実について検証していきたい。  

 

３ 研究目標 

（１）寄宿舎における情報活用能力とはどのようなものか整理する。 

（２）整理した情報活用能力をもとに舎生の理解を深めながら指導方法を探る。  

（３）余暇に関する情報を得たり、活用したりしながら過ごし方の幅を広げる。  

 

４ 研究内容及び方法 

（１）寄宿舎における情報活用能力や余暇の過ごし方について舎生の実態を整理する。  

（２）整理した実態をもとに個別の課題をすり合わせ、指導方法を検討する。  

（３）情報活用実践シートを使用しながら実践を行う。  

余暇の充実を目指して  

～情報活用能力を生かした寄宿舎生活～ 
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５ 研究計画 

 

６ 研究実践 

（１）寄宿舎における情報活用能力  

情報活用と余暇について考えるにあたって寄宿舎生活の中で情報活用能力がどのように

関係してくるかを把握するために『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説総則編Ｐ２

０８』『小学校各教科版情報活用能力ベーシックの概要』『ＩＣＴ活用能力実態チェックシ

ート（第３版案）』『特別支援教育情報活用能力を育む授業作り P１７～１９』を参考にし

ながら情報活用能力（基本的な操作・情報モラル・情報セキュリティ・収集・整理・保存・

発信・伝達・共有・比較・プログラミング・統計）を使っている場面やその内容について

考えた。下記は、話し合いの時に出された意見である。  

基本的な操作  パソコンやｉＰａｄ・スマートフォン・テレビなどのＩＣＴ機器を

使って情報を集める時に操作方法を知る必要がある。  

情報モラル  

情報セキュリティ  

ＩＣＴ機器を使う時には、インターネット上の危険性を知り、モラ

ルを守って使う必要がある。  

収集 ＩＣＴ機器を使って天気予報や電車の遅延情報、活動内容の検索な

どをして情報を得ている。また、他舎生や指導員との対話や人が話

しているのを聞くことで情報を得ていることもある。  

整理 

保存 

今までの経験を思い返したり、調べたことをメモしたりすることが

あたるのではないか。また、話し合いで出た意見をホワイトボード

に書いて他舎生の意見を整理している。それをカメラで撮って記録

することで保存している。活動後に感想文を書いていることも活動

内容や自分の考えを整理している。  

発信 話し合いで自分の意見を伝えることや日常生活の中で会話を通し

 日にち  内容 

研究日①   ５月１７日（金）  ・グループ研究の方向性の確認  

・寄宿舎における情報活用能力と余暇について  

・文献研究  

研究日②   ５月２４日（金）  ・余暇の過ごし方や興味関心の整理  

・情報活用に関わる実態把握 

研究日③   ６月１４日（金）  ・情報活用実践シートについて  

・実践に向けて  

研究日④   ７月１９日（金） ・情報活用実践シート「一人一事例実践」  

・今後の取り組みについて  

研究日⑤   ８月２７日（火）  ・情報活用実践シート①②  

研究日⑥   ９月２０日（金）  ・情報活用実践シート①②  

研究日⑦  １０月１８日（金）  ・情報活用実践シート③④  

研究日⑧  １１月２２日（金）  ・情報活用実践シート③④  

・寄宿舎研究の成果と課題  

研究日⑨  １２月２０日（金）  ・寄宿舎研究のまとめについて  

研究日⑩   １月１７日（金）  ・寄宿舎研究のまとめについて  

・次年度に向けて  
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伝達 

共有 

て他舎生と情報を共有している。活動の時には、感想文を書いて発

表することで自分が頑張ったことや楽しかったことを共有してい

る。  

比較 

統計 

意見が分かれた時には、多数決をとって票数を計算し、比べている。 

プログラミング  計画を立てる時に何時にどこに行って何をするのか、何を何人分用

意するのかなどを考えていることがあたるのではないか。  

以上のことから情報活用能力のすべての要素（基本的な操作・情報モラル・情報セキュ

リティ・収集・整理・発信・伝達・共有・比較・保存・プログラミング・統計）が寄宿舎

でも関係していることを共通確認することができた。また、様々な場面で複雑に関係し合

っているのではないかと考えることができた。 

 

（２）舎生に身に付けさせたい力  

 余暇の充実に向けて舎生に身に付けさせたい力を検討した。以下は、話し合いの時に出

た意見である。  

・情報を集めることは得意だが、伝えることが苦手な舎生が多い。思っていることを周囲

に言えないことが多いため、発信する力をはぐくみたい。  

・コロナ禍で一人の時間が増え、舎生同士のやりとりが減ったように感じる。また、家庭

では同年代の人とかかわることが少ないと思うので、人とのかかわりを大切にしながら

家庭ではできない経験をしてほしい。  

・情報の共有は、指導員に対して行うことが多い。舎生同士で相談し合い、もっとコミュ

ニケーションをとってほしい。  

・指導員が教えるのではなく、舎生が自分で調べて情報を得てほしい。生活の中で気にな

ることを調べる習慣をつけてほしい。  

センター研修３１１『令和６年度ネットトラブル対応について学ぶ研修会スマホ・ネッ

ト時代を生きる子どもたち』にて『余暇には「休養」「気晴らし・娯楽」「自己成長・自己

啓発」の３つの機能があり、どう人生を楽しむか、仕事だけでなく余暇を楽しむ力を育成

することが大切である。楽しいことを探し、楽しめることの幅を広げていきながらやりた

いことの選択肢を複数持っておくことが大切』ということだった。卒業後の生活を自分自

身で組み立て、人とのかかわりを豊かにするためにも大人に頼らず自分で調べることや発

信する力をはぐくむこと、舎生同士のやりとりを意識しながら働きかけていくことを確認

した。  

 

（３）情報活用と余暇の実態調査  

研究対象舎生を決めるにあたり、全舎生の情報活用と余暇の実態調査を行った。生活の

中で何を使ってどんなことを調べたのか、その時の様子はどうだったか、余暇の過ごし方

について記録し、それをもとに情報活用能力と余暇の傾向や課題について検討した。以下

は、その一例である。  
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利用した情報機器  内容 

ｉＰａｄ  イラストを描くための画像調べ  

段ボール工作・フェルト手芸・折り紙の作り方  

テレビ データ放送のミニゲーム・天気予報  

本 生き物の特徴について  

パソコン  動画鑑賞・パソコンアプリ・なつまつりの遊び調べや景品探し 

余暇の選択肢が多い舎生は、それぞれの興味関心に合わせてパソコンやｉＰａｄ・テレ

ビ・スマートフォン・本・掲示物・舎生同士や指導員との会話などを通して様々な情報を

得ながら活動的に過ごしていた。また、人が集まりやすい談話室で過ごすことが多く、話

をしていても情報量が多かった。反対に余暇の選択肢が少ない舎生は、一人で過ごすこと

が多く、生活がパターン化されていて情報を得る機会が少なかった。特に自閉症と診断さ

れ、こだわりが強い舎生ほどその傾向があった。そのため、生活指導や余暇支援の中でも

情報活用の意識や視点をもちながら舎生にかかわることが大切であると共通確認した。  

 

（４）情報活用実践シートを活用した一人一事例実践  

実践に向けて昨年度の研究で使用したＰＤＣＡサイクルシートとＰＤＣＡサイクルシー

トを参考にして新たに作成した情報活用実践シートのどちらを使っていくか検討した。情

報活用ということをより意識するのであれば、情報について明記した方がよいのではない

かと考え、今年度は情報活用実践シートを使っていくことにした。また、各舎生の情報活

用の段階を考慮し、それぞれに合ったねらいや目標を定めつつ実践を重ねていくことにし

た。寄宿舎は生活の流れの中での指導であること、何気ない声かけでも常にねらいをもっ

てアプローチしていることから日々の指導を情報活用実践シートに残すことで実践が積み

重なるのではないかと考えた。そこで指導員が一つずつ事例をあげ、情報共有しながら各

舎生の課題について考え、全体での実践に向けて事例対象を決めることにした。 

図１ 

挙げられた事例  

・寄宿舎にある余暇グッズを知る  

・かすみそうの芽を調べる  

・楽しめることを増やす  【図１】  

・寄宿舎を季節に彩る（梅雨・七夕）  

・余暇の過ごし方を選択する  

・推し活について学ぶ  

・イオンモールの行き方を考える  
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上記の課題内容をもとに検討した結果、舎生Ａと舎生Ｂを事例対象に設定することにし

た。舎生Ａは、図１の事例の時に指導員から遊びの提案を受け入れていつもと違った過ご

し方が経験できたため、次は自分で楽しめることを探す機会を作ってみてはどうかと考え

た。舎生Ｂは、同じことをして過ごしていることが多いが活動的ではあることがわかった

ため、きっかけがあれば余暇の幅が広がるのではないかと考えた。また、伝達する力にも

課題があったため、自分の気持ちを伝えるための場を設定しながら実践を行うことにした。 

 

（５）事例研究  

舎生Ａ 高等部２年  

①  実態の概要  

入舎５年目。昨年度に引き続き研究対象である。興味関心の幅が狭く、余暇は自室でＣ

Ｄを聞いたり、ＤＶＤを見たりして過ごすことが多い。自己中心的な部分が多く、自分は

こうしたいという思いの強さから他者の意見を受け入れることが苦手である。また、見通

しがもてないことや待つことが苦手でイライラしてしまうことがある。自分から他者とか

かわりをもつことは少なく、かかわることがあっても言い方が一方的で自己完結してしま

う。買い物では、目的の物だけを買い、他の商品は見ようとしない。話し合いでは、他者

の話を聞いているだけでは集中力が続かずに飽きてしまい、終わることを望むような発言

舎生名 
課題となる  

情報活用能力  
課題内容 

舎生Ａ 収集 ・興味関心の幅が狭く、過ごし方の選択肢が少ない。 

・自室で過ごすことが多く、他舎生とのかかわりが少ない。 

舎生Ｂ 収集 

保存 

伝達 

・苦手意識や面倒という気持ちから調べることを避ける。  

・人から聞いたことや自分で得た情報を留めておくことがで

きない。 

・言葉を知らず、間違えて覚えていることが多い。  

・自分の想いを言葉にすることが難しい。  

・複数のことを同時に処理することが難しい。  

舎生Ｃ 共有 ・自分の興味関心に特化していて情報収集に偏りがある。 

・指導員に対して話をすることが多く、他舎生とかかわるこ

とが少ない。  

舎生Ｄ 整理 

伝達 

・日常生活の中で発信力に欠ける部分はあるが、余暇に関し

ては積極的に発信できる。  

・情報を正しく理解することができない時がある。 

・調べたことや自分の気持ちをまとめられず、伝えることが

難しい。  

舎生Ｅ 収集 ・自分の興味関心に特化していて情報収集に偏りがある。  

・興味関心の幅が狭く、過ごし方の選択肢が少ない。  

舎生Ｆ 

 

収集 ・手指の過敏があるが、自分から手を出す機会が増えて触ろ

うという意欲が見られ始めている。  
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があるが、見通しをもたせることで最後まで参加できるようになってきている。視覚的な

情報が入りやすいため、指導に取り入れている。  

 

②  実践Ⅰ【ダイソーでの買い物～余暇で使えるものを買おう～】 

実践 I では「楽しめることを増やす」「興味関心を広げる」ことを目標にした。情報活用

能力については、遊び道具を知るという観点から〝収集〟する力を意識し、視覚情報を与

えながら取り組むことにした。 

 

 

           図２  

 

 

 

 

                          図４ 案内看板  

 

まず、ダイソーにどのような商品があるのか知る必要があると考えた。自分本位な性

格であることを考慮しながら目的の物以外の売り場も見る必要があると考え、事前指導

ではフロアマップ（図３）や案内看板（図４）を提示して全ての売り場を見てから買う

物を決める見通しをもたせた。また、楽しみながら店内を見ることができるように売り

図３  フロアマップ  
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場を 3 つに分け、各売り場から「１つ以上楽しめることを探そう」とミッション形式を

取り入れることにした。今までの買い物では、買う物を即決して会計に向かっていた

が、視覚情報を与えながら事前指導を丁寧に行ったことで３０分かけて全ての売り場を

見ることができた。また、途中で商品を変更し、予算の中で取捨選択する経験ができ

た。情報活用能力を活用したことで新しい遊びの情報を得ることに繋がり、今まで経験

のない遊び（グライダー）を体験して「楽しかった」と感じることができた。しかし、

他舎生を誘って一緒に遊ぶことや他舎生が買った物の中で鉄砲・虫のカードゲーム・恐

竜のプチブロックが楽しそうという気持ちがありながらそれらを体験するまでには至ら

なかったため、意図的に他舎生と遊ぶ機会を作る必要があると感じた。  

 

③  実践Ⅱ【外で遊ぼう～鬼ごっこ・しっぽとりゲーム・野球～】 

指導員間でアンケートをとり、実践場面の検討を行った。集団生活という環境を生かし、

外で遊ぶことが楽しいと感じることができるように全員で遊ぶ機会を作ることにした。実

践Ⅱでは、「外で遊べる活動を知る」「他舎生と遊ぶことを経験し、楽しさを感じる」こと

を目標にした。自室で過ごすことが多い本生にとって新しい遊びを知るという観点から  

〝収集〟する力を意識し、ワークシートを活用したり、外で遊べることについてのプレゼ

ン大会を実施したりしながら遊びの情報を得られる機会を作ることにした。  

 

図５ 
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  図６ 調べ学習     図７ プレゼン大会のメモ   図８  ルールと振り返り  

 

事前指導ではワークシート（図６）を提示し、ｉＰａｄを使って外で遊べることや障害

者スポーツなどについて調べ学習をした。調べ学習では、サッカーや鬼ごっこ、ボッチャ

を選び、「〇〇さんと一緒のチームでキックしたい」「〇〇さんをタッチしたい」と言って

他舎生を意識する発言や「児生会総会でやって楽しかった」と学校の経験に基づく発言が

あった。プレゼン大会を行った時には、他舎生の発表からも情報を収集できるようにメモ

（図７）をとるようにした。イヤマフを取って他舎生の意見を聞く姿が見られ、情報を得

たことでプレゼンの前後で自分の考えを変えていることがあった。実践当日、鬼ごっこを

している時には「待てー」と言って追いかける場面やよく笑っている姿が見られた。野球

は、初めての経験だったと思うが、「野球が一番楽しかった」「今度はかくれんぼやグライ

ダーをしたい」と振り返りの時にワークシート（図８）に書いていたことから今まで選択

肢になかった遊びを意識させることができた。また、他舎生の様子についてどのような場

面が印象に残っているか聞いたところ、守った時やタッチされた時など場面を明確に伝え

ていて周りを意識できた様子がうかがえた。外で遊ぶことの情報を収集し、他舎生を意識

させながら一緒に遊びを経験することで楽しいと感じることができ、余暇を広げるきっか

けを作ることができた。 

 

④  舎生Ａのまとめ  

視覚情報を与えて見通しをもたせることを２回の実践で取り入れた。途中で飽きてしま

うことやイライラすることも予想されたが、楽しみながら取り組めるようにミッション形

式を取り入れ、ワークシートを活用して遊びの情報を収集するようにしたことで他者の意

見に耳を傾け、興味のなかったことにも意識を向けることができた。外で遊んだ時には、

他舎生と遊ぶ実体験が少ない本生にとって一緒に体を動かして遊べたことは貴重な経験だ

ったのではないか。また、他舎生と一緒に外で遊ぶことが楽しいと感じることができ、今

後の余暇を広げるためのきっかけになったのではないか。実践を通して他者へ意識が向く

ようになったことで日常生活の中でも帰舎時のあいさつやお礼の言葉、配膳に行く時の言

C  

D  

B  

E  

F  

B  

D  

C  

A  
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葉かけなど自発的な行動が増えた。また、今までは、不本意なことがあるとすぐイライラ

してしまい、理由を説明しても受け入れられないことが多かったが、受け入れられること

の幅が広がったように感じる。今回の経験を日常生活に般化させるためにも今後も他舎生

と遊ぶ機会や新しい遊びの場を意図的に作りながら寄宿舎にいるからこそできることを経

験させていきたい。 

 

舎生Ｂ 高等部２年  

①  実態の概要  

高等部から本校に入学し、入舎して２年目である。入学してすぐに寄宿舎に泊まること

になったため、入舎当初は戸惑う場面が多かったが、寄宿舎の環境や人にも慣れはじめ、

余暇は自室よりも談話室で過ごすことが多い。指導員や身近な舎生を誘って遊ぶことが好

きではあるが、余暇の過ごし方の選択肢が少なく、同じことをしていることが多い。周り

を見る力は高く、人の話をよく聞いていて相手の様子をうかがいながら気を配ることがで

きる。しかし、言葉を間違えて覚えていたり、話が断片的に入っていたりするなど正しく

理解できておらず、日常生活の中でも伝えたいことをうまく言葉にできない。また、改ま

った場面で気持ちを伝えることや説明することも苦手であり、声が小さくなってしまう。 

 

②  実践Ⅰ【ダイソーでの買い物～余暇で使えるものを買おう～】 

実践Ⅰでは「欲しいものを見つけて一人で買い物ができる」「自分の思いを伝える」こと

を目標とし、新しい遊びのきっかけを作ることと自分の思っていることを伝える機会を作

ることにした。買い物と買い物報告会を実施し、色々な商品を見て欲しいものを探すとい

う観点から〝収集〟する力と報告会では〝発信・伝達〟する力を意識しながら指導を行う

ことにした。 

  図９   
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事前指導では、ダイソーのホームページを見るように促してどのような商品が売ってい

るか情報を集める機会を作った。当日は集めた情報をもとに予算１，０００円の中で、自

分でお金の配分を考えながらイオンとダイソーで夕食と遊び道具を買うことにした。ダイ

ソーでの商品探しは、家庭での経験から店内看板を見なくてもおもちゃコーナーに向かっ

て欲しいものを見つけることができた。しかし、２つの店で違った目的で商品を選んだた

め、お金の配分を考えながらの買い物は経験の少なさから難しく、ダイソーで予想以上に

お金を使ってしまった。夕食と遊び道具のどちらに比重を置くべきなのかを考えることや、

予算の中でバランスを考えながら買い物するためにも経験が必要だと感じた。買い物から

帰ってきた後には、買い物報告会を行い、自分の思いを伝える機会を作った。事前に「な

ぜそれを買ったのか理由を伝えるように」と話をしていたが、「ミニ四駆と虫のカードゲー

ムを買いました」と言って終わりにしようとしていた。そのため、指導員が「なんで買っ

たんですか？」と質問したことで「前に作ったことがあってまた作りたいと思ったから」

「時間がかかって買った」と理由やその時の状況を言うことができた。指導員から促され

なくても伝えることができるように内容を整理する方法を教え、伝えるための練習をする

場が必要であると感じた。報告会後には、他舎生や指導員を誘って買った物で遊ぶ様子が

見られ、情報を収集しながら遊び道具を買ったことで余暇を広げることに繋がった。  

 

③  実践Ⅱ【外で遊ぼう～鬼ごっこ・しっぽとりゲーム・野球～】 

実践Ⅰにおいて内容を整理して伝えることが課題点だった。そのため、実践Ⅱでは、「自

分の意見を伝える」ことを目標とした。外で遊ぶことについてＩＣＴ機器を使って調べ学

習をし、プレゼン大会を通して自分の意見伝える場を作ることにした。情報活用能力につ

いては、〝基本的な操作・収集・整理・発信〟に着目して実践することにした。 

図１０ 

図１１  メモ帳  

図１２  パワーポイント  
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指導員からプレゼン大会をすることを伝えられた時は、過去の経験から難色を示してい

ることがあったが、苦手なことの先に楽しいことがある取り組みだったため、積極的にプ

レゼンの準備をしていた。プレゼン発表は、過去の経験を生かしてメモ帳（図１１）やパ

ワーポイント（図１２）を活用して原稿の準備をしていたが、言葉を知らない実態がある

ため、自分の思いをどのように伝えればいいのか考えるのが難しかった。それでも指導員

からアドバイスを受けながら発表内容を整理し、自分の思いを伝えることができた。発表

をやり遂げ「寄宿舎では緊張しない」といった本生の発言もあることから思った以上に自

分を出せる場であることに気付くことができたように感じる。活動当日は、自分が提案し

ていた遊び（しっぽとり）が採用されたこともあり、準備やルール説明、片付けなどを積

極的にしていた。活動後の振り返りではプレゼン発表に対して「うまくできた」「苦手意識

はない」と言っていて自信がつき、自己肯定感を高められることに繋がった。 

 

④  舎生Ｂのまとめ  

今回の経験を通して自信がつき、寄宿舎で寝食を共にしていることで環境や人にも慣れ

て心を開くことができ、小中学生の時は喋れなかったことや過去の経験からプレゼンが苦

手なこと、家族のことなど自分の話をしてくるようになった。余暇時間にも話をしたくて

指導員や他舎生のところに行ったり、倉庫から遊び道具を取ってきて自分から「○○しま

せんか？」と誘ったりしてくることが増えた。また、他舎生が裁縫や絵を描いているのを

見て「私もやりたい」と言って余暇を過ごしていることから自発的な行動が増えた。 

言語力が低く、検索するにしても言葉が出てこなかったり、ＩＣＴ機器を使って情報を

集めることができても伝えたりすることにつまずいていることが日常生活の中でもよく見

られている。今回の実践で正しい言葉を理解していないことや言葉数が少ないなどの課題

を再確認することができた。自分の気持ちをうまく言葉にできないことはあるが、寄宿舎

に対して思った以上に自分の気持ちを出せる場であると気付くことができたことで伝える

ことに対して途中で諦めることが減り、苦戦しながらも身振り手振りを交えて最後まで一

生懸命伝えようとすることが増えた。安心できる場であることがわかると積極的な様子も

見られているので、本生の気持ちに寄り添い、自信がつけられるようなかかわり方をして

いきたい。  

 

７ 研究のまとめと今後の課題 

今年度は『余暇の充実を目指して〜情報活用能力を生かした寄宿舎生活〜』の研究テー

マのもと、舎生２名を事例対象に設定して実践を行ってきた。情報活用実践シートを通し

て様々な場面で情報活用能力（基本的な操作・情報モラル・情報セキュリティ・収集・整

理・保存・発信・伝達・共有・比較・プログラミング・統計）が複雑に関係し合っている

ことがわかった。情報活用の幅が広く、情報活用能力が関連し合っていることから難しさ

を感じたが、各実践で関係する情報活用能力と、はぐくみたい情報活用能力を明記してど

こに注目するのかポイントを絞って取り組んだことで指導員の情報を活用することに対す

る意識が高まり、どの情報活用能力に対してどのようにアプローチするのかを見失わずに

指導することができた。また、指導員間で何を狙うのか、どのような支援や手立てを行う
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かを共通確認しながら丁寧に指導を行うことができた。そして、今回の実践では情報活用

を意識するために情報活用実践シートを作成して取り組んだが、すべての場面で使うのは

難しいと感じたため、いつどのような場面で使用することが効果的なのか整理していける

とよい。 

今年度の研究を通して遊びの情報を収集し、過ごし方の幅を広げるきっかけを作りなが

ら集団で遊ぶことの楽しさを感じさせることができた。余暇の充実は、様々な遊びや活動

を経験することで得られるものであり、今回の経験を今後の生活の中でどう繋げていくか

が大切である。実践の中では、余暇の充実に迫ることができたが、舎生たちは、まだ経験

が浅く、過ごし方の手段が少なく、自分から周囲の人を誘うことに対する抵抗感がある。

日常生活の中で様々な情報や話題を舎生に触れさせ、舎生同士でやりとりする機会や舎生

の主体的な場面を見逃さないようにしながら今回の研究で取り組んだことが自然な形で繋

がっていくことを期待したい。  

ただ端末を使って調べたりするだけでなく、調べた情報をもとに自分の考えをまとめ、

話し合いやプレゼン発表する機会を作りながら気持ちを伝える経験を増やすことができ、

情報活用能力を活用することに繋がった。今回の実践では、情報活用を促すために意図的

に指導員が介入したが、舎生が自分から調べたり、考えたりしながら「やってみたい」と

思い、その気持ちを発信できる環境づくりとそのような言葉があったときに実際に経験す

る場を作れるようにしていく必要がある。その積み重ねによって余暇を広げられる可能性

があることが事例研究でわかった。余暇の充実は、自分で生活を組み立てながら豊かな生

活を送ることに繋がるのではないか。生活の場である寄宿舎だからこそ気軽にチャレンジ

できるメリットがあるため、舎生の何気ない言動を見逃さないようにしていきたい。  

寄宿舎は、決められた日課やルールの中で基本的生活習慣を身に付けながら社会性やコ

ミュニケーション力を養うことができる貴重な場である。今後も集団生活の中で他者とか

かわりをもちながら経験を積み重ね、生活指導目標でもある自分の意志や感情を表現する

力・互いに伝え合う力を身に付けながら余暇の幅を広げられるように支援していきたい。  
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1 年次 研究のまとめ  

 

 本校においてＩＣＴ利活用にとどまらない情報活用能力の育成について、それを着実に

児童生徒に身につけていけるような授業実践を重ねていくことが必要であると考え、２年

計画にて情報活用能力育成のための授業づくりに焦点を当てながら研究を進めてきた。 

 小学部では「小学部段階における情報活用能力とは何か」「その指導の際に大切にした

いことは何か」を明らかにしていくこととした。取り組みの中で事例対象児童２名の情報

活用能力について検討を重ねてきた。そこで考えてきたことを通して、もう一度、“担当

の児童にとっての情報活用能力とは”“その指導のために大切にしたいこととは”の２点

を考えた。実践の中で情報活用能力をとらえていく中で低学年と高学年の違いが顕著に出

た。高学年になると、情報を得る対象となる人が徐々に友達まで広がりを見せることもあ

るようであることが分かった。一方で、低学年においては教師から情報を得る場面が多

く、学校において身近な人である教師との関係性の大切さや教師がどう意図的に適切に情

報を扱うかの重要性について再確認できた。そして指導上大切にしたいことが①環境設定

をすること（情報を得たり、発信したりしやすい環境を意図的に設定する）、②得た情報

を伝える場面をつくること、言葉の力をつけること（語彙を増やす等）、③体験や経験を

大切にすること（それを伴った身のある言葉をもつこと）、④興味のあることを入り口

に、やりとりを広げていくこと（人との関わりの基盤づくり）の４点であることを改めて

共有することができた。 

中学部では情報機器をどのように活用すると課題としている個の目標に迫っていけるの

かについて考えてきた。多岐にわたる情報活用能力の中でも『「考えや思い」を生徒自身

が他者へ伝える力』つまり「情報発信スキル」について着目し育成してきた。PDCA の

中で特に「自分の知識（言語）を使い、他者へ発信する力」について成長が見られた。発

語に課題のある生徒が発信する際にどうすれば他者へ伝わるか情報機器を使いながらやり

とりを重ねた。その中で生徒自身が「こうすれば伝わった」と経験の中で気付き、同じ場

面を教師が設定することでどのように発信するかを自ら考えて伝えようとする姿が見られ

た。また、情報機器のみではなく身振り、筆談などの発信方法を教師とのやり取りの中で

使いながらその良さ（より伝わりやすいと感じる）を知ることで様々な方法で伝えようと

する様子が見られ始めている。生徒が発信する際にその生徒にとって何が最適かを考えて

いく中で「発信方法の選択肢を設定すること」さらに「発信する場面に応じ臨機応変に発

信方法を選び、使っていく力を生徒につけさせること」が必要であることを確認すること

ができた。  

高等部では生徒にとって、本校卒業までのどのような情報活用能力を身につけておく必

要があるか検討・整理を行った。「ＩＣＴ活用能力チェックシート」を用いて、それぞれの

段階の生徒が卒業時にどこまでできるようになっているとよいのかについてまとめ、それ

をもとに授業の単元計画を立てることとした。そして単元計画の中に、どのように情報活

用能力を育成する内容を扱うかについても明記しそれをもとに授業を行い、授業の振り返

りを行ないながら、行った手立てが適切だったか、改善が必要かなどについてまとめ、授

業づくりについて考えていった。今年度は「社会／自立活動」の授業について学習グルー
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プごとに話し合い、実践を進めた。取り組みの中で情報の受け取り方や情報を相手に伝え

る方法についてそれぞれグループの実態に応じた支援や手立てを検討することができた。  

情報の受け取り方として、自らＩＣＴ機器を活用して情報を得る実態のグループや教師か

らの手助けを受けて情報を得る実態のグループ、ＩＣＴ機器を使わずに、感覚的なものを

大切にする必要のある実態のグループなど、情報活用能力に関する生徒の実態を改めて把

握することができた。その上で、どのような手立てで学習を進めることで身につけさせた

い情報活用能力の育成を図ることができるかについて、社会／自立活動の学習で有効な手

立てを検討することができた。どの実態の生徒についても、学習の中では特に情報をどの

ように受け取るか、相手に伝えるかの力が重要であることが各グループで検討された。生

徒の情報活用能力の実態について、丁寧に読み取ることとともに、実態に応じた適切な手

立てを設定する必要性について高等部の教師全員で再確認できた。  

寄宿舎では昨年度からのテーマである「余暇の充実」について情報活用能力を生かした

寄宿舎生活を過ごしていけるように考えていった。舎生２名を事例対象に設定して余暇の

過ごし方について情報活用能力に育成に焦点を当てながら実践を行ってきた。情報活用実

践シートを通して様々な場面で情報活用能力（基本的な操作・情報モラル・情報セキュリ

ティ・収集・整理・保存・発信・伝達・共有・比較・プログラミング・統計）が複雑に関

係し合っていることが分かった。情報活用の幅が広く、情報活用能力が関連し合っている

ことから難しさを感じたが、各実践で関係する情報活用能力と、育みたい情報活用能力を

明記してどこに注目するのかポイントを絞って取り組んだことで指導員の情報を活用する

ことに対する意識が高まり、どの情報活用能力に対してどのようにアプローチするのかを

見失わずに指導することができた。また、指導員間で何をねらうのか、どのような支援や

手立てを行うかを共通確認しながら丁寧に指導を行うことができた。  

以上のように教師が同じ視点に立ち、児童生徒の情報活用能力をどう育成していくかに

ついて 1 年間を通し実践を重ねてきたことは大きな成果であるといえよう。実践を通して

見えてきた成果と次年度へつなげていくための課題について以下にまとめていくこととす

る。 

 

体験的な学習の重要性  

 

情報機器の活用について考えていく中で従来の実践の中で大切にされてきた、「実体

験を重ねていき、実感を伴わせながら学習したことを身につけていく」ことの重要性に

ついて改めて確認できた。授業の中で得るべき情報を児童生徒が理解し、収集するため

に、ことばや数につながる基本的な概念を身に付けることが必要となる。概念形成の手

立てとして教材のやり取りを通し児童生徒の見方・考え方を整理していくことが大切に

されてきた。具体物の操作、体験的な学習を通し学習の基盤となる言語能力、問題発見・

解決能力等についても育成されている。これまで同様に情報機器を使いながら体験的な

学習を大切にしていく視点をもつことが重要となると言える。また、各学部、寄宿舎の

実践からも分かるように情報機器活用による知識、経験と体験的な活動の往還により、

より深い学習活動の展開が期待される。  
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以上の３点を確認、共有、周知できたことが今年度の成果である。次に課題について示

す。 

授業をはじめとする取り組みの中でどの情報活用能力を身につけさせるか見極めてい

くこと。  

 

情報活用能力については特別支援学校小学部・中学部学習指導要領解説総則編に「学

習活動において必要に応じてコンピューター等の情報手段を適切に用いて情報を得た

り、情報を整理、比較したり、得られた情報を分かりやすく発信・伝達したり、必要に

応じて保存・共有したりといったことができる力であり、さらに、このような学習活

動を遂行する上で必要となる情報手段の基本的な操作の習得や、プログラミング的思

考、情報モラル、情報セキュリティ、統計等に関する資質・能力等も含むものである。」

と示されている。このような多岐にわたる情報活用能力をバランスよく身につけさせ

ることの必要性が高等部をはじめとし、どの学部においても再確認された。グループ

や個々の課題によりどのスキルが必要であるかは変わってくる。授業づくりの視点に

おいて単元計画の中で何を身につけさせるか、そのために必要な情報活用能力は何か

ということを考えていく必要がある。この視点は次年度の授業づくりの取り組みにつ

なげられると考える。  

 

児童生徒にとって「情報」とは学習環境すべてから得られるものであり、意図した環

境設定が重要である。  

 

周囲の環境、つまり共に学ぶ友達、教師から得られる情報が大きいことが小学部の

実践をはじめとし共通確認できた。教材の提示や教室環境のみではなく、活動の見本

として周囲の人から情報を収集し見通しにつなげていく姿が多く見られた。すべてが

「情報」を得る手段となるものということは、教師が授業の中でどの情報を児童生徒

に提示するか考えながら展開していかねばならないということである。児童生徒への

教材の提示のタイミング、見本となる人（教師、友達）、見本の活動について、意図を

もって授業づくりを行う必要がある。  

また、中学部の実践から児童生徒が発信する場面を教師が意図して設定すること、

その際に発信方法の選択肢を増やしていくことの必要性があることが分かった。1 つ

の授業の中ではなく単元計画にてどの段階で得た情報を児童生徒に表現させるか、考

えていきながら PDCA サイクルにてより深い学習を展開していくべきである。     
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 以上の２点について次年度への課題とした。より確実な実態把握、見取りの評価につい

てはやはり教師の専門性が不可欠であると考える。専門性、特に指導力を高めていけるよ

うに情報活用能力育成について教師一人一人が意識を向けながら実践を重ねていけるとよ

い。情報活用能力育成のための授業をさらに蓄積することにより「基礎的・基本的な知識

及び技能の習得と情報活用能力の育成」といった学校指導重点の具現化を図る一助となる

と考えられる。  

 

〈引用・参考文献〉  

中央教育審議会答申（ 2018）「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学

習指導要領等の改善及び必要な方策等について」  

文部科学省「新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議報告本文（ 2021）Ⅳ 

ＩＣＴ利活用等による特別支援教育の質の向上」 P．21-24 

文部科学省（2018）「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説  総則編（幼稚部・小学部・

中学部）」P.204-209 

文部科学省（ 2019）「教育の情報化に関する手引」 P.23,24 

山梨県教育委員会（2024）ICT 活用チェックシート  

情報活用能力を含めた丁寧な実態把握  

 

今年度の実践の中で教師が話し合いを重ね、対象となった児童生徒の実態について

丁寧に見直しを図った。特に学部の中で児童生徒が授業の中でどのように情報収集を

行っているか、について考えていった。  

生活年齢、学習の内容等によって、求められる情報活用能力も変わってくることを

授業づくりの中では考えていく必要があった。得られた情報について分かりやすく発

信、伝達していくための力を育成することが求められている。単元計画の中でどんな

目標を立て、目標達成のための活動を設定していくかを考えながら、実践を重ねてい

くことが必要である。これまでの指導の蓄積の中でも挙げられている丁寧な実態把握

が重要となりさらに、育成したい情報活用能力についても現段階の様子について教師

が改めて見直して評価していくことが必要であると考える。  

実践についての見取りの評価  

  

実践の評価について児童生徒の実態や変容を動画やエピソードを集めていくことで

成長を見取ってきた。生徒の見取りの方法について校内研究のように時間を設定し実

践内容を伝えあい複数の教師の目で見ていく必要を強く感じている。また、情報活用

能力のどのスキルを育成するかの見取りの視点をもっていることも重要であると改め

て分かった。さらに教師間のみではなく客観的に評価できるような体系表などのツー

ルを用いると評価の妥当性が高まると考えられる。  

 

 

 

改めて  
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１ 研究主題 

「情報活用能力の育成を目指した授業づくり」 

 

２ 研究設定の理由 

「情報活用能力」とは令和元年１２月「教育の情報化に関する手引き」によると「世の

中の様々な事象を情報との結び付きとして捉えて把握し、情報及び情報技術を適切かつ効

果的に活用して、問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくための必要な

資質・能力」とされている。平成２８年１２月中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中

学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」に

おいて「言語能力」等と同様に「教科を超えた全ての学習の基盤として育まれ活用される

資質・能力」の一つとして掲げられ、「教育課程全体を見渡して組織的に取り組み、確実

に育んでいくことが重要である」と学習指導要領等に反映されていくように提言され、実

施されていることは周知の通りである。また、文部科学省「新しい時代の特別支援教育の

在り方に関する有識者会議報告本文（令和３年１月）Ⅳ ＩＣＴ利活用等による特別支援

教育の質の向上」において「１特別支援教育におけるＩＣＴ利活用の意義と基本的な考え

方 ＩＣＴは、障害の有無を問わず、子供が主体的に学ぶために有用なものであるととも

に、特別な支援を必要とする子供に対しては、その障害の状態や特性及び心身の発達の段

階等に応じて活用することにより、各教科等の学習の効果を高めたり、障害による学習上

又は生活上の困難を改善・克服するための指導に効果を発揮したりすることができる重要

なものである。また、合理的配慮を提供するに当たっても必要不可欠なものとなりつつあ

る。」としている。このように特別支援教育においてもＩＣＴ利活用を含めた情報活用能

力の育成について研究と実践を重ねていく必要があると考える。  

さらに、令和２年９月「特別支援教育におけるＩＣＴ活用について」「１.特別支援教

育におけるＩＣＴ活用の視点」として視点１として教科学習の中での活用、視点２として

自立活動の視点として挙げられている。  
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これらの国の動向や時代の流れを受け、本校においてもＩＣＴ利活用にとどまらない、

情報活用能力の育成について、それを着実に児童生徒に身につけていけるような授業実践

を重ねていくことが必要であると考える。情報活用能力は各教科等の特質に応じて適切な

学習場面での育成を図るため、想定される学習内容を次の４つに位置付けられている。以

下の学習内容についてどの場面で取り扱い、指導すべきかについても検討が必要である。  

 

本研究１年次において教師が同じ視点に立ち、児童生徒の情報活用能力をどう育成して

いくかについて 1 年間を通し実践を重ねてきた。その成果として３点が挙げられた。  

特に「実感を伴わせた学習」が情報活用能力育成においても重要なものであると、従来

私たちが大切にしてきた指導の必要性が改めて理解できた。「情報活用能力」を授業づくり

において視点としてもち、意図した環境設定が大切であると分かった。今年度の研究実践

ではこれら３点を活かしながら情報活用能力育成を目指した授業づくりについて考えてい

きたい。また、タブレット端末等の活用が難しい実態の児童生徒についてもその支援、学

習場面ごとの様々な「情報」を効果的に活用することができるようになるか考えていける

とよい。  

①  体験的な学習の重要性  

②  授業をはじめとする取り組みの中でどの情報活用能力を身につけさせるか見

極めていく  

③  児童生徒にとって「情報」とは学習環境すべてから得られるものであり、意図

した環境設定が重要である  
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また、どの学習場面での見取りを行うかが前年度の課題として挙げられた。そこで，複

雑な要素が絡む「情報活用能力」を、授業で意識して育成しやすくする（授業の構想及び

実践に資する）ことを目的に日本教育情報化振興会が整理した「情報活用能力ベーシック」

を用い、本校の児童生徒に必要な情報活用能力に関する考え方や捉え方に活用することに

したい。 

 

本研究では授業実践を通して明らかにしていくため学部ごとの研究としたい。本校児童

生徒の各学部の「情報活用能力」の捉えを明らかにしたのち、育成に有効な、授業におけ

る手立て、題材、支援方法等をＰＤＣＡにて考えていきたい。  

 

３ 研究目標（２年計画で研究を行う）  

（１）本校児童生徒に必要な情報活用能力はどのようなものか、それを育成するにはどの

ような方法があるか検証していく。（１年次）…令和６年度 

（２）ＩＣＴ利活用に限らない「情報」を活用することにより学習効果の最大化を目指し

た授業づくりを探求していく。（２年次）…令和７年度 

（３）授業研究を通して、授業の質や教職員の授業力を向上させる。  

 

４ 研究内容・方法 

（１）本校児童生徒に必要な情報活用能力に関する考え方や捉え方について理論の部分に

ついて既存資料、実践成果等を基に整理を行う。  
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（２）情報活用能力を育成するための授業づくりについてＰＤＣＡサイクルにて実践する。

また、実践にあたり（１）で示された理論との双方を往還させながら研究を進めていく。  

 

５ 研究組織 

（１）各学部及び寄宿舎での研究会（月２回程度の校内研究日）  

 

６ 研究計画 

 本研究は２年計画で行うものとし、令和６年５月から令和８年３月までの２年間を研究

期間とする。  

 

【令和７年度（２年次）】 

 日にち 内容  

全体研究会①  ５月８日（木）  今年度の校内研究の方向性、計画等の提案、意見

交換。 

研究日①  ５月１６日（金） 学部研究テーマ、研究計画・内容の確認など  

研究日②  ５月３０日（金） グループ別計画による実践  

研究日③  ７月２５日（金） グループ別計画による実践  

全体研究会② ８月２１日（木） 中間報告  

研究日④ ８月２７日（水） グループ別計画による実践  

研究日⑤ ９月１２日（金） グループ別計画による実践  

研究日⑥ １０月２３日（木） グループ別計画による実践  

研究日⑦ １１月６日（水） グループ別計画による実践  

研究日⑧ １２月９日（火） グループ別計画による実践のまとめ  

研究日⑨ １２月２５日（木） グループ別計画による実践のまとめ、学部まとめ  

研究日⑩ １月１５日（木） 学部まとめ、来年度に向けてのアンケート  

全体研③-1 ２月３日（火） 実践報告  

全体研③-2 ２月５日（木） 実践報告  

全体研④  ２月２４日（火） 

職員会議終了後  

今年度の課題と成果、来年度へ向けての方向性の

意見交換  

寄宿舎は別途研究日を設定する。  
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令和７年度「小学部」研究グループ  

１ 研究テーマ 

 

 

 

２ 研究テーマについて  

 昨年度の研究では、「小学部段階における情報活用能力とは何か」「その指導の際に大切

にしたいことは何か」を明らかにすることを目標に研究がスタートした。研究会では、

“情報”という言葉の意味をより明確にとらえる場とするために、「学習指導要領総則」

「教育の情報化に関する手引」「 ICT 活用チェックシート」について時間をかけて読み解

き、小学部における「情報活用能力とは何か」について考え、低学年・高学年それぞれの

情報活用能力の捉えの仮定を行い、研究を進めた。事例検討を行うなかで、情報活用能力

が“教科等横断的な視点に立った資質・能力”であり、自立活動の上にくる学習の基盤と

なる力として位置づけられているものであることを確認した。  

 また、対象児童を決め事例研究をすることで、小学部段階における情報活用能力とは、

①情報を整理する力  ②人（友達を含む）から情報を得る力  ③体験をもとに情報を得

る力と定義した。  

 昨年度の実践から、指導において大切にする視点として以下の５項目がまとめられた。  

・意図的な環境構成： 情報を得たり発信したりしやすくなるよう、教材教具や学習

環境を整える。  

・アウトプットの場づくり：  得た情報を他者に伝える場面を意図的に設定する。  

・言語能力の育成：  適切な情報を扱うための基盤となる語彙力等を養う。  

・体験・経験の重視： 実体験を伴う「生きた言葉」としての情報を大切にする。  

・興味・関心を起点としたやりとり： 児童の興味を入口にやりとりを広げ、人との

かかわりの基盤を築く。 

  ２年計画の２年目となる今年度は、昨年度定義した「小学部段階における情報活用能力」

と「指導の視点」を具体的な授業実践の中でどのように具現化していくかに焦点を当てる。

具体的には、各教科や自立活動等の指導場面において、どのような環境で情報活用能力が

発揮され、どのような手立てによってその力が育まれるのかを抽出・整理する。児童が情

報を整理し、人や体験から情報を得て、それを活用・発信する一連の学習プロセスを可視

化することで、小学部段階における効果的な指導・支援の方法の検討、実践を目指す。  

 

３ 研究目標について 

昨年度は、「情報活用能力」の定義について文献研究を行うことや、対象児童を設定し

て事例研究を行うことで、低学年段階と高学年段階の児童に対して教師の支援などを中

心に研究を深めた。一方で、小学部段階での ICT 機器の活用方法は課題が残り、ICT 機器

を「情報手段」として活用するためには、どのような支援・指導をしていくべきか検討を

していく必要があるとの引継ぎがあった。また、低学年・高学年の情報活用能力の捉えが

仮定のままであり、児童の生活年齢、もっている経験を意識した情報の扱い（精選、提示、

発信の場の設定）を明確にすることや、「情報活用能力」と各教科の関連性を再確認の上、

授業場面を検討することなどが課題にあがった。そこで、今年度の目標は以下のように設

『小学部段階における情報活用能力を育成する指導場面の検討』  

～２年計画２年目～ 
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定した。  

（１）  本校小学部の児童に必要な“情報活用能力”を育成するための方法や、授業に  

おける ICT 活用について検討する。  

（２）  授業研究等の実践を通して、児童の“情報活用能力”を高める。  

今年度は、昨年度の研究を踏襲しつつ、新たな視点で授業において活用していくことを

目指し、小学部中・高学年グループと低学年グループの 2 グループ体制で昨年度の仮説

について授業実践を通して検証していく。  

 

４ 研究内容及び方法 

昨年度定義した「小学部における情報活用能力」と「指導において大切にしたい視点」

を基盤とし、以下の内容及び方法で研究を進める。 

（１）  全体での共通理解と知見の共有  

・昨年度の研究成果の振り返りおよび今年度の目標の共通確認。  

・学習会や座談会形式による授業改善ディスカッションの実施。  

・各グループで見出した「良い実践事例」のシェア。  

（２）「生活」における授業実践と ICT 活用 

・低学年、中・高学年の各グループにおいて、「生活」の授業を対象とした授業研究を実

施する。  

・各児童の特性に応じた、情報手段としての ICT 活用の在り方を検証する。  

（３）学習プロセスに基づいた AAR サイクルの活用 

・「情報活用能力ベーシック」の学習プロセス（課題の設定、情報の収集、整析、まとめ・

表現、振り返り・改善）を枠組みとして活用する。  

・AAR サイクル（Anticipation：予見、Action：実行、Reflection：振り返り）を用い、

一連のプロセスにおいて児童の力がどのように発揮されたかを分析する。  

（４）教科等横断的な関連性の整理  

・「情報活用能力」と各教科の目標・内容との関連性を再確認し、他教科でも生かせる指

導場面の抽出を行う。  

 

５ 研究計画 

５月 ８日 第１回全体研究会 今年度の研究について（提案）  

５月１６日  学部研①学部全体 今年度の研究について（提案）  

グループに分かれて方向性と授業実践のディスカッション  

５月３０日  学部研②－グループに分かれての研究   

授業ＣＴからの困り感・課題に対して改善策ディスカッション  

７月２５日  学部研③－学部全体、グループに分かれての研究   

学部研②を受けての実践報告、良い実践のシェア  

８月２１日  第２回全体研究会（中間報告） 低学年グループの実践をメインに発表  

８月２７日  学部研④－学部全体  「ICT 活用」「情報活用能力」の学習会  

９月１２日  学部研⑤－グループに分かれて研究   
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１０月２３日  学部研⑥－グループに分かれての研究  

１２月 ４日 学部研⑦－グループに分かれての研究（前半）  

学部全体（後半） それぞれのグループからの実践報告 

１２月２５日 学部研⑧－学部全体 学部研究のまとめと来年度の方向性について  

１月１５日  学部研⑨－学部全体 全体研に向けて  

 

６ 研究実践  （ 小学部中・高学年グループ、低学年グループのそれぞれの研究実践 ） 

（１）小学部中・高学年グループの研究について  

 本グループでは小学部３年から６年の教師で研究を行い、昨年度の研究を引き継ぎさ

らに深めていくためにどの授業を研究対象として取り上げるかを検討した。３、４年と

５、６年に分かれている授業が多い中、情報活用能力の育成、ICT 機器の活用という視点

を取り入れた単元を構成していくにあたり、より適している授業として今年度は５、６年

の生活科Ⅰグループにおいて検証することとした。  

 

①  生活科Ⅰグループの実態 

本校小学部５・６年生の児童は６名で、知的障害学級に４名、重複障害学級に２名が在

籍している。生活科も同じメンバーで学習しており、自分の考えを伝えたり調べたりでき

る児童、書字が難しい児童、作業的な学習は教師の支援を必要とする児童などがおり、ワ

ークシートもいくつかパターンを作って実態に応じた学習を進めている。高学年という

こともあり落ち着いて CT の話を聞いたり、教材の提示に注目したりし、授業に向かう姿

勢が身についてきており、学習の積み重ねの大切さを実感している。  

 

②  児童の情報活用能力育成に向けたねらい  

 小学部段階において身に付けたい情報活用能力として「情報を整理する力」「人から情

報を得る力」「体験をもとに情報を得る力」などの重要性が昨年度の研究で話し合われた。

一方で、ICT 機器の活用については十分に考察することができなかったため、今年度は授

業の中で検証していきたいと考えた。先にも述べたように、生活科Ⅰグループでは児童の

実態の幅が広く、個々に応じて教材や支援方法を工夫しているので、ICT 機器の活用にお

いて支援が必要な児童Ａと、ある程度自分で扱うことができる児童Ｂに焦点をあてて検

証していく。児童２名の情報活用能力の育成に向けたねらいを以下に示す。  

＜情報活用能力の育成に向けたねらい＞  

【児童Ａ】  

教師の支援を受けながら ICT 機器を使って集団授業に参加し、学習内容を確認した

り見通しをもったりする。  

【児童Ｂ】  

調べたり確認したりするのに ICT 機器や図鑑などを必要に応じて選択・活用し、自ら

問題を解決しようとする力をはぐくむ。  

 

③  授業実践  

ア 単元名『冬野菜を育てよう』  
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イ 単元計画  

 学習内容  

１次 種まきの準備（草取り、土づくり）  

２次 

※検証場面 

冬野菜について調べる  

（図鑑やタブレットの活用）  

３次 

※検証場面 

調べたことをもとにクイズを作る  

（野菜の特徴、種類、調理）  

４次 クイズの発表  

各自で調べた野菜の特徴をまとめる  

５次 大根、白菜の種を蒔く  

６次 収穫、試食、学習の振り返り  

また、単元計画に沿って授業を組み立てていくにあたり、「情報活用能力ベーシック小

学校各教科版（生活）」で示されている５つの学習プロセスの展開例を参考にした（表１）。 

 

（表１） 情報活用能力ベーシック小学校各教科版（生活）  

課題の設定  身の回りの日常の事象から様子や特徴を発見する。  

情報の収集  目的を明確にしながら調べたり体験したりして収集する。  

整理・分析  自分の身の回りの自然の変化や成長の様子を比較する。  

まとめ・表現  伝える相手や伝える目的を明確にしながら様々な方法で発信す

る。  

自分自身や自分の生活について考え、表現したり周りに働きかけ

てより良くしようと創造したりする。  

振り返り・改善  自分自身の生活や成長を振り返る。  

 

ウ 授業の様子及び研究会で話し合われたこと  

 単元計画の２・３次「冬野菜について調べる」授業を研究の検証場面として取り上げた。

先にも述べたようにグループ研究では、動画を見ながら授業や児童の様子を話し合う中

で、効果的な ICT 機器の活用方法に焦点をあて、併せて情報活用能力を意識した授業展

開についても意見交換を行った。  

【児童Ａ】  

 日常生活場面において教師による介助を必要とする児童であり、朝の会の進行をタブ

レット内のアプリ「指電話メモリ」を使用して行っている。画面をタッチするとイラスト

や音声が出るものであり、繰り返し使用することで児童Ａも自ら手で触れようとする様

子が見られるようになってきている。生活の授業では、「 DropTap」というアプリを使用し、

児童が画面をタッチすることによって野菜の写真が現れ、名前を音声で聞いたり、形や色

を確認したりすることができた。冬野菜を他の児童と同じように調べることは難しかっ

たが、児童Ａのねらいにあるとおり、ICT 機器を活用することで集団授業に落ち着いて参

加し、学習に見通しをもつことについては達成できたと思われる。話し合いの中で、児童

Ａにとってタブレットは身近な存在であり、手で触れるとリアクションが返ってくるこ

とでやることがわかりやすかったり、目の前の画面を注視することで関心が向きやすか
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ったりという点から有効であるということが挙げられた。学習活動全体において、このよ

うな ICT 機器に親しむ経験を積み重ねていき、将来的に様々な社会活動や余暇活動につ

なげていけるとよい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童Ｂ】  

 １学期に春野菜を調べた際には図鑑を選んでいたが、２学期はタブレットを選択して

学習を進めた。タブレットの扱い方を教師と確認しながら、検索サイトを使って教師が指

定したキーワード「ふゆやさい」を入力して調べた。文章の読み取りに課題があるため、

「画像」を見るようにアドバイスすると、自分で気付いたことを教師に伝える様子が見ら

れた。調べた野菜の特徴（名前、色、形など）について、頭の中でイメージはあるようだ

が、それを言葉で表現することの困難さを感じた。必要な情報を抽出することは難しかっ

たが、得意な絵を描く中で教師と一緒に確認しながらそれをもとにクイズの問題を作成

することができた。児童Ｂにとって図鑑もタブレットも情報量が多いため、閲覧する範囲

を指定したり、サイトを限定したりする支援が必要であった。情報を収集し、適切な内容、

表現、タイミングで伝える力を学習の中で身に付けていけるとよい。  
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④  グループ研究を通して  

普段から家庭で ICT 機器に触れている児童もいれば、学校以外ではほとんど自分で触

れることがない児童もいる中で、授業でどのように ICT 機器を活用していくか、情報活

用能力を高めるための学習指導を展開していくか、難しさを感じながら試行錯誤を繰り

返してきた。その中でも ICT 機器を使用してみることで有効であった児童もいたので、

きっかけを作っていくことの大切さを感じた。  

今回、授業研究をする上で２名の児童を取り上げて文章にまとめたが、グループ研究で

は他の児童についても授業内で使用した教材や学習の進め方などを取り上げ、話し合い

が行われた。実態の幅が大きい授業グループなので、特に情報活用能力という視点におい

ては、単元や題材は同じであってもアプローチ方法はそれぞれに合ったものを準備して

いく必要があった。  

そこで、学習内容を検討するにあたりグループ研究の中で横断的な学習を視野に入れ

て進めていくことを確認し、意見を出し合った。朝の会の進行でタブレットのアプリを使

用したり、筆記が難しい児童はタブレットを使った文字入力の学習を進めたりと、様々な

授業において ICT 機器を取り入れることで、生活の授業でもスムーズに学習に入ること

ができた。また、国語でものの特徴を言葉で表す学習をクイズ形式で行っていたことを活

かして、冬野菜の特徴を表現するのに同じ方法で取り組んだ。他教科と連携することによ

って学習に見通しをもち、考え方や捉え方を応用していくことが重要であると改めて確

認された。  

最後に、小学部段階で情報収集の力を育てるために、やはり実体験や実物にふれて五感

で確かめることを重視していきたいとの意見が出された。今年度、情報活用能力を育成す

る指導場面として ICT 機器の活用場面を取り上げたが、②で述べたように昨年度の研究

で話し合われた「身に付けたい力」を高めていかないと、次のステップに進むことは難し

いと感じた。そのような視点を根底に置いた上で ICT 機器についても授業内で適宜取り

扱うようにし、効果的な活用方法を教師間で随時情報共有できるとよい。様々な媒体があ

る中で、自分で情報を得るためのツールを選択できるようにし、経験を積み重ねていく。

児童の実態や学習場面に応じて実物や図鑑、タブレットなどを活用し、必要な情報を収

集・整理して適切なタイミングや方法で発信していく力を付けていきたい。  

 

（２）小学部低学年グループの研究について  

①  グループの実態について 

本校小学部１・２年生の児童は全員知的障害を有している。うち２名は医療的ケアを必

要とし、車いすを使用している。低学年という発達段階から、体力や集中力の持続に課題

がある児童も多く、認知・言語・コミュニケーション面での実態差も大きい。  

学習集団は発語があり認知面が比較的高い２年生中心の「３グループ（４名）」と、喃

語段階の１～２年生で構成される「４グループ（４名）」に分けて「生活」の指導を行っ

ている。また、単元によっては８名合同で学習する機会も設けている。  

 

②  ICT の活用や授業づくりに関する課題について  

 １学期は、教師それぞれが感じている ICT 活用の難しさや、担当している授業に関し
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ての困り感などについて座談会形式でディスカッションを行った。 ICT 活用に関しては、

生徒用 iPad が児童にとっては重く持ち運びに向かないこと、写真を撮るなどの操作がし

づらく教師の支援が必要であること、児童が操作しやすい無料アプリがあっても広告が

多く授業に向かないことなどの話題が出された。教師の活用に関しては、動画再生に関す

る適切な無料アプリが少ないこと、授業の導入等でスライドを映してもスクリーンに目

を向けられない児童がいることなどの意見が出された。ICT 活用に関しては、よりよい授

業づくりの一助として、教師がメインで操作や活用を行い、様々な形で児童が ICT に触

れる機会を作ることで、情報活用能力を高めていく形で良いのではないかという共通確

認がなされた。  

 スクリーンやテレビに注目しづらい児童に関しては、紙媒体を近くで見せたり、 PC の

画面を目の前で見せたり、スライドに効果音をつけることで注目を促す、というアイディ

アが出され、実際に授業で活用した。見続けることが難しい児童にとっては有効的で、ス

クリーンや CT に視線を向けられることが増えた。  

 

③  情報活用ベーシックの段階における支援やアイディアについて  

夏季の全体研究会を経て、これまで研究を

行ってきた児童にとっての「情報活用能力」

が主に、情報活用能力ベーシックにおける「①

課題の設定」、「②情報の収集」という‘イン

プット（情報を得る）’の段階ではないかとい

うことに気付いた。そこで、２学期以降の研

究においては情報活用能力ベーシックにおけ

る「③整理・分析」「④まとめ・表現」「⑤振

り返り・改善」の‘アウトプット（表出）’の

段階について AAR サイクルで研究を行うこと

を確認した。（※図１参照）          

（a）情報活用能力ベーシックにおける「③整理・分析」について  

小学校各教科版情報活用能力ベーシック「生活」において、「自分や身の回りの自然の

変化や成長の様子を比較する」とあるが、小学部低学年段階の児童が対話によって多面

的・多角的に捉えることや自分の考えを形成するのは難しい。そこで、教員側で植物など

の生長の変化や比較については、これまで行ってきた「生活ファイル」を活用して、実物

や写真等の記録を比較することで、違いや変化を分かりやすく伝える形で良いという確

認を行った。また、実体験（触る、食べる、においを嗅ぐなど）を伴う活動を行ったり、

変化が分かりやすい題材（ミニトマトなど分かりやすい）を扱ったりすることで、児童の

変化や成長を引き出し、評価できるのではないかとの意見が出された。また、理解力の高

い児童には授業の感想を書かせることや、「おもしろかった」「つまらなかった」「またや

りたい」「おなじ」「ちがう」などの選択肢から感想を選ばせることなどのアイディアも出

された。  

（b）情報活用能力ベーシック「④まとめ・表現」について  

小学校各教科版情報活用能力ベーシック「生活」において、「伝える相手や伝える目的

（図１）情報活用能力ベーシック  
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を明確にしながら様々な方法で発信する」「自分自身や自分の生活について考え、表現し

たり周りに働きかけてより良くしようと創造したりする」と示されている。この段階は、

児童からの‘アウトプット（表出）’として最も大切にしたいプロセスである。伝えたい

内容を明確にする、思いや意図が伝わるような適切な語句や表現を工夫して伝えること

も、すべての教科を通して課題解決に向けて必要な段階でもある。低学年の教員間で、児

童自身からの自発的な発信を促すために、２学期に行う単元「絵本遊び」に焦点を絞り

様々な工夫や支援方法について考えた。  

【「絵本遊び」におけるアイディアや支援方法】… AAR サイクルの「見通し」 

・絵本を見る→実際にその絵本に描かれている動きやお話をやってみる。  

体験ができると楽しい！  

・絵本は簡単で分かりやすいものから扱う（『おしくら・まんじゅう』『おせんべやけ  

 たかな』『りんごがどすん』『あぶくたった』等）  

・発展して遊べそうな絵本の選定をする（『でんしゃはっしゃしまーす』『パンダく  

んのおにぎり』等）  

・動きのある遊びができるようにする  

・絵本を読んでいる間に動いたり、決まった台詞を発したりするとよい  

・児童同士がかかわれる遊びを行う  

・はじめは教師とのかかわり、次に教師を介して児童同士のかかわり、人数を増やし  

て児童同士のかかわり、とかかわり方の幅を広げていく  

・表情や発声を促すかかわりや、個々の見やすさに配慮した提示の仕方（大型絵本を  

 用いる、ペープサートで示す、スライドと紙芝居を併用する等）を工夫する  

 

（c）情報活用能力ベーシック「⑤振り返り・改善」について  

小学校各教科版情報活用能力ベーシック「生活」において、「自分自身の生活や成長を

振り返る」と示されており、概要においては「学習した内容を自分の言葉でまとめる」「自

分の学習方法を評価・改善し、次に生かす」「自身の変化や成長について振り返る」とあ

るが、小学部低学年段階の児童は自分で行うのは難しい児童が多い。そこで、タブレット

で撮った動画を授業の終わりに振り返りで使う、児童の成長を褒める、前回の授業の様子

を次の授業の導入で見せる、などの工夫により、児童自身が振り返りやすくなるのではな

いかという意見が出て、実際に実践を行った。また、認知力の高い児童であれば、学習し

た内容を自分の言葉でまとめることは可能であるので、授業の終わりに感想発表をする

ことや振り返りワークシートを作成することなどにも取り組んでもよいのではないかと

いう意見も出された。  

 

④  「絵本遊び」の単元における研究実践  

情報活用ベーシックの「整理・分析」「まとめ・表現」「振り返り・改善」の部分につ

いて AAR サイクルで研究を行った。特に「表現」の部分について、「このような表出を

してほしい」「このような姿を目指したい」というイメージを児童それぞれ、担任を中

心に教員間で話し合った。そこで出た意見を次頁にまとめた。  

…AAR サイクルの「見通し」 
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児童名  実態と課題  「絵本遊び」の単元での目指す姿・目標  

Ｃ 

１年 

経験が少なく自分からの表出が少な

い  

様々な経験をすることでできることを増やす、友

達や教師と多くかかわることで自分からの表出を

増やす  

Ｄ 

１年 

模倣が上手、活動を拒否することも

あるが切り替えも早い  

教師を介して友達とかかわる経験を増やし、良い

行動が模倣できるとよい  

Ｅ 

２年 

一斉指示が分かりづらく前の画面に

注目しづらい  

自分の役割に合った動きをする、簡単な因果関係

が分かるとよい  

Ｆ 

２年 

好奇心が旺盛だが、場にそぐわない

行動をすることがある、 CT に注目で

きる  

読んだ本の中から好きな本を選ぶ、どんなキャラ

クターが出てきたかが分かる  

Ｇ 

２年 

自分のペースでやりたがり、周りの

友達に合わせられないことがある  

遊びのルールが分かり、友達に呼びかけをしたり、

せりふを覚えたりする  

Ｈ 

２年 

理解力は高いが、やりとりが成立し

にくい  

国語とタイアップしながら学習を進め、語彙力を

身に付けたり話の内容を理解したりする  

Ｉ 

２年 

理解力は高いが、友達と活動を共有

できないことがある、車いす使用  

友達と触れ合ったり、本の遊びを実際にみんなで

やって楽しんだりする経験をする  

Ｊ 

２年 

自閉的傾向が強いが、関心がもてた

ら見て活動ができる  

友達を意識して遊ぶ、遊びの中で主体性が出ると

よい  

 

⑤  実践と評価について… AAR サイクルの「行動・表現」 

 「絵本遊び」における実践で、目指す姿・目標として一番中核になったのは「友達との

かかわり」であった。どの児童においても適切なかかわりを中心としてそれぞれ、経験を

積む、役割やルールが分かる、楽しさを感じる、ストーリーが分かるなどの目標が設定さ

れた。 

 研究会で出た様々な意見やアイディアを基に、児童が関心を示しやすく程よい長さの

絵本を選定した。ＣＴ２人がそれぞれ「読み聞かせ」、「遊びのルール説明」と役割分担し、

授業にメリハリをもたせた。読み聞かせの間に、皆で一緒に決まった台詞を言ったり歌を

歌ったりする活動を設定することで関心を持続させることができた。読み聞かせ後には、

どのような話であったか、どのような登場人物がいたかを振り返り、同じストーリーで遊

ぶことを伝え、期待感をもたせた。絵本『おしくら・まんじゅう』や『あぶくたった』で

は、わらべ歌に合わせて実際に友達同士でかかわる遊びを行った。絵本『パンダくんのお

にぎり』では、転がっていったおにぎりをみんなで探す、という設定で別室におにぎりの

模型を複数隠し、「宝探し」のような感覚で楽しんでおにぎりを探せるよう、場を設定し

た。おにぎりを見つけづらい児童は、別室で分かりやすい状況で探したり、順番を前にし

て少人数で探したりするなど、個に応じた配慮を行った。おにぎりをムーブメントスカー

フにくるみ、そのスカーフがヒントになるように隠したり、最後の授業ではおにぎりの中

におやつを入れ、みんなで食べたりする経験もした。絵本『でんしゃはっしゃしまーす』

では、紙芝居とスライドの両方用意をしたが、教室を暗くすること、見やすい高さのホワ

イトボードに投影すること、絵本のイラストにふきだしの効果を入れることなどの工夫
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をすることで、児童にとって情報が活用でき注目しやすいことが分かった。電車を運転す

る主人公の「あかりちゃん」のせりふ「乗る人いますか？」や、乗客の動物たちが発する

せりふ「乗せて」と応答のせりふ「いいよ」を吹き出しのペープサートで示しながら教師

が促し、児童皆で発した。児童がより楽しく電車ごっこができるよう、絵本に出てくる駅

と同様の駅や、場面（トンネル、野いちごのしげみ）を用意した。導入時には二人一組で

紐やフラフープを用いて電車ごっこを行っていたが、単元の後半では児童が実際に乗れ

るキャスターがついた箱電車を用意した。児童は、箱電車の登場でより期待感をもちなが

ら電車を待って「乗せて」と言ったり、どの車両に乗ろうか考えたり、友達と一緒に遊ぶ

経験を積むことができた。児童の評価については以下のとおりである。… AAR サイクルの

「振り返り」 

児童名  「絵本遊び」の単元

での目指す姿・目標  

評価  

Ｃ 

１年 

様々な経験をすること

でできることを増やす  

友達や教師とかかわる

ことで自分からの表出

を増やす  

絵本遊びを通して、教師だけではなく友達を意識している様子が見

られた。自分から「やりたい」気持ちを表情等で表現できた。今後

の単元も実体験を大切にしながら、様々な活動に挑戦させたい。  

Ｄ 

１年 

教師を介して友達とか

かわる経験を増やし、

良い行動が模倣できる

とよい  

教師からの問いかけに自ら手を挙げて意欲的に参加した。ふれあい

遊びでは、他の児童のかかわりを受け入れ、教師の模倣をして友達

をくすぐったり優しく押したりできた。友達や示範への賞賛を他の

ST が行うことで、良い行動に注目しやすくなり（インプット）、模

倣（表出）につながるのではないか。  

Ｅ 

２年 

自分の役割に合った動

きをする  

簡単な因果関係が分か

るとよい  

「あぶくたった」では、手をつないだり、座ってくすぐられるのを

待ったりできた。電車ごっこでは、待つと乗れることが分かり期待

感をもてた。インプットの時間は CT の声やイラスト、写真に注目

して自ら情報を得ようとしたり、動きによる示範にも注目したりす

ることができるよう、見守りを行う等情報の収集の妨げになるよう

な刺激を与えない環境設定を検討したい。  

Ｆ 

２年 

読んだ本の中から好き

な本を選ぶ  

どんなキャラクターが

出てきたかが分かる  

読んだ本に興味をもっている様子だったが本を選ぶのは難しかっ

た。登場人物の動物やキャラクターをよく見ていた。登場人物の動

物やキャラクターのカードなどを準備しておくことで表出につな

がる。読み聞かせの回数を増やすことで好きな本を選んだり、登場

人物を理解したりできると考えられる。  

Ｇ 

２年 

遊 び の ル ー ル が 分 か

り、友達に呼びかけを

したり、せりふを覚え

たりする  

絵本に注目し、教師の読み聞かせを聞けた。電車ごっこでは、促さ

れると「乗せて」と覚えたせりふを伝えることができた。回数を重

ねると自分から言うことができたかもしれない。友達の動きに合わ

せたり、活動を待ったりできるとよい。  

Ｈ 

２年 

国語とタイアップしな

がら学習を進める  

語彙力を身に付けたり

絵本遊びで読んだ本を国語でも興味をもって読むことができた。本

の中で繰り返し使われるフレーズを自分から発言するなど、話の内

容に関心をもち理解もできていた。人数が多いと刺激になるので、
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話の内容を理解したり

する  

２～３人の少人数で絵本遊びをし、スモールステップで取り組んで

いくのもよい。  

Ｉ 

２年 

友達と触れ合ったり、

本の遊びをみんなでや

って楽しんだりする経

験をする  

まわりの様子は見ていても車いすでの活動なので友達とのふれあ

いには課題があった。絵本には関心がもて、内容の理解もできるが、

遊びの中で楽しさを感じているかどうかは評価しづらい。生活の授

業が楽しいと感じる授業を今後も検討していく。  

Ｊ 

２年 

友達を意識して遊ぶ  

遊びの中で主体性が出

るとよい  

友達を意識することは難しかった。電車ごっこでは、教師と一緒に

「乗せて」と伝えることができた。自分からすすんで乗ったり、野

いちごのしげみに手を伸ばしたりするなど、主体的に取り組めてい

た。集団ではなく、友達と１対１で遊ぶことから始めるとよい。  

 本単元は、絵本を通して友達とのかかわりをもち、自ら楽しさや遊びたい気持ちを発信

できることを目標に設定した。普段は４名ずつの小集団で授業を行っているが、「絵本遊

び」は８名の集団で行った。合同で行うことで、より友達を意識できた児童もいた一方で、

少人数の方が落ち着いて参加できてよいという意見も出された。また、これらの評価か

ら、単元の設定についてもう少し長く設定することで、自分からの発信が増えるのではな

いかということ、友達を意識することが難しい児童には教師を介してじっくりかかわる

ことから始めること、車いすの児童にとっての環境設定や活動内容の選定を事前に十分

行うことなどの課題が出された。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AAR サイクルでの検討  
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⑥  小学部低学年グループの研究のまとめ  

情報活用能力についての研究を今年度も行ってきたが、「情報活用能力」を育成するに

は、児童の実態にあった課題を設定し、情報を得やすい（分かりやすい）環境を整えるこ

と、児童の実態に応じて情報の提示の仕方を工夫することが重要であることが改めて確

認できた。ICT 活用に関しては、教師が用いることと児童が実際に触れて活用することの

２つのパターンで活用が可能であることが分かった。生活の授業においては、教師がパワ

ーポイントなどのスライドで手順や写真や動画などを示したり、生成 AI で作った画像を

物語風に加工して絵本にしたり、Teams のチャット機能を使って絵本のデータを児童に送

信するなどの活用を行った。児童は送られてきたデータを国語の授業で活用し、実際に

iPad に触れページをめくるなど、iPad の操作を行った。生活の授業では写真を撮ったり、

動画で振り返ったりする経験を積むことができた。  

児童の情報活用能力を高めるためには、実態把握はもとより「情報活用ベーシック」に

沿って、適切な課題の設定、情報の収集、整理・分析のプロセスが大切であることが分か

った。活用にあたり、小学校版をそのまま活用することは難しかったので、難しい部分は

教師が代わりに行ったり、他の方法を試行したりしながら実践した。まとめ・表現の段階

において児童が自分の思いや感情を様々な方法で発信することで、私たち教師が評価を

行い、振り返りや反省を経て次のステップにつなげていくことができた。より良いインプ

ットがあればより良いアウトプットにつながるということが再確認された。  

各教科の関連性については、例えば生活の「絵本遊び」の単元においてはせりふを言う

こと、登場人物の整理などの観点からは「国語」、登場人物の順番や数などの観点からは

「算数」、動きのある遊びの観点からは「体育」、友達とのかかわりや遊びのルールやマナ

ーの観点からは「自立活動」「道徳」などが大きくかかわっているのではないだろうか。 

今後の課題として、授業の集団規模についてメリットやデメリットを考慮し、単元ごと

に考えていくことや、短期間の単元設定では発信が定着しにくいため、単元の設定期間に

ついて検討していく必要がある。  

 

７ 研究のまとめと今後の課題 

今年度は、２年計画の最終年度として生活の授業研究を中心に研究を進めた。１学期は

前年度の成果を振り返りつつ、学習会や座談会形式のディスカッションを通して「ICT 活

用の困難さ」や「授業構成の妥当性」について活発な意見交換を行った。中・高学年グル

ープでは、生活①グループ、②グループの児童の実態についての確認、それぞれの児童に

適切な ICT 活用について情報交換や意見交換を行った。低学年グループでは、児童が情

報を得やすい環境について話し合い、スクリーンの画面を注視しづらい児童にどのよう

な支援を行っていくのが良いか検討した。また、生活に限らず授業を担当している CT か

らの困り感に対して意見を交換し合ったり、設定している単元やねらいは児童に適切か

否かなどのディスカッションを行ったりした。  

夏季休業中には、特総研での研修報告に基づき、特別支援教育のためのプレゼン教材サ

イト「TeachU」の紹介や、「Padlet」と「KOMA KOMA」等のアプリの体験を行い、具体的な

指導ツールとしての選択肢を広げた。また、「情報活用能力」についての学習会を通して、

昭和５９年～昭和６２年の臨時教育審議会と教育課程審議会において初めて「情報活用
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能力の育成」という観点が出され、平成２年に「情報教育に関する手引」が刊行されたこ

と、平成１０年以降、各教科で情報の活用が推進されたこと、平成２９年３月に学習指導

要領に情報活用能力は「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けられたことなど歴史的

背景を再確認した。これにより、ICT 活用は単なるツールとしての導入ではなく、「情報

活用能力」を育むための手段であるという、本研究の根幹となる認識を再定義した。  

２学期以降は、「生活」の授業研究を中心に研究を進めた。それぞれのグループで情報

活用能力ベーシックの概要を用いて、課題解決に向けた段階ごとにおける支援や情報活

用について考察した。  

ICT 活用に関して中・高学年グループでは実態差のある二人の児童を取り上げ、それぞ

れの実態に合った ICT 活用について検討、実践した。児童の実態から適切な学習場面に

応じて活用すること、効果的な活用方法を教師間で確認することが大切であると確認さ

れた。一方、低学年グループでは児童が自ら ICT 機器を操作することは難しく、教師側で

適切な場面、適切な方法で適宜授業に取り入れる、教師主導の視覚的・体験的な情報定時

ツールとしての活用のあり方を明確にした。  

児童の“情報活用能力”を高めるためには、実態把握を適切に行うこと、それぞれの児

童の「身に付けさせたい力」を明確にし、目標に沿った手立てを考えていくこと、情報を

得やすい環境を整えること、評価を基に次の支援について考えていく各プロセスが大切

であること、学習プロセスを構造化し、教師側が行う支援と、児童が自ら取り組むべき活

動が明確化された。また、「実体験に勝る情報はない」という確信のもと、良いインプッ

トが児童の豊かなアウトプットにつながるということが一連の授業研究で実証された。  

今年度は学部全員で話し合いができ良い実践についてシェアできたこと、学習会を行

えたこと、情報活用能力育成のプロセスについて小学校版を基に整理ができたこと、対象

授業だけではなく、他の教科との関連性の中で情報活用能力を育成する視点をもつこと

ができた。  

課題としては、特別支援学校や幼稚園などにおいて先行研究や文献が少なく、小学校段

階の指標を参考に研究を行ったが、ねらいに対して達成が不十分な場面も生じたことで

ある。今後は本研究で得られた２年間の成果を土台とし、児童一人一人の実態に応じた支

援を今後も行っていく必要がある。教師自身も ICT 機器を含め様々な情報手段を活用で

きるスキルを高め、小学部の児童がより主体的に情報を活用し、社会とつながる力を育め

るよう、日々の授業改善に努めていきたい。  

 

 

 

<参考文献> 

一般社団法人  日本教育情報化振興（JAPET&CEC）（２０２１年３月）「情報活用能力

ベーシック小学校版」  

松岡達英（２０１２年）「でんしゃはっしゃしまーす」偕成社  

いしかわこうじ（２００９年）「パンダくんのおにぎり」 PHP 研究所 

かがくいひろし（２００９年）「おしくら・まんじゅう」ブロンズ新社  

さいとうしのぶ（２０１３年）「あぶくたった（うたの絵本）」ひさかたチャイルド  
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「中学部」  研究グループ  

１ 研究テーマ  

 

２ 研究テーマについて  

今年度の中学部は１１名の生徒が在籍している。１年生が２名、２年生が３名、３年生

が６名である。知的単一障害、主障害が知的障害の重複障害、知的障害を併せ有する肢体

不自由の教育課程にて学習しており、それぞれの理解度や生活年齢に配慮しながらグルー

ピングし、指導計画に基づき各授業を行っている。中学部主事、教務主任と７名の担任を

合わせ９名の教師で生徒の変容や学習状況などについて共通確認を図りながら日々指導に

あたっている。休み時間には一つの遊びに「おもしろそう」という気持ちをもち、学年を

超えての参加が見られている。また、学部長を中心に 3 年生が下級生を思いやるような

行動が少しずつみられるようになってきた。  

昨年度の研究において情報機器使用を含めた情報活用能力育成について考えてきた。情

報機器を使用しながら２名の生徒の「情報発信スキル」について考えていった。発語に課

題のある生徒については情報機器の使用が非常に有効であった。その反面、生徒の課題に

ついて「どのように伸ばしたいか」、情報機器を使用して「どの力を伸ばしたいか」を教

師が明確に設定する重要性もあった。また、情報活用能力のどのスキルを育成するかの見

取りの視点をもっていることも重要であると改めて分かった。さらに教師間の見取りのみ

ではなく客観的に評価できるような体系表などのツールの必要性についても課題が残っ

た。  

これを受け今年度は情報機器使用を含めた、（あえて使用しようという姿勢とはしない）

情報活用能力育成に向けた授業づくり（集団授業）の取り組みを行うこととする。指導に

ついてはこれまでの中学部の教科指導の蓄積から指導の手立てを整理し、情報活用能力育

成に有効な手立てを考えていくこととしたい。そして生徒が得た情報をどう受け取り活用

するかについて見ていきたい。  

可視化したい情報活用能力については「情報活用能力ベーシック」に示された学習プロ

セスを用いて見ていくこととする。学習プロセスに基づいたどの情報活用能力を伸ばした

いかの可視化つまり、教科における単元の中で必要な情報の整理を行い、どのような情報

を生徒へ示すかについて考えたい。その上で可視化されたスキルを育成するための手立て

の検証、考察を行う。実践後は、有効であったこと、指導上で大切にしたいことをまとめ

ていきながら本研究の成果と課題を明確にしていく。  

 

３ 研究目標  

（１）情報活用能力育成のための手立てを教師間で考察、実践、検証していきながら育

成のための手立てを探る。そして手立てが生徒の情報活用能力育成へ妥当であったか検

情報活用能力に着目した授業づくり  

～課題解決に向けた「まとめ・表現」「振り返り・改善」の学習プロセスに着目して～  
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討し、授業改善を行い、教師の指導力向上を図る。  

（２）指導実践や生徒の学習の様子を教師間で共有して、行った指導に対しての評価を

複数の教師で行い、日々の学習場面や生活場面に反映させることで、生徒に対する深い

理解を進める。  

 

４ 研究内容及び方法  

（１）学習プロセスを明確にし、生徒が「学んだことをどう表現するか」に着目した授

業実践を行う。  

（２）生徒が学んだことを表現できるような環境設定、指導の手立てについて整理、検

討する。また、生徒の表現（行動）の変容から、研究の成果としてその要因と有効な支

援を検討する。  

（３）研究成果を日常生活場面や他教科へ般化させ、成果と課題を明確にする。  

 

５ 研究経過  

 日にち 内容  

研究日① ５月１６日（金） 学部研究テーマ、研究体制・対象教科の確認を行

う。 

研究日② ５月３０日（金） 対象グループの実態把握、指導すべきところの抽

出、見取りを行う学習プロセス検討する。 

研究日③ ７月２５日（金） 授業実践①授業動画の振り返りを行う。  

全体研究会  ８月２２日（木） 全体研究会  

研究日④ ８月２７日（水） 授業実践②授業検討会（手元教材の検討、動き出

しのヒントの出し方について共有する。） 

研究日⑤ ９月１２日（金） 授業実践③「授業づくり」プロセスについての共

有。社会「身近な地域について知ろう」の単元計

画について共有、育成したい情報活用能力「アウ

トプット」についていつ、どのように評価するか

について検討する。 

研究日⑥ １０月２３日（木）  授業実践④・授業実践の評価①  

社会「身近な地域について知ろう」について生徒

の様子の変容の見取りから情報活用能力について

評価する。他教科等への般化についての共有を図

る。 

研究日⑦ １１月６日（木）  授業実践の評価②  

社会「身近な地域について知ろう」について生徒

の様子の変容の見取りから情報活用能力について

評価する。他教科等への般化についての共有を図

る。 
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研究日⑧ １２月９日（火）  授業実践の評価③・研究のまとめ①   

生徒の変容をまとめ、有効な手立てについて整理

する。 

研究日⑨ １２月２５日（木） 研究のまとめ②  

2 年間の研究について総括する。 

研究日⑩ １月１５日（木）  研究のまとめ最終確認  

来年度に向けて方向性の確認をとる。 

 

６ 研究実践  

（１）研究対象教科とグループについて  

 中学部の学習グループについては３つのグループに分かれて学習している。「軽度知

的障害」「重度知的障害」「重複障害」となっている。その中でも重度知的障害の生徒へ

の授業づくりはすべての生徒の授業づくりへも般化できると考えた。重度知的障害の生

徒にとっての「理科・社会」について考えていき、情報活用能力育成に有効な手立てを

考えていくこととした。  

（２）グループの実態把握  

グループについて  

理科・社会 A グループ  ４名 

中学部２年生 ２名（男子１名女子１名）  

中学部３年生 ２名（男子２名）  

・周囲の様子をよく見ている、変化によく気付く、音への気付きがよい。 

・生活と関連付けながら情報を得て行動している、活動を固定すれば理解が進む。 

・発信の課題のある生徒がどこまで理解しているか判断しにくい、「自分から」を増や

したい。 

・提示する情報の精選が必要となり、CT から情報を得ようとする力の課題がある。  

 

授業づくりにおいて教師が心掛けていること  

・教材の工夫（写真や画像と文字のバランス）、過集中を防ぐために画像のみの提示  

・選択肢の提示の際に Drop Tap を使用している（意思表示）。手本となる生徒の抽出、

見るべき情報を整理している。  

・指示を端的に、わかりやすく明確に出している。  

・単元計画を長めに設定し、繰り返し発展的に学ぶことで自発的な動きを促している。  

これらを受け、以下５点に留意しながら授業づくりを行うこととした。  

環境設定を丁寧に行う  

CT の話で行動に移せるように関わる ST の役割についても精選する  

授業へ向かう力の向上  

自分から表現する力を育てる  

単元計画の長めに設定し授業における活動を発展的に繰り返すことで定着させていく  
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（３）育成したい情報活用能力、学習プロセスについて  

  グループの強みと課題を確認しながら育成したい情報活用能力について考えていっ

た。授業づくりにおいて大切にしたい前述の 5 点についてどの学習プロセスにて育成

できるかを「情報活用能力ベーシック」の中に合わせていった。「生徒が学習の中で学

んだことをどのように表現するか」つまり、授業で得た情報の「アウトプット」をする

情報活用能力を育成し、その評価を生徒の変容を授業者のみではなく学部全体で見取り

ながら行うこととした。「情報活用能力ベーシック」では「まとめ・表現」「振り返り・

改善」のプロセスであることが確認され、理科・社会の授業の中で見取りを行うことと

なった。  

 

                      図 情報活用能力ベーシック小学校版  

（４）社会「身近な地域を知ろう」の授業実践  

①単元計画・評価基準  

教科  

 

 

社会科  

 

A グループ  

単元

名  

 

身近な地域について知ろう  

 

～地域の祭～  

指導  

時期  

指導  

時数  

９月  

５時間  

  

 

 

単元  

知識及び技能  
・身近な地域で行われている祭を模擬的に体験し、名

称や大まかな特色を知る。  



中－5 

 

目標  
思考力・判断力・  

表現力  

・それぞれの祭りの特色に合わせて、体を動かしたり

道具を操作したりして表現する。  

学びに向かう力・  

人間性等  

・地域で行われている行事に興味関心をもちながら、

学習に取り組む。  

 

 

評価  

規準  

 

 

知識・技能  
・身近な地域で行われている祭を模擬的に体験し、い

くつかの選択肢から関連する道具やポスターを選ん

でいる。  

思考・判断・表現  
・動画や音楽に合わせて、体を動かしたり道具を操作

したりして祭りの雰囲気を表現している。  

主体的に学習に  

取り組む態度  

・地域で行われている行事に興味関心をもちながら、

動画を見たり道具を操作したりしている。  

時間  ねらい 主な学習内容  評価方法と評価規準  

１  ・身近な地域で行われて

いる祭りの特色について

知る。 

・動画や画像を見て、祭り

に関連する道具について、

選ぶ。 

・地域の祭りについて興

味・関心をもち、それぞれ

の違いを感じたり表現しよ

うとしたりしている。 

〇大月市・都留市・上野原市の

祭  

・動画を見る 

・それぞれの祭に関する道具を

選ぶ 

知  動画に注目し、それ

ぞれの祭の特色に気付

いている。 

思  扇子や神輿等、それ

ぞれの祭と関連する道

具を選んでいる。 

学自分なりに祭の雰囲

気を感じたり、表現しよ

うとしたりしている。 

１  ・獅子舞や八朔祭の名称

について知る。 

・獅子舞の役割（露払い、

無病息災）を表現しようと

する。 

・ 都 留 市 の八朔祭 に興

味・関心をもち、進んで学

習に取り組もうとする。  

〇都留市～八朔祭～  

・獅子舞の名称について知る 

・獅子舞の役割（露払い、無病

息災）について知る  

知  獅子舞や八朔祭の

名称について知 ってい

る。 

知  ２つの画像を見比べ

て獅子舞や八朔祭のポ

スターを選んだりしてい

る。 

思獅子舞の役割を表現

しようとしている。 
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学八朔祭に興味・関心

をもち、自ら進んで学習

に取り組んでいる。 

１  ・神輿や牛倉神社例大祭

の名称について知る。 

・友達と協力して、牛倉神

社例大祭の雰囲気を表

現しようとしている。 

・上野原市の牛倉神社祭

に興味 ・関心をもちなが

ら、意欲的に学習に取り

組もうとする。 

〇上野原市～牛倉神社例大祭

～  

・神輿の名称について知る 

・神輿を飾ってみよう 

・みんなで担いで歩こう  

知  神輿の名称や牛倉

神社例大祭の名称につ

いて知っている。 

知  ２つの画像を見比べ

て神輿や牛倉神社例大

祭のポスターを選んだり

している。 

思神輿を飾ったり担い

だりして、祭の雰囲気を

表現しようとしている。 

学 牛倉神社例大祭に

興味・関心をもち、意欲

的に学習に取り組んで

いる。 

１  ・阿波踊りやかがり火祭

の名称について知る。 

・かがり火祭の特色を感

じ、祭の雰囲気を表現し

ようしている。 

・大月市のかがり火祭に

興味・関心をもちながら、

進んで活動に参加しよう

とする。 

〇大月市～かがり火祭～  

・編み笠をつくろう 

・阿波踊りの名称について知る 

・阿波踊りをやってみよう 

 

知  阿波踊りやかがり火

祭の名称について知っ

ている。 

知 ２つの画像を見比べ

て神輿や牛倉神社例大

際のポスターを選んだり

している。 

思音楽に合わせて体を

動かし、阿波踊りを表現

しようとしている。 

学大月市のかがり火祭

に興味・関心をもちなが

ら、進んで活動に参加し

ようとする。 

１  ・身近な地域で行われて

いる祭りの特色について

振り返る。 

・自分が好きな祭を選ん

だり、身近な地域との関

連について考えたりする。  

〇大月市・都留市・上野原市の

祭  

・自分が好きな祭を選ぼう。  

・身近な地域の祭  

 

知 ３つの市で行われて

いる祭りの名称や特色

について知っている。 

知祭に関連する道具を

見て、縁のある祭のポス

ターを選んでいる。 
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②実践の様子  

 

 

 

 

 

 

 

・地域の祭について興味・

関心をもち、積極的に学

習に取り組もうとする。  

思それぞれの祭が行わ

れている市やその市に住

んでいる友達について

発表している。 

思 ３つの選択肢から好

きな祭を選び、自分なり

に表現しようとしている。 

学地域の祭について興

味・関心をもち、積極的

に学習に取り組んでい

る。 
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③生徒のアウトプットの様子の変容・手立て・評価  

生徒 A のねらい  

学習の様子 

手立て 評価 

・どんな活動をすべきか分

かれば教師がいなくても自

らできる。  

・教師や友達のやっている

様子を一通り見せ、最初は

直接的な支援を行う。その

後は自分でもやってみよう

という気持ちをもつことが

できるようになった。その

ことにより見守りでの支援

で活動できることも増えて

いる。 

・受け入れられる範囲は広

がってきている。  

・場面や人が変わることに

より気持ちの切り替えをし

ていく。  

・順番を最後にする。最初

は直接的な支援から行い、

段階的に支援を減らして見

守る。 

・気持ちが落ち着けるよう

な場面をつくる。  

・本人が参加できる活動を

提示する。初回は見学して

よく見せる。 

・本人がやろうとしている

ことを教師と共にやる。 

・好きな声かけ、気持ちを

活動に向けることができる

ようになるような擬音語を

使う。 

・聴覚優位であるからこそ

言葉かけの精選を行うこと

が重要である。  

・初めてのことについて、

教師と一緒にできた。自分

でもできそうというところ

で、教師が支援をやめても

一人でできる。  

・「わっしょい」「まつり」

の学習ということは知識と

してはつながってきてい

る。 

・自分なりにできるところ

を探して、自分の中に落と

し込みながら行動に移して

いる。  

・授業の中のキーワードは

よく聞いており、聞いた言

葉を発することが多い。  

 

生徒 B のねらい  

学習の様子 

手立て 評価 

・自発的な動きを増やした

い。活動の切り替え等で自

分から動けると良い。  

・教師や友達の様子を見

て、自分で表現できるよう

になってほしい（アウトプ

ット） 

・最後の授業の時に自分の

気持ちが動いて選んでいる

様子が見られた。  

・みんなの様子を見て、阿

波踊りの曲が流れたら笑顔

で自分から動いていた。 

 

・興味をもてるような教材

の工夫。着目できるような

工夫をする。  

・教材を目の前で提示す

る。 

・発表の順番について配慮

していく。模範となる生徒

が先にやる。中盤くらいに

活動できるように配慮す

る。 

・授業の始めと終わりにポ

スターを提示した。写真等

と活動を関連付けられるこ

とをねらいとして取り組ん

・周囲（教師、友達）によ

く気付き、動くことができ

ている。  

・興味の幅、やってみよう

というのが広がってきてい

る。関わりたいなど、人に

も興味が出てきている。  

・活動に楽しさを感じるこ

とが増え、友達の活動に注

目することが増えた。それ

により何をすべきか見通し

をもちながら自ら活動する

場面が見られた。  

・興味をもっていた活動に
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だ。「今日はこれをやる

よ」で始まり、「今日は何

をしたかな」で終わるとい

った授業展開を行う。ま

た、単元では一貫して同じ

教材を提示した。  

ついては最後の振り返りの

際に 2 択で提示された写真

を見比べ、自分から手を伸

ばして選び取ることができ

た。 

 

生徒 C のねらい  

学習の様子 

手立て 評価 

・友達の様子をよく見てい

る。教師の示範を見てやる

ことをよく理解できてい

る。 

・活動に興味をもち、取り

組んでいる。最初にやりた

いなど意欲がある。  

・祭りと市町村（友達の住

んでいる所）のつながりも

良く分かっている。  

・文字の理解は難しい。聞

き馴染みのなる言葉は分か

る。 

・発言等については経験で

学んでいるところが大き

い。興味の幅が狭い点が課

題である。 

・イラスト、写真を提示す

る。（文字の理解は難しい

ため） 

・イラストと言葉を結び付

けていけるように繰り返し

取り組む。 

・本人に伝わりやすい言葉

の精選を行う。 

・興味のあることをつなげ

ていく。  

・授業の中で理解したこと

を正しくアウトプットして

いる。（写真を選ぶなど）  

・ポスター（祭りの様子の

写真）と祭りが開催される

市に住む友達の顔写真とを

結び付けてとらえることが

できた。  

 

生徒 D のねらい  

学習の様子 

手立て 評価 

・教師の見本を見てすぐに

やるべき活動に気付くこと

ができる。  

・授業の雰囲気に気付き、

やるべき活動を理解しなが

ら授業の楽しい雰囲気に沿

って活動できている。  

・まとめの振り返りについ

ては友達の写真と住んでい

・イラスト、写真と文字を

合わせて提示する。 

・導入と振り返りでは３つ

の写真を提示し、授業で取

り扱ったこととつなげて考

えていけるようにする。 

・言葉との結びつきについ

ては単語程度に絞って伝え

ていくことは必要となる。 

・教師の示範を見てやるべ

きことを理解し、行動に移

すことができた。  

・考えながら表出すること

を教師が待ち、時間を取っ

て理解させることにより自

分の言葉で表出することが

できる様子が見られる。  

・授業で扱う題材について
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る町の祭りが結びついてい

る様子であった。  

・文字が読めるが自分から

読もうとすることは少な

い。経験したことと言葉と

結びつけ自ら表出していけ

るとよい。  

・アウトプットさせたい言

葉について、自分の内言語

の中のみではなく、新しく

授業の中で知った言葉を使

って表現できるようにして

いく。 

「ししまい」などといった

言葉でもアウトプットでき

ていた。  

 

 

７ 研究のまとめと今後の課題  

以上の生徒の様子から共通していた手立てについて挙げていき、情報活用能力となる

「授業で得た情報の「アウトプット」をする力」を育成するための手立てとして本研究に

おいて定義することとする。手立ての中で特に有効となったものを成果として以下に挙げ

る。  

（１）成果  

生徒が教師から何について問いかけられているか、理解を深めていくことについて有効

であった。また、しっかり見ることで問われていることと教師側の意図が結びつくように

なり、スムーズに活動を行うことができるようになってきた。  

授業の中で取り扱う題材について抽象的なイラストや写真ではなく、実際の教材の写真

を提示するよう心掛けた。授業の中では導入と振り返りの際に提示を行うこととした。そ

うしたことにより活動と実物との結びつきを図り、振り返りの際に「今日やったこと」と

して選び、表現できた。また、授業の中で繰り返し活動に取り入れることにより、導入や

振り返りとして定着してきた。  

授業の中で活動する場面において、教師の示範の後、生徒が活動するようにし、その中

で活動する順番に配慮を行っている。示範を教師のみではなく友達が行うことにより、や

るべきことがより明確になり自発的な動きにつながった。順番が先の生徒については、

「やってみたい」気持ちを教師がくみ取り、表出させることにより、より意欲的に活動で

きた。  

①教材や題材を提示する場所は全体提示と生徒の目の前とする。  

 

③授業の中で活動する順番に配慮、友達の様子を見てできる生徒は後にする。  

 

 

②授業で使用した教材の写真とイラストの提示をする。また、選択肢は 2 択で行

う。生徒によっては写真と言葉との結びつきを図る。  

 

る」  

 

 

④言葉の精選、覚えてほしい言葉を絞って繰り返し提示し、定着を図る。  
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 前述の通り音への気付きが良い本グループにおいて、授業の中でポイントとなる言葉を

精選しながら生徒へ繰り返し伝えていくこことした。本単元では「おまつり」「ししま

い」といった単語を使用しながら学習を行った。取り組みの中で「おまつり」とはこの教

材や活動を示すといった授業内での定義を教師が行い、学習を深めていった。  

 導入、活動、振り返りといった大まかな授業展開を固定し、やるべきことを明確化して

いった。今やるべきこと、次に行うことを固定化された流れの中で理解し、自分から動く

ことにつながってきた。また、繰り返し活動を行う中で生徒がしっかりと授業から知識を

得ることができた。そして得た知識を教師や友達の様子を手掛かりとし、表現することが

できるようになってきている。  

 

（２）課題  

前述の④にて挙げられている単元の中で生徒に覚えてほしい、定着を図りたい点を教師

が精選し、ねらいをもちながら授業の中で繰り返し提示していくことが必要であることが

明らかになった。具体的な例を挙げると、光と影を扱う理科の単元において「光」の仕組

みではなく光を当てて、できる「影」について理解を深めることをねらいとすることなど

である。また、発語のある生徒については影絵遊びのモチーフについては「わに」等の発

言により理解が深まっている反面、「かげ」といった単語と結びつけながら理解を深めて

いくことが難しかった。生徒の実態と課題に応じてねらいを細分化しながらより深い理解

へつなげていき、知識を言葉として表現させることも必要となる。  

 

（３）本研究のまとめ  

今年度は「生徒が学習の中で学んだことをどのように表現するか」つまり、授業で得た

情報の「アウトプット」をする情報活用能力を育成し、その評価を生徒の変容を授業者の

みではなく学部全体で見取りながら行ってきた。生徒のアウトプットの様子に着目する中

で生徒が学んだことをアウトプットできる場の設定が必要であることが分かった。そして

生徒が学んだことを授業の中でアウトプットできるようにするには情報をどのようにイン

プットさせるかが極めて重要であった。生徒の学びの様子によりインプットさせたい情報

を細分化して精選して繰り返し提示していくことが必要となることが分かった。繰り返し

学習することでやるべきことが分かり、周囲の様子を見ながら活動する様子が見られた。

このような様子より単元計画の立て方にも工夫が必要となることが分かった。また、イン

プットのさせ方についても生徒の興味やものの見方に即した方法を考えていくことが必要

であった。つまり、学習の中で得た知識・技能を思考・表現・判断させていくこと、特に

表現にて生徒の個々の課題に応じてどう表現させるか考えていくことが重要となる。  

単元の中で重要な点を意図して絞り、授業を行う必要性がある。  

 

 

⑤授業展開を固定するとともに、単元の授業を５，６回以上の授業で設定し、じっく

り取り組めるようにしていく。  
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生徒の実態把握についても同様に重要であり、生徒が得た情報をどのようにアウトプッ

トできるかについて教師が把握することが必要となる。具体的なアウトプットとしては文

字や言葉での表出や、選択肢を選ぶ、実際に行動に移すなど生徒によって様々な方法があ

るであろう。生徒がどのようにアウトプットできるかについて把握し、授業の中でどの方

法にて行うか見極める必要がある。このことについては、一つの授業の様子のみではな

く、個別学習での様子、他教科での様子について教師間で共有していく必要があるといえ

るだろう。多角的にかつ複数の目で同じ視点をもちながら生徒の実態把握を行うことが重

要である。  

2 年間にわたりこれまで中学部が培ってきた「授業づくりの実践」の蓄積に情報活用能

力の育成や情報機器活用に視点を取り入れ、生徒の情報活用能力育成とより一層の学習活

動の充実に向けて授業改善を行ってきた。今年度はインプットにおいては集団の良さを活

用し示範を教師のみではなく友達にも行ってもらい、やるべき活動をより明確化させた。

そのことによってどの生徒も活動の流れや今教師から何を求められているか理解でき、自

分から動こうとする気持ちをもち、行動に移すことができたことは大きな成果といえよ

う。また、教師がアウトプットする場の設定を行い、生徒に合った方法でアウトプットさ

せることについて考えていくことができた。取り組みの中でどの生徒もそれぞれの方法で

得た情報をアウトプットする様子が見られた。次年度以降についてもこれまでの実践の蓄

積に様々な視点を取り入れ、生徒にとってより情報をインプットしやすい方法を模索し、

それぞれの方法でアウトプットできる場を設定しながら授業づくりを心掛けていきたい。  

 

〈参考文献〉  

文部科学省（2020 年）教育の情報化の手引き（追補版）  

一般社団法人  日本教育情報化振興（JAPET&CEC）（2021 年 3 月）情報活用能力ベー

シック小学校版  

岩手大学教育学部附属特別支援学校（2024 年 3 月）「情報活用能力育成を目指した授業づ

くり」情報活用能力育成を目指した授業づくりのプロセス  
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「高等部」研究グループ 

 

１ 研究テーマ  

卒業までに身につけさせたい情報活用能力の整理  

 

２ テーマ設定の理由  

今年度の高等部は１学年５名、２学年５名、３学年１４名、計２４名の生徒が在籍して

いる。知的障害単一の生徒から知的障害を主障害とした重複障害の生徒や知的障害を合わ

せ有する肢体不自由の生徒まで幅広い実態の生徒が在籍している。  

昨年度は同じテーマで研究を進め、「教育の情報化の手引き‐追補版 -（令和２年６

月）第２章」にある「情報手段を適切に用いて情報を得る」力や「得られた情報をわかり

やすく発信伝達」する力について焦点を当て研究を進めた。療育手帳の等級に応じて研究

グループを作り、授業実践を行いグループの実態に応じた情報活用能力の育成についての

有効な手立てについて検討を進めてきた。  

２０１９年に文部科学省が提唱した「ＧＩＧＡスクール構想」によって一人一台端末の

整備が進められ、小・中学生年代からタブレット端末に触れる機会が多く、普段の日常生

活の中でも多くの生徒が昼休みなどに活用している様子が見られる。 

また、スマートフォンをもっている生徒も多く、ＩＣＴ機器に関して苦手意識をもって

いる生徒は少ないと考えられる。  

しかし、使用状況については自分の好きな動画を視聴している生徒が多く、学習活動に

有効活用しているというよりは余暇活動としての使用が多くみられた。また、検索をする

際にも多くのサイトの中から自分が必要とする内容を取捨選択できる生徒はほんのわずか

である。多くは画像検索をして自分の必要とする情報を得ようとする様子が見られてい

る。 

 そこで今年度は、「情報手段を適切に用いて情報を得る」力や「得られた情報をわかり

やすく発信伝達」する力を育成する手立て考えていく。それらを受け、本校の高等部の生

徒としてどんな力を身につけさせたいか、また卒業後の生活をより良くするためには高等

部段階でどのような情報活用能力を身につけておくことが大切であるかに焦点を当て研究

を進めていく。本校の高等部の生徒として身につけさせたい情報活用能力を独自の指標を

作成しながら、わかりやすく整理していくことが目標であると確認し、今年度も同じテー

マで研究を進めていく。 

 

３ 研究目標 

 昨年度は単元計画や授業づくりを中心に話し合いを行い、授業実践に取り組んだ。実際

の授業の様子から手立てについての検証を行い、教職員の指導力の向上を図ることができ

た。しかし、卒業までに身につけさせたい情報活用能力の検証が不十分であるため、引き

続きの検証が必要であるとの課題があった。昨年度は山梨県教育委員会の作成した主に

「ＩＣＴ情報活用能力チェックシート」を用いて、研究を進めてきたが項目が多岐にわた

っていることや高度な内容まで記載されていることから本校の生徒には少し難しさもある

と感じた。そこで今年度は「情報活用能力ベーシック（小学生版）」に示された学習プロ
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セスを基に研究を進めることを確認した。また、整理するための目安として「職業準備性

ピラミッド」を参考に、同様の形の指標を作成していくことを確認し、今年度の目標を以

下のように設定した。  

 

（１）卒業までに身につけさせたい情報活用能力について、学部で整理するとともに段階

的にまとめ、本校で独自で使用している「単元配列表」に基づいて知的障害の状況から「軽

度」と「重度」の２グループに分け、実態に応じた情報活用能力を育成するための手立て

を授業実践を通して検討する。 

（２）授業実践後に手立てや整理した指標について適切であったかどうかを再度検討し、

整理した指標について見直しを行い、実践に活用できるようにする。 

 

４ 研究内容及び方法  

（１）昨年度の研究では療育手帳の等級ごとの４グループでの研究を行っていたが、今年

度は、今後の活用を見据え本校で独自で使用している「単元配列表」に基づいて「軽度」

と「重度」の２グループとする。 

（２）昨年度の研究内容を参考に、研究グループごとに本校の高等部として身につけさせ

たい情報活用能力を挙げ、段階に応じてにまとめ整理する。  

（３）整理した指標を基に実際の授業場面でこれまでやっている実践等を確認し、表にま

とめる。  

（４）①特定の授業を決めずに高等部の全教員が約１か月間多くの授業で実践、検証する。 

②現場実習の事後学習として軽度と重度に別れ同じフォーマットの書式で「実習報

告書」を作成する。  

（５）検証を経て、再度指標や表を見直し、活用できるようにし、本校として独自の指標

の作成を目指す。  

 

５ 研究計画  

 日にち  内容 

研究日①  5 月 16 日（金）  学部研究テーマ、研究計画・内容の確認  指標の検討①  

研究日②  5 月 30 日（金）  指標の検討②  

研究日③  7 月 25 日（金）  指標の検討③   

研究日④  8 月 27 日（水）  指標を受けて、指導方法を検討① 授業実践について  

研究日⑤  9 月 12 日（金）  指標を受けて、指導方法を検討② 

研究日⑥  10 月 23 日（木）  実践を受けて、指標及び表の検討① 

研究日⑦  11 月 6 日（水）  実践を受けて、指標及び表の検討②  

研究日⑧  12 月 4 日（木）  実践のまとめ、学部のまとめ①  

研究日⑨  12 月 26 日（金）  実践のまとめ、学部のまとめ②  

研究日⑩  1 月 15 日（木）  学部のまとめ、来年度に向けてのアンケート  
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６ 研究実践 

はじめに、今年度研究を進めていく上での視点の統一を図るために、情報活用能力の中

でもどのような点において研究していくのかを確認した。学習指導要領によると、情報活

用能力とは「世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、情報及び情報技術を

適切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくた

めに必要な資質・能力である。より具体的に捉えれば、学習活動において必要に応じてコ

ンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比較したり、得られ

た情報を分かりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・共有したりといったことが

できる力であり、さらに、このような学習活動を遂行する上で必要となる情報手段の基本

的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル等に関する資質・能力等も含むも

のである。」（特別支援学校学習指導要領解説 知的障害者教科等編 ２０１９）と記さ

れている。昨年度の研究の成果を基に今年度の研究の中では、「コンピュータ等の情報手

段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比較したり、得られた情報を分かりやすく

発信・伝達」するという点や「情報活用能力ベーシック（小学生版）」にある「②情報の

収集」、「④まとめ・表現」に焦点を当て研究を進めていくことを確認した。学習指導要

領にある情報活用能力の中で以下の３点については本研究では、あまり考慮しないことと

して研究を行う。１つ目の「基本的な操作の習得」は普段の授業や日常生活の中でも取り

組んでおり、ある程度の操作ができる生徒が多くみられること。２つ目の「プログラミン

グ的思考」は生徒の実態的に理解が難しく、卒業後の生活でも活用の機会が少ないこと。

３つ目の「情報モラル等に関する資質・能力等」については、道徳の授業やスマホ安全教

室等でも取り組んでいること。以上の理由から今年度の研究対象としないこととした。  

 

（１）指標の作成に向けた検討  

 指標を作成するにあたり、高齢・障害者雇用支援機構の「職業準備性ピラミッド」を参

考にしながら今回の指標では３つの階層に分け、大項目と小項目を設定することとした。  

 まずは、一人一人が高等部の卒業までに身につけさせたい力を付箋に書き、貼り付けた

ものをグループごとに話し合いをしながら構造化し、法を用いてまとめていった。  



 高―４ 

 

図１：KJ 法を基に作成した指標（重度グループ）  

 

 重度のグループでは、 ICT 機器を用いた情報活用能力だけではなく、「文字や音から情

報を得る」や「音や光に気付く、外的刺激を受け入れる」など五感を使って情報を収集し

ていくことの大切さが特徴としてみられる。情報の発信についても「気付いた情報に手を

伸ばす」や「「情報活用実践リスト」情、身振りで伝える」、「情報を見て行動に移す（持

ち物などを準備する）」など音声言語に頼らないノンバーバルコミュニケーションの方法

で発信をすることの大切さが特徴としてみられた。  
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図２：KJ 法を基に作成した指標（軽度グループ）  

 

 軽度のグループでは、卒業後を見据え視覚情報を読み取り自分で考え、行動することと

いう視点と ICT 機器の活用という２つの視点での話し合いが行われた。「質問」「相談」

「報告」などの働くために必要な力が情報活用能力にも含まれているという点が特徴的だ

った。昨年度のまとめにもあった「情報の取捨選択」や「正しい言葉を選択したキーワー

ド検索」など情報を精選していくことの大切さが特徴としてみられた。  

 KJ 法によって各グループで作成したものを基にデータとしてまとめ、さらに項目の表

現についても再考を行った。その中で細かな表現についても見直しを行い、さらに指標の

ブラッシュアップを行った。同時に授業の中での活用が可能かどうかについても検討し

た。
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図３：KJ 法を基に作成した指標を再検討したもの（重度グループ）  

 

 

図４：KJ 法を基に作成した指標を再検討したもの（軽度グループ）  

 

図３の重度グループでは、例えば収集の際に同じ花を見つけてくることや、赤いトマト

と緑のトマトを見比べて違いに気付くことなど実際の生活に即した指導内容についても検

討することができた。実物を用いるだけではなくタブレットで写真を撮ったものを実物と

見比べ、違いや同じところを確認するなど実態に応じて ICT 機器を活用しながら様々な方

法で情報収集の仕方について検討を行った。また、伝達においても音を聞いたり、物を見
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たりして五感を使って得た情報に対して好き嫌いを伝え、そこから人の手をとってほしい

ものに誘導する、手をたたいて要望するなど具体的な方法を考えることができた。  

 

（２）指標に基づいた情報活用能力の実際の授業での手立ての検討  

 今年度は、ひとつの授業を取り上げ授業実践を行うのではなく、検討された内容を基に

高等部の全教員が 1 か月の間、授業内で情報活用能力の向上を意識して取り組むこととし

た。その際にこれまでに自分が取り組んできた内容やＳＴとして参加している際に他の教

員でよいと思った手立てなどを共有し、それを表にまとめ参考にしながら授業に取り組む

こととした。  

 項目は、各グループの大項目とし、軽度グループと重度グループともに「収集」、「整

理・選択」、「発信」の３項目での検討とした。授業は国語、数学、自立活動の個別の授

業。理科、社会、美術などの集団の授業。調べ学習を主体とする総合的な探究の時間。そ

して卒業後の生活に直結する職業の授業の４つのグループに分け検討することとした。  

 

 

表１：指標を基に検討された手立ての表（重度グループ）  

 

 

 表１の重度のグループでは、机上の学習ではなく「写真を見る」や「提示物を見比べる」、

「見本・完成物からイメージする」など具体物を使用する学習方法が多くみられた。それ

だけではなく、教師が情報の一部を担い、生徒の情報活用能力の補助をすることの重要性

が示された。具体的には「提示されたものの中から選択する」、「いくつかのパターンの

中から選択させる」など教師が選択肢として「情報」を提示する方法や「教師の動きから

感じる」や「表情・身振りで発信する」などのように教師自身が「情報」となり収集や発

信の補助をする方法など教師のかかわりの大切さが改めて明らかになった。  
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表２：指標を基に検討された手立ての表（軽度グループ）  

 

 
 

 表２の軽度のグループでは、机上の学習や ICT 機器を使った学習方法が多くみられた。

また、収集についての手立てが多く、発信になるにつれて手立てが少なくなる傾向が見ら

れた。収集については、資料や ICT 機器を用いて生徒自身が自分で収集するという内容が

多くみられた。発信の仕方では、「発表する」もしくは「ワークシートにまとめる」など

実態に応じた手立てが見られた。また Teams のチャット機能や ClassNoteBook など ICT 機

器を活用した収集、発信の方法もあった。教師のかかわりでは良い情報収集のさせること
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が重要であるとの意見が見られた。生徒の実態として検索はできるが、検索後の膨大な情

報の中から必要な情報だけを選択することが難しい実態の生徒が多い。そのため、教師が

情報の整理や発信の過程を見据えて生徒がわかりやすく探索しやすいような情報を提示す

ることの大切さが明らかになった。  

 

（３）同じフォーマットを用いた現在の情報活用能力の把握  

 １か月間の個々での授業実践とは別に同じフォーマットを

用いて、現在の情報活用能力がどれくらいであるのか。またど

のような支援が必要かを明らかにするため、現場実習報告書

の作成を高等部の全生徒を対象に実施した。しかし、大まかな

フォーマットは統一するが、実態差があるためひらがな表記

や項目の平易化など４つの段階に分けたフォーマットを用い

て作成することとした。軽度のグループには見本と指示書を

提示し、指示書を見ながら ICT 機器を用いてアプリで作成す

るが、わからない場合は自分から質問することを伝えた。重度

のグループでは、見本を提示し実態に応じて ICT 機器やプリ

ントを使って教師が支援しながら作成することとした。  

 

図５：実習報告書のフォーマット（軽度）  

 

 軽度のグループでは、Teams を使ってフォーマットや写真のやりとりを行ったが、セキ

ュリティや PC とタブレットの関係性から生徒のみではうまくデータを自分のタブレット

にダウンロードできず、クラウド上で操作、入力してしまいデータが混ざってしまうこと

があり、教師の情報の出し方に課題が残った。また、軽度のグループの生徒には全員に指

示書と見本がセットになったものを配付したが、データのダウンロード以外の工程でも指

示書が読み取れず、一工程ごとに質問をする生徒や困って手が止まってしまう生徒が見ら

れた。  
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図６：実習報告書の手順書の一部  

 

実際に作成した場面で生徒Ａは、情報の

収集に苦手さがあり、指示書から求められ

ている内容を読み取ることが難しかった。

指示されたファイルを開くことができず、

「実習報告書改②ひらがな」と示されてい

る違うファイルを開いて作成しようとし

ていた。自分だけでは違いに気付くことが

できず、教師のアドバイスを受け、正しい

ファイルを選択したものの、図７のように

実習場所の下線が消えてしまっていたり、

項目の表題が消えてしまっていたり、枠の

間隔が狭まってしまったりしている。見本

と見比べて、比較することが難しく、自分

から質問することも難しかったため、右の

ような仕上がりになった。  

その一方で実習報告書の作成には指導

時数を２時間で予定をしていたが、１時間

の中で指示書を見ながら作成できた生徒

もいた。  

図７：生徒Ａが作成した実習報告書  
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生徒Ｂは指示書を見ながら素早く作業する

ことができていた。指示書の情報だけで十分

にやるべきことが理解できており、特に教師

に質問することもなく、１時間の中で作成す

ることができていた。目標の枠でも行を分け

て書いているため見やすく、各項目の中でも

行を意識して入力しており、ただ作るだけで

はなく出来栄えや見る人を意識して実習報告

書を作成することができていた。２時間目で

は、タブレットをＴＶにつなぎながら、作成時

のポイントや注意点について周囲の生徒に説

明するなど、得られた情報を自分の中で整理

し、周りにわかりやすいような言葉を選びな

がら伝達することができていた。  

以上のような状況から指示書には実際のペ

ージの写真を入れて作成したが、この実践か

ら軽度グループの全員の生徒に指示書の内容

を正しく伝えるためには、もう少し工程を細  

かく区切り、丁寧に詳しく説明した指示書が

必要であると感じた。生徒Ｂのように教師が提示した資料や説明を基に、自分で情報を収

集し、得られた情報を自分なりに整理し、ワークシートの中に自分の考えをまとめ、周囲

に自分が理解したことを言語化して伝達できる姿が今回の高等部の研究で求める理想像で

ある。逆に生徒Ａのように情報収集や発信に苦手さがある生徒も現在の高等部には多く見

受けられる。そのような生徒たちに対してどのような支援が必要であるのか。今回の指示

書を基に検討を深め、よりよい支援方法が検討できるとよい。生徒Ａのような実態の生徒

に対して、検討を重ねてきた指標や表を用いて情報活用能力を向上させていくことが今後

の課題である。  

重度のグループでは生徒の発言を教師がシールに書いたり、実習中に見取った様子を教

師がシールに書いたりしたものを生徒が貼るなど実態に応じて段階的な支援を行い、実習

報告書を作成した。軽度のグループでも情報収集力に実態差があり、段階的な支援の必要

性を改めて感じるよい機会となった。１コマの中で作成できた生徒は、日常生活の中で動

画視聴以外にも ICT 機器を活用していることが多く、普段から自分で文字入力を行った

り、様々なアプリを使用したりしているため、苦手意識が少なく資料を見ながら自分で試

行錯誤しながら実習報告書の作成に取り組んでいたと考えられる。  

 この実践を経て、普段の授業の中から生徒との ICT 機器を活用したやりとりを多くする

ことや文字入力の機会をもつこと、検索や動画視聴以外にもソフトの活用の機会をもつこ

と、通常の授業分けの実態とは別に情報活用能力の実態に応じた支援を行うことの重要性

が示唆された。  

 

 

図８：生徒 B が作成した実習報告書  
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（４）実践を踏まえての再検討  

１か月の検証を踏まえて、再度指標や表を見直すこととした。高等部の教師を対象に１

か月間の検証の様子をアンケートで回答してもらった。合わせて、指標や表の名称につい

て Forms のアンケートで回答してもらい、指標は「情報活用ピラミッド～やまびこモデル

～」とし、表は「情報活用実践リスト」という名称とすることとした。  

アンケートの回答から高等部の教師全員が情報活用能力の育成を意識して授業に取り組

んでいる様子がうかがえた。その中でも特に多く記載がみられたのが「視覚情報」につい

てであった。生徒に「何を」「どのように」見せるのかを教師が試行錯誤し、提示する情

報を精選することを意識した教師が多かった。合わせてワークシート１枚で要点を見やす

くしたり、先に完成系を見せたり、生徒の ICT 機器にスライドを Teams で送り、手元で見

られるようにするなど見せ方も工夫している様子が見られた。それと同様に多くみられた

のが、同じ情報を繰り返し生徒に提示することであった。生徒に定着を図る上では、繰り

返しの指導という指導方法は従来から用いられているものであるため、多くの教師が実践

している様子が見られた。  

一方で多くの教師が１か月の間にあまり「情報活用ピラミッド～やまびこモデル～」や

「情報活用実践リスト」を見直さなかったとの回答も複数みられた。伝達手段が高等部の

Teams のみだったこともあり、共有を図ることができなかった。多くの人が目につくとこ

ろに掲示することや指導案の書式に最初から入れ込むなどもっと日常的に目にする機会が

ある場所に保存、明記することの重要性が明らかになった。  

以上のような実践例を基に再度、「情報活用ピラミッド～やまびこモデル～」や「情報

活用実践リスト」が実際に活用できるものなのか検証を行った。  

 

図９：最終的に検討した「情報活用ピラミッド～やまびこモデル～」（重度グループ）  

 

重度グループでは、大項目について変更を行った。「収集」、「整理」、「伝達」とい

う項目であったが、生徒の実態や実際の授業の状況などを踏まえ、「得る」、「選ぶ・見
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比べる」、「伝える」といった少し平易な表現に変更した。  

 

表３：実践を基に再検討した手立ての「情報活用実践リスト」（重度グループ）  

 

 

 

図１０：最終的に検討した「情報活用ピラミッド～やまびこモデル～」（軽度グループ）  
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軽度のグループでは大きく変更が行われた。大項目では「収集」から「収集・理解」へ、

「発信」から「まとめ・表現」と「（小学生版）情報活用能力ベーシック」を基にした変

更を行った。また、下位項目では、表記の順番を入れ替えるとともに、職業や実習でもよ

く使われる「質問」、「相談」、「報告」の表記を大きくし、重要度を表現した。また「ま

とめ・表現」の下位項目の表記の順番を入れ替え、「整理・選択」から矢印をつけること

で階層間のつながりをさらに強調して表現をした。  

 

表４：実践を基に再検討した手立ての「情報活用実践リスト」（重度グループ）  

 

 

そして、重度のグループ、軽度のグループともに「情報活用実践リスト」については１

か月間の実践を経て、表現や内容がさらに具体的で端的になり、実際の授業で情報活用能

力を育成するためにわかりやすい「情報活用実践リスト」としてまとめることができた。  

 

（５）教員へのアンケート  

２年間の研究のまとめとして「情報活用能力」について  

①「卒業後の豊かな生活のために高等部で身につけておくべき情報活用能力は何ですか」 

②「情報活用能力の指導において大事なポイントや意識していることは何ですか」  

③「普段生徒に情報を提示する際に意識していることがあれば教えてください」  

という３つの質問を行った。高等部全員の教師に質問紙を配付し自由記述で回答していた

だき、多くの有益な回答を得ることができた。  

まず、①の卒業後の豊かな生活のために高等部で身につけておくべき情報活用能力は何
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であるか」について質問したところ、表現の方法は様々ではあるが、「情報を収集する力」

という回答が１４人中７名で半数を占め、一番多かった。これは１年目の研究で得られた

結論とも合致しており、今年度作成した「情報活用ピラミッド～やまびこモデル～」でも

基礎的な力であるとして両グループともに土台に置かれていることからも重要であると考

えられる。正しい情報を収集することができると良い選択、良い発信のための第一歩であ

るため、情報を収集するためのスキルを高等部段階でたくさん身につけさせていきたいと

考えている教師が多いと思われる。上手に情報を収集できるようになってくると、もっと

知りたいという知的好奇心が生まれ、さらに良いサイクルになってくるという能力だけで

はなく、精神面にも良い影響を及ぼすことが期待できるという意見もあり、単に技能面だ

けではない重要性もあると思われる。  

 「情報を収集する力」の次に多かったのは、「情報を発信する力」でこれも１年目の研

究のまとめと同じ結果であり、１４名中４名に記載があった。今年度作成した「情報活用

ピラミッド～やまびこモデル～」では最上位に置かれており、最終的な目標であることが

うかがえる。発信についての記載は「様々な方法で」という文言が付随しており、 ICT 機

器の活用に限らず自分のできる方法で発信することが重要であるとの回答が多かった。良

い情報収集ができても発信することができないと周囲の人に伝えることができないので、

どのような手段でもよいので、発信ができるような方法を高等部段階では身につけさせて

いきたい。また、その手段が一つではなく、複数あると卒業後の生活がさらに豊かになる

と考えられる。「情報を収集する力」と「情報を発信する力」の２つで回答の約８割を占

めていることからも高等部全体の方向性として同じイメージが共有できていると感じた。  

 続いて②の「情報活用能力の指導において大事なポイントや意識していることはなんで

すか」という質問を行ったところグループごとに回答に違いが見られた。 

 重度のグループでは「情報の出し方」に関する回答がほぼ全員から得られた。生徒が自

分の目線で見てきた写真を活用することや普段目にするであろう場に提示し、見る機会を

多く設定すること、わかりやすいイラスト、文字の大きさで資料を作成すること、実物に

近いものを用意し触覚など五感を使うなど、様々な方法を用いて生徒がより情報を収集で

きるような工夫を多くの先生方がしていることが明らかになった。  

 ③の「普段生徒に情報を提示する際に意識していることがあれば教えてください」とい

う質問では、生徒自身が情報に気付けるように提示して待つことで生徒の興味関心を高め

るという回答があった。重度のグループでは自分で気付いて興味をもつことが活動の第一

歩であるため、どのように気付かせるか、興味関心が高められるかが大切である。また情

報をそのまま見せるだけではなく、興味関心が高まったところから、次は何をするのか、

どうなるのかを生徒自身が考えていけるような情報の提示の仕方が重度のグループでは情

報活用能力を高めるために有効な手段であると考えられる。  

 軽度のグループの教師は、②の「情報活用能力の指導において大事なポイントや意識し

ていることは何ですか」という質問に対して生徒とのやりとりに関する回答が多くみられ

た。情報を見せるだけではなく、その情報を基に生徒が発信したものを掘り下げたり、質

問に回答することで生徒がさらに情報を整理できるようにしたりしてよりよい発信ができ

るような工夫を多くの教師がしていることが明らかになった。  

 ③の「普段生徒に情報を提示する際に意識していることがあれば教えてください」とい
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う質問では、情報を与えすぎるのではなく、生徒自身が考えながら選ぶことができるよう

な必要最低限の精選した情報を提示するなど「提示の仕方」に関する回答が多くみられた。

つまり、軽度のグループでは、生徒に思考させるための材料を提示していると考えられる。

そのため思考に必要な情報は見やすく残したり、端的な言葉で繰り返し伝えたり、ワーク

シートの書式を工夫しながら、生徒からの質問やワークシートでのやりとりを経て、教師

側の意図やポイントが正しく伝わっているのかを確認していると考えられる。  

 

 ７．研究のまとめと今後の課題  

（１）２か年研究のまとめ  

 高等部として卒業までに身につけさせたい情報活用能力の整理をテーマに研究を進めて

きた。卒業後は様々な場所で働き始めるが、その際の生活を豊かにするためにどのような

情報活用能力を身につけさせることが高等部段階として求められているのかを２年間かけ

て明らかにすることができた。１年目では「情報手段を適切に用いて情報を得る」力や

「得られた情報をわかりやすく発信伝達」する力が必要であること。生徒の実態として自

らＩＣＴ機器を活用して情報を得る実態のグループや教師からの手助けを受けて情報を得

る実態のグループ、ＩＣＴ機器を使わずに、実感を伴い味あわせながら学習する必要のあ

る実態のグループがあることが明らかになった。  

 １年目の研究で明らかになった必要な情報活用能力と生徒の実態を基に、今年度はやま

びこ支援学校高等部として「情報活用ピラミッド～やまびこモデル～」や「情報活用実践

リスト」としてまとめることができた。当初は系統性のある「情報活用ピラミッド～やま

びこモデル～」を作成する予定であったが、生徒の実態を踏まえるとなかなか難しく２つ

のグループの系統性には乏しい。しかし、現在在籍している生徒の実態、今後入学が見込

まれる生徒の実態まで踏まえて「情報活用ピラミッド～やまびこモデル～」は似た大項目

で作成されているが、下位項目は実態に応じて表現やねらいが大きく異なり、適切な文言

の検討を繰り返しながら本校の高等部に適した「情報活用ピラミッド～やまびこモデル

～」を作成することができた。  

 「情報活用ピラミッド～やまびこモデル～」やそれを達成するための手立てとなりうる

「情報活用実践リスト」の作成を行ったことで、情報活用能力を育成する際の視点や手立

てを高等部の職員で共有できたことが大きな成果である。また一度「情報活用ピラミッド

～やまびこモデル～」を作成すれば、今後は下位項目の見直しなど細かな点での修正にな

り変更が容易になることや、異動したての教師に対しても資料として提示することですぐ

にイメージを共有することができ、本校の高等部として同じ方向を向いて指導できること

が大きな成果である。それとともに、教員間で何度も何度も繰り返し同じテーマで話し合

いを進めてきたことで卒業までに身につけさせたい情報活用能力についての意識や方向性

が共有できたのではないかと感じる。情報活用能力は一朝一夕で、身についていく力では

ないので多くの教員が意識しながら指導にあたるよう心がけることで、３年間の中で向上

が見られると感じる。  

 卒業後は福祉作業所に就労する生徒が多いのが現状であり、福祉作業所の中では ICT 機

器の活用というよりはホワイトボード等を活用した伝達が主流である。研究の中で、ICT 機

器の活用だけに依らず、両グループともに卒業後の生活の場でも活用できる五感を活用し
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た情報収集や発信の仕方についても議論されており、「情報活用ピラミッド～やまびこモ

デル～」の中にも明記されているため検討された情報活用能力を高めることができれば、

福祉作業所だけではなく、一般企業においても求められる能力もある程度含めることがで

きているのではないかと感じている。  

 授業実践としての積み重ねは教師一人一人の活動となり、学部研究としては蓄積できて

いないが、高等部全体としては実習報告書の作成を同じフォーマットで行い、情報活用能

力の育成に関する検証をすることができた。教師の支援の仕方や今回検討した軽度と重度

だけではなく、その中間層に位置する生徒に対しても支援が必要だということを改めて明

らかになり、有意義な検証となった。軽度のグループの生徒に対して今年度検討した内容

を踏まえて、教師が丁寧に生徒に意図が伝わりやすいような情報発信を行っていくことが

有効な手段ではないかと感じた。  

 

（２）今後の課題  

 今年度は「情報活用ピラミッド～やまびこモデル～」やそれを達成するための手立ての

「情報活用実践リスト」の作成に時間をかけたため、授業実践としての検証が不十分であ

った。今後は一人一人の教師が意識して、今回の研究の内容を来年度以降も実践、検証し

ていくことが課題である。検証していくためにも、前述のアンケートにあったように日頃

から目にするところに「情報活用ピラミッド～やまびこモデル～」や「情報活用実践リス

ト」を記載しておき、先生方が日常的に見えるようにしておくことが大切である。日々の

実践を積み重ねながら「情報活用ピラミッド～やまびこモデル～」や「情報活用実践リス

ト」をブラッシュアップしていけるとよい。  

 また、実習報告書の作成で見られたように軽度のグループの中にも丁寧な支援を必要と

する生徒たちがいることも明らかになった。中間層のグループを意識した手立てや支援の

方法も必要なのか検証しながら今後改めて検討していくことが大切である。  

実習報告書を作成する過程や研究のまとめから今年度高等部の研究で作成した「情報活

用ピラミッド～やまびこモデル～」の方向性は、概ねよいものであると考えられる。しか

し、卒業後は学校という慣れた環境から職場という新たな環境で人間関係等を改めて構築

していかなければならない。そのような環境下では、卒業後に必要な情報活用能力を身に

つけている生徒でもその能力を十分に発揮することは難しいことも考えられる。安定した

気持ちがあって初めて情報活用能力も活かされるのではないだろうか。今年度は能力に着

目して研究を行ったが、それを十分に発揮するための精神面や周囲の支援体制作りなども

含めて支援していくことが、今後の課題である。  

 

引用・参考文献  

文部科学省（ 2019）「教育の情報化の手引き -追補版-(令和２年６月)第２章」  

日本教育情報化振興会（2021）「情報活用能力ベーシック（小学生版）」  

文部科学省（ 2019）「特別支援学校学習指導要領解説 知的障害者教科等編」 

高齢・障害者雇用支援機構（ 2006）「職業準備性ピラミッド」  
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「寄宿舎」研究グループ  

１ 研究主題 

  

 

 

 

２ 研究テーマについて（設定の理由） 

（１）舎生の実態 

 本年度、寄宿舎には高等部生４名（男子１名、女子３名）が在籍している。４名のうち

３名は入舎３年以上であり生活に慣れた様子が見られるが、卒業を控えた３年生には、卒

業後の生活を見据えた支援が求められている。また、新入舎生の女子１名は、初めて親元

を離れての生活となるが、日課に合わせた生活や、先輩と共通の趣味を通した会話を楽し

むなど、少しずつ順応し始めている。しかし、今年度の生活開始直後の様子からは、少人

数の集団でありながらも、周囲の人や物事に対する興味・関心が薄い傾向が見受けられた。

指導員間での実態確認においても、「指示待ちの姿勢が多く、自分からの発信が少ない」

「経験不足から活動のアイデアが出にくく、未経験のことへの挑戦に躊躇する」といった

課題が挙げられた。  

（２）昨年度の課題と本年度のねらい  

 昨年度は「情報活用能力を生かした余暇の広がり」について研究を行った。その結果、

遊びや活動の幅は広がったものの、自分から他者を誘うことに抵抗感を示すなど、対人面

での受動的な姿勢が課題として残った。これらの課題と現在の舎生の実態を踏まえ、本年

度は、情緒が揺れ動く思春期の心情を大切にしつつ、「寄宿舎での集団生活」という強み

を生かした実践を深めることとした。具体的には、他者を意識し、周囲と自分の気持ちに

折り合いをつけながら「自分らしさ」を発揮できる姿を目指す。そのためには、日々の生

活や舎生会活動を通して社会性をはぐくむことが重要であり、その土台となる「他者や活

動への興味・関心を広げる」取り組みが必要であるとの結論に至り、本主題を設定した。  

 

３ 研究目標 

（１）舎生の成長に向けた環境整備と実践  

 舎生一人一人の実態に応じたかかわり方を模索し、指導員間での考察・実践・検証の

プロセスを通して、適切な手立てや環境整備を行い、舎生の確かな成長に繋げる。 

（２）寄宿舎指導員としての専門性の向上  

 寄宿舎生活の強みを生かした「社会性の育成」に関する研究を通して、指導の幅や見

聞を広げ、指導員としての指導力向上を図る。  

 

 

 

 

興味・関心を広げて社会性を養う   

～寄宿舎の強みを生かした生活実践～ 
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４ 研究内容及び方法 

（１）寄宿舎の強みと支援の整理 

 寄宿舎生活において養うことのできる「社会性」とは何か、また「寄宿舎の強み」と

は何かを再確認し、舎生に必要な支援の手立てや環境構成について整理する。  

（２）事例検討の実施 

 整理した内容を基に、具体的な指導場面や方法を抽出し、事例検討を重ねながら実践

を行う。  

（３）変容の見取りと成果の検証 

 実践した指導方法やかかわりによって、舎生の行動や意識（興味・関心の広がり、対

人関係の変化など）がどのように変容したかを見取り、本研究の成果としてまとめる。  

 

５ 研究計画 

 

６ 研究実践 

（１）寄宿舎で養える社会性や寄宿舎の強みを捉える  

 研究の実践を開始するにあたり、まず指導員間で「寄宿舎で養える社会性」および「寄

宿舎の強み」について協議し、共通理解を図った。  

① 寄宿舎で養える社会性  

 「社会性」という広義な言葉に対し、具体的にどのような力を指すのか意見を出し合

い、以下の項目を定義として共有した。  

【本研究における「社会性」の定義】  

対人関係スキル： 協調性、マナー、コミュニケーション能力（伝える・受け取る・理

解する） 

 日にち  内容 

研究日①   ５月１６日（金）  ・寄宿舎で養える社会性を捉える。  

・寄宿舎の強みを確認する。  

・研究方法を確認する。 

研究日②   ６月６日（金）  ・寄宿舎の強みを具現化していくためには  

・参考文献を読み、今後の取り組みを考える  

研究日③   ７月１8 日（金）  ・アセスメントシートの読み取りから事例検討の

対象を考える   

・中間報告会に向けて  

・事例検討  

研究日④   ８月２７日（水） ・事例検討(舎生Ａ→整理用シート①②)) 

研究日⑤   ９月１２日（金） ・事例検討(舎生Ａ→整理用シート①②) 

・事例検討(舎生Ｂ→整理用シート①) 

研究日⑥  １０月１７日（金）  ・事例検討(舎生Ａ→整理用シート③④) 

・事例検討(舎生Ｂ→整理用シート②) 

研究日⑦  １１月２１日（金）  ・事例検討(舎生Ａ→整理用シート⑤⑥) 

・事例検討(舎生Ｂ→整理用シート③) 

研究日⑧  １２月１２日（金）  ・寄宿舎研究の成果と課題の確認  

研究日⑨  １２月２５日（木） ・寄宿舎研究のまとめについて  

研究日⑩   １月１６日（金）  ・次年度に向けて  
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状況適応能力：その場に適応する力（周りを見る、 TPO に合わせた服装・身だしなみ）  

規範意識： 場面に応じたルールや雰囲気に合わせて行動する力  

 この定義を基に、在籍する舎生一人一人の実態と照らし合わせた結果、個別の差異は

あるものの、共通した課題として以下の点が挙げられた。  

・人とのかかわり方や距離感の課題  

・その場の雰囲気に合わせた行動の困難さ  

 したがって、本実践ではこれらの共通課題に迫る手立てを重点的に検討していくこと

とした。  

 

② 寄宿舎の強みを生かした指導  

 次に、学校併設の寄宿舎という環境特性や、指導員が大切にすべき視点について協議し、

『引継ぎ』『異年齢集団』『子供発信』の３つのキーワードに集約した。それぞれの強み

を具現化するための指導上のポイントは以下の通りである。  

 引継ぎ（指導の連続性と深化）   

 日々の引継ぎは単なる情報の伝達にとどまらず、指導の意図や背景を共有し、「チーム

支援」を機能させる場とする。  

・変容の確認： 指導やかかわりの前後で本人の様子がどう変化したかを確認する。  

・指導の連続性： 前日の指導を受け、自分がどのようにかかわるか具体的にイメージ

して当日の指導に当たる。 

・学校との連携： 学校での様子や指導内容を、寄宿舎の生活指導へつなげる。  

・舎生への配慮： 詳細な情報共有は必須であるが、舎生に不信感を抱かせないよう、

本人への伝え方やかかわり方には十分配慮する。  

 

 異年齢集団でできる経験（ピア・モデリング）   

 先輩が後輩に教え、後輩が先輩を見て学ぶという「育ち合い」が生まれるのが寄宿舎の

良さである。  

・かかわりの創出：  帰舎後の着替えや朝の身支度など、指導員が介入しすぎず、子供

たちだけで過ごす時間を意図的に設定する。  

・効果的なフィードバック： 「先輩に聞いたら上手にできたね」「（良い意味で）後

輩が真似をしていたよ」など、望ましい相互作用が見られた際には、指導員がその行

動を言語化してフィードバックし、異年齢交流の価値を意識付ける。 

 

 子供たち発信からの取り組み（主体的活動）   

 行事や活動においては、単に楽しむことだけでなく、その経験を通して子供たちが「ど

う変わったか」という視点を重視する。  

・ニーズの汲み取り： 自分の考えを表現することが苦手な舎生もいるため、改まった

話し合いの場だけでなく、リラックスした生活場面でのつぶやきや欲求を指導員が拾

い上げ、活動へつなげる。  
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・経験の拡充： 経験不足からアイデアが出にくい舎生に対しては、日頃から多様な

活動へ誘い、選択肢となる経験の引き出しを増やす。  

・ハードルの除去： 「やりたい」という本能的な欲求があっても言い出せない場

合、指導員がその心理的なハードルを取り除くかかわりを行い、主体性を引き出

す。 

 

（２）事例検討 

具体的な指導を行う対象舎生や重点目標を選定するために、客観的なアセスメントを実

施した。ツールとして、独立行政法人国立特別支援教育総合研究所編著『こころの病気の

ある子供の教育支援 Co-MaMe ガイド』に掲載されているアセスメントシートを活用し、各

舎生の教育的ニーズや課題がどのカテゴリーに分類されるのかを指導員全員でチェック・

分析を行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アセスメントシートの集計結果において、「社会性」に関連する項目に多くのチェック

が見られた舎生を事例検討の対象として選定し、重点的な実践を進めることとした。  

 

① 舎生Ａ（高等部１年  女子） 

(a) 実態の概要 

 本年度、地域の中学校から本校高等部に入学した。基本的には人とかかわることを好

み、明るく元気な性格である。しかし、自分の思い通りにならない場面では、感情を制

御できずに主張を押し通そうとしたり、他者への暴言や手を出したりする行動が見られ

ることがある。対人面ではパーソナルスペースへの意識が薄く、性別を問わず過度な接
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触を好む傾向がある。また、寄宿舎での生活スキル（身辺自立等）は、その時の気分に

大きく左右され、意欲が低い時は行動が粗雑になりがちである。余暇時間においては、

やるべき活動がないとスマートフォン(以下、スマホ )に依存する傾向があり、日課時間

に影響を及ぼすという課題もある。  

 

(b) アセスメントシートの分析 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導員全員でアセスメントシート（ Co-MaMe ガイド）を用いて実態把握を行った結果、

カテゴリー「Ｂ２：社会のルールの理解（学校や社会の規則を守れない、自分で変更する）」

の項目に、課題があることを示す「◎」が多くついた。この結果を受け、舎生Ａにとって

の教育的ニーズは「ルールを理解して守る」と捉え、この課題克服に向けたアプローチを

行うこととした。  
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(c) 整理用シートを用いての実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

同ガイドの「支援のイメージ図」を参考に、具体的な支援内容を「整理用シート」に

落とし込み、ＰＤＣＡサイクルを用いた指導を展開した。実態分析に基づき、舎生Ａの

現在の段階を「受容期寄りの試行期」と位置付け、まずは指導員との信頼関係を基盤と

しつつ、少しずつルールを意識させる支援からスタートした。  
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(d) 舎生Ａの実践まとめ  

【課題と初期のアプローチ】 

 実践開始当初、スマホの使用時間が守れず、指導員からの指摘に対して強く抵抗する

姿や、配膳・浴室掃除といった集団での活動時間に遅れるなどの課題が顕著であった。

前述の通り、本人の段階を「受容期寄りの試行期」と捉え、ルールの視覚的な提示や、

活動時間前の丁寧な声掛けによる意識付けを継続した。その結果、生活全般において一

定の改善は見られたものの、スマホ使用に関しては依然として依存傾向が強く、従来の

アプローチだけでは限界があることが推察された。  

 

【新たな視点による支援の転換】  

 学部との情報交換会において、本人の行動背景に「脱抑制型愛着障害」の傾向がある

可能性が示唆され、そこに着目したアプローチの必要性を確認した。指導員間において、

米澤好史著『愛着障害は何歳からでも必ず修復できる』等の文献を参考に検討を重ね、

愛着障害に対する支援を指導計画に組み込んだ。具体的には、以下の２点を重点的な手

立てとした。  

1. キーパーソンによる愛着の絆の形成： 担当指導員をキーパーソンとして設定し、

一対一で共に活動する時間を意識的に設けることで、安心感と信頼関係（愛着の

絆）の修復・深化を図った。  

2. 感情のラベリングと認知の統合： 活動中、本人の揺れ動く感情を指導員が言葉に

して伝える「感情のラベリング」を実施した。これにより、自身の「行動」や「認

知」に「感情」を適切に結びつけ、自己コントロール能力を高めるかかわりを意識

した。 

 

【変容と成果】 

 これらの支援を継続した結果、徐々にではあるが、自らルールを守ろうと努力する姿

が見られるようになった。スマホ以外で過ごす時間が増えたことで、他者への関心も広

がり、友達や指導員とカードゲーム等で積極的に交流し、盛り上がる姿が頻繁に見られ

るようになっている。こうした肯定的な変容の要因には、従来の行動変容を促すアプロ

ーチに加え、愛着障害の特性を理解した「心の土台」を作る支援を並行して行ったこと

が大きく寄与していると考えられる。  

 

② 舎生Ｂ（高等部３年  女子） 

(a) 実態の概要   

 地域の中学校から本校高等部に入学し、１年生の時から全泊で入舎している。生活ス

キルはおおむね自立していて、寄宿舎での日常生活に支障はない。コミュニケーション

面では、言葉の意味や名称を間違えて覚えていたり、話の内容が断片的に入っていたり

するなど、正しく理解できていないこともある。また、自信のなさからか未経験のこと

に対して極端に拒む様子が見受けられる。  

 



寄－9 

(b)アセスメントシートの分析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アセスメントシート（ Co-MaMe ガイド）による分析の結果、カテゴリー「Ａ９：自信（自

分に自信がない、自己肯定感が低い）」の項目に課題を示す「◎」が集中した。生活スキ

ルは高いものの、根底にある自己肯定感の低さが、未経験のことに対しての挑戦を拒む理

由の一つではないかと分析した。そこで、自信を深めるプロセスを通じて社会性を養うこ

とを本事例のねらいとし、アプローチを開始した。  

 

(c)整理用シートを用いての実践  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同ガイドの「支援のイメージ図」を基に、本人の段階を「試行期」と設定し、ＰＤＣＡ

サイクルを用いた指導を展開した。特に「失敗しても受容される安心感」を基盤に、段階

的な成功体験を積めるよう環境を整えた。  
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(d) 舎生Ｂの実践まとめ  

【課題と支援の焦点】 

 経験したことに対しては積極的だが、初めてのことに対しては自信のなさからか、消

極的な様子が見受けられた。産業現場等における実習でも、小さな失敗で落ち込む様子

が見られ、卒業後の社会生活を見据えると、「失敗を恐れず挑戦する意欲」と「失敗し

た際の感情の切り替え（レジリエンス）」の育成の必要性を感じた。そこで、以下の２

点に焦点を当てて実践を深めた。  

1. 活動を通じた成功体験の蓄積： 役割分担を通じて自信を深める。  

2. セルフチェックシートによる自己理解： 客観的に自分を見つめ、課題を自覚す

る。 

 

【具体的な手立てと内面の変容】  

 本生は負けず嫌いな性格であり、当初は自分の非を認めにくい傾向があった。しかし、

担当指導員とセルフチェックシートに取り組む中で、「△や×（課題）があっても、あ

りのままの自分で大丈夫である」という受容的なかかわりを心掛けた。その結果、過大

な自己評価ではなく、自らの課題を素直に自覚できるようになっていった。 この過程で、

指導員に対して素直な感情を表出できるようになったことが転換点となり、対人面にも

変化が現れた。これまで年下との接触機会が少なかったためか、新入舎生（後輩）に対

してぎこちなさや嫉妬心を見せるなど、自身でも制御しがたい感情に戸惑う様子があっ

たが、指導員がその揺れ動く思いに寄り添い、時には受け止め、時には改めさせていく

というサイクルを繰り返す中で、後輩への接し方が次第に柔らかくなっていった。 

 

【成果】  

 活動時の司会や様々な役割を任された時も、今までのような緊張から言葉に詰まるこ

とがなくなり、肩の力を抜いて冗談を言ったりする様子も見られるようになってきた。

思春期特有の複雑な感情を指導員が受け止め、適切にフィードバックし続けたことで、

他者を意識しながらも、周囲と自分の気持ちに折り合いをつけ、自分らしく振る舞える

ようになってきている。 

 

７ 研究のまとめと今後の課題 

（１）研究の成果 

  本年度は「興味・関心を広げて社会性を養う～寄宿舎の強みを生かした生活実践～」     

をテーマに掲げ、２名の事例検討を中心に、舎生の成長と指導員の指導力向上という２

つの目標に注力した。本研究を通して得られた成果は以下の通りである。  

 

① 多角的な実態把握と専門性の向上  

 舎生の課題に対し、家庭環境、成育歴、学校での様子など多角的な視点からアセスメ

ントを行った。その結果、従来の発達障害に即した支援に加え、愛着障害の視点や自己

肯定感を高めるアプローチなど、一人一人の背景に応じた柔軟な指導を展開することが
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できた。また、専門的な文献（米澤好史著『愛着障害は何歳からでも必ず修復できる』

等）を拠り所としたことで、指導員間の見解が統一され、より一貫性のある指導が実現

した。 

 

② 指導体制の強化と方向性の共有  

 指導上の困難に直面した際も、「指導の目的」と「研究の方向性」を常に再確認する

ことで、統一した指導につながった。特に、週の初め（月曜日）に指導員全員で前週の

振り返りと今週の方針を共有したことが、指導の質を向上する上で極めて有効であった。 

 

③ 寄宿舎の強みを生かした社会性の育成  

 少人数の集団であっても、指導員を介さない舎生同士の自然なかかわりを「指導の機

会」として意図的に捉えた。中学部生徒の短期体験入舎を含む異年齢集団の生活を通じ、

他者を意識した行動や感情のやり取りが生まれたことは、社会性を養う大きなターニン

グポイントとなった。こうした集団生活における「生きた経験」を指導員が効果的にフ

ィードバックしたり、言語化して舎生へ伝えたりすることで、周囲への興味・関心の広

がりを促すことができた。 

 

（２）今後の課題 

 本年度の研究成果を踏まえ、次年度に向けて以下の課題に取り組んでいく必要がある。 

・アセスメントツールのさらなる活用と定着： 本年度試行した「Co-MaMe ガイド」等

のアセスメントツールを必要に応じて活用し、より客観的でエビデンスに基づいた指

導がおこなえるようにしていく必要がある。  

・「主体性」へのアプローチの深化： 社会性の土台となる「興味・関心」の広がり

を、どのようにして自分から発信する「主体的な行動」へとつなげていくか、指導の

手立てをさらに具現化していきたい。  

 

おわりに 

 寄宿舎という「生活の場」だからこそできる支援を妥協することなく追求することが、

舎生の確かな成長につながることを再確認した一年であった。来年度も舎生の実態を真

摯に捉え、寄宿舎ならではの指導の在り方を深めていきたい。  

 

 

＜参考文献＞  

・独立行政法人国立特別支援教育総合研究所  編著(２０２４年 )「こころの病気のある子

供の教育支援 Co-MaMe ガイド」ジアース教育新社 

・米澤好史(２０２２年)「愛着障害は何歳になっても必ず修復できる」合同出版  
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２年次 研究のまとめ 

 

本校においてＩＣＴ利活用にとどまらない情報活用能力の育成について、その力を着実

に児童生徒が身に付けていけるような授業実践を重ねていくことが必要であると考え、２

年計画にて情報活用能力育成のための授業づくりに焦点を当てていくこととした。  

また、ＩＣＴ利活用に限らない「情報」を活用することにより学習効果の最大化を目指  

した授業づくりを探求していき、授業研究を通して、授業の質や教職員の授業力を向上さ

せることをねらいとし、研究を進めてきた。  

小学部では昨年度の研究を踏襲しつつ、新たな視点で授業において活用していくことを

目指し、本校小学部の児童に必要な“情報活用能力”を育成するための方法や、授業にお

ける ICT 活用について検討すること、授業研究等の実践を通して、児童の“情報活用能

力”を高めることを目的とし、小学部中・高学年グループと低学年グループに分かれ、そ

れぞれで研究を進めることとなった。ＩＣＴ活用に関して中・高学年グループでは実態差

のある二人の児童を取り上げ、それぞれの実態に合ったＩＣＴ活用について検討、実践し

た。児童の実態に応じて適切な学習場面に応じて活用すること、効果的な活用方法を教師

間で確認することが大切であると確認された。一方、低学年グループでは小学部低学年の

児童が自らＩＣＴ機器を操作することは難しいので、教師側で適切な場面、適切な方法で

適宜授業に取り入れ、児童に機器を触れさせる経験をすることが分かりやすい、と確認さ

れた。また、児童の“情報活用能力”を高めるためには、実態把握を適切に行うこと、そ

れぞれの児童の「身に付けさせたい力」を明確にし、目標に沿った手立てを考えていくこ

と、情報を得やすい環境を整えること、評価を基に次の支援について考えていくプロセス

が大切であることが小学部で確認された。  

中学部ではこれまでの教科指導の蓄積から指導の手立てを整理し、情報活用能力育成に

有効な手立てを考え、生徒が得た情報をどのように受け取り活用するかについて考えてき

た。生徒が学んだことを授業の中でアウトプットできるようにするには情報をどのように

インプットさせるかが極めて重要であることが確認された。中でも生徒の学びの様子によ

りインプットさせたい情報を細分化して精選して繰り返し提示していくことが必要とな

る。つまり、単元計画の立て方にも工夫が必要となることが分かった。情報のインプット

においては集団の良さを活用し示範を教師のみではなく友達にも行ってもらい、やるべき

活動をより明確化させた。そのことによってどの生徒も活動の流れや今教師から何を求め

られているか理解でき、自分から動こうとする気持ちをもち、行動に移すことができた。

また、得た情報のアウトプットする場の設定を教師が行い、生徒に合った方法でアウトプ

ットさせることについて考えていくことができた。生徒がどのようにアウトプットできる

かについて把握し、授業の中でどの方法にて行うか、多角的にかつ複数の目で同じ視点を

もちながら生徒の実態把握を行うことが重要であることが明らかになった。  

高等部では「情報手段を適切に用いて情報を得る力」や「得られた情報をわかりやすく

発信伝達」する力を中心とした考え方から得られた手立てを基に、やまびこ支援学校高等

部の生徒としてどんな力を身に付けさせたいか、また卒業後の生活をより良くするために

は高等部段階でどのような情報活用能力を身に付けておくことが大切であるかに焦点を当
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て研究を進めてきた。やまびこ支援学校高等部の生徒として身に付けさせたい情報活用能

力を独自の指標を作成しながら、わかりやすく整理していくことが目標であると確認しな

がら研究を進めていった。１年目の研究で明らかになった必要な情報活用能力と生徒の実

態を基に、今年度はやまびこ支援学校高等部として「情報活用ピラミッド～やまびこモデ

ル～」や「情報活用実践リスト」としてまとめることができた。「情報活用ピラミッド～

やまびこモデル～」やそれを達成するための手立てとなりうる「情報活用実践リスト」の

作成を行ったことで、情報活用能力を育成する際の視点や手立てを高等部の職員で共有で

きた。それとともに、教員間で何度も何度も繰り返し同じテーマで話し合いを進めてきた

ことで卒業までに身に付けさせたい情報活用能力についての意識や方向性が共有できた。 

寄宿舎では情緒が揺れ動く思春期の心情を大切にしつつ、「寄宿舎での集団生活」とい

う強みを生かした実践を深めることとした。社会性を育むことが重要であり、その土台と

なる「他者や活動への興味・関心を広げる」取り組みを行ってきた。舎生の課題に対し、

家庭環境、成育歴、学校での様子など多角的な視点からアセスメントを行った。その結

果、従来の発達障害に即した支援に加え、愛着障害の視点や自己肯定感を高めるアプロー

チなど、一人一人の背景に応じた柔軟な指導を展開することができた。また、専門的な文

献を拠り所としたことで、指導員間の見解が統一され、より一貫性のある指導が実現し

た。少人数の集団であっても、指導員を介さない舎生同士の自然な関わりを「指導の機

会」として意図的に捉えた。中学部生徒の短期体験入舎を含む異年齢交流を通じ、他者を

意識した行動や感情のやり取りが生まれたことは、社会性を養う大きなターニングポイン

トとなった。こうした集団生活における「生きた経験」を指導員が価値づけ、言語化して

本人へ伝えることで、周囲への興味・関心の広がりを促すことができた。  

 

以上のように、研究テーマのもと、児童生徒の情報活用能力や社会性をどう育成してい

くかについて２年間を通し実践を重ねてきた。実践を通しての成果、つまり情報活用能力

育成に有効な授業づくりの手立てとこれからの課題について以下にまとめていき２年間の

研究を総括する。 

 

（１）視点をもちながらの実態把握を行う  

 

 本研究では情報活用能力育成を目指してその手立てや教材研究を行ってきた。情報

活用能力の中でも児童生徒の課題に合わせ、育成したい力を明らかにし、現在できる

ことと課題となることを教師が把握し、手立てを考えてきた。小学部、中学部の実践

でも触れられていたように児童生徒が「情報をどのように受け取ることができるか」

「受けた情報をどう表現できるか」について実態把握を丁寧に行う必要がある。これ

は情報活用能力といった視点のみではなく、教科の狙いを達成するためにも大切な視

点となるのではないか。教師がどの力を育成したいかといった視点をもちながら児童

生徒理解をしていくこと、それを授業者と共有していくことが重要となる。  



研－3 

 

 

 

以上のように各学部での育成を目指す情報活用能力の検討や協議を通し、本校で育成を

目指す情報活用能力について明らかにし、授業づくりについて有効な手立てをまとめてい

くことができた。また、情報活用能力育成のための手立てを考えることにより、情報活用

能力の視点の整理につながり、授業内容の再検討や手立ての再構築を行うことができた。  

次に、これらの情報活用能力を育むための授業づくりの取り組みを学部のみではなく、

学校全体としてどのように取り入れていくかについて考える。中央教育審議会「『令和の

日本型学校教育』を担う 教師の養成・採用・研修等の在り方について  （答申）」（２０２

２年１２月）において「これからの時代には、日本社会に根差したウェルビーイングに  

ついて考察しつつ、教師自らが問いを立て実践を積み重ね、振り返り、次につなげていく

探究的な学びを、研修実施者及び教師自らがデザインしていくことが必要になる。」とさ

れている。指摘の通り研鑽については自己のものであるといえるが、学校の授業改善は授

業者全員のものであると言える。教師の専門性が発揮されるべき場面は日々の授業であ

る。その授業改善を学校全体として取り組むために何が必要か考えていきたい。本校の授

業づくりの方法として、授業前に要点を絞りながら打ち合わせをし、授業後に評価を授業

者が記入等を行い、単元終わりに最終的な評価をするということがある。この際の授業・

単元の振り返りについて意図的に行うことが必要でないかと考える。「意図的」とは、前

述の視点をもちながら、「この取り組みは有効だったか」「手立てが妥当であったか」を話

し合うことである。  

（２）どの「情報」を収集（インプット）させ、どう表現（アウトプット）させたい

か見通しをもちながら授業づくりを行う  

 

 前述の（１）とも関連付けられることである。授業づくりを行う際にねらいを達成

することが目的であることは周知の通りであるが、情報活用能力育成の視点も授業づ

くりには極めて重要である。全学部で述べられているように、「実態に合った方法で

情報を得ること」と「得た情報を正しく表現すること」は両輪を成すものである。情

報のインプットの際にアウトプットについても併せて考えていき、児童生徒が学んだ

ことを正しく表現・表出できるように配慮していく必要がある。この際の配慮とは教

師の指導の見通しであるといえよう。環境設定を含めた指導に見通しをもちながら学

習を進めていくことこそ情報活用能力育成のために必要な手立てとなる。  

（３）ＩＣＴ機器活用については適切な場面、効果的な活用方法を教師間で確認し、

体験的な学習の重要性についても周知する  

 

ＩＣＴ機器の有用性については本研究においても触れている。それと同様に実体験

の重要性についても周知の通りである。ＩＣＴ機器と実体験とをバランスよく合わせ

ることで指導の相乗効果つまり、学習効果の最大化が図れると考えられる。実態に合

わせ、使用場面・機会を考えていくことが重要となる。  



研－4 

 

同答申に「教師の学びの内容の多様性と、自らの日々の経験や他者から学ぶといった

「現場の経験」も含む学びのスタイルの多様性を重視するということも重要である。この

観点からも、教師の個別最適な学びの実現のみならず、協働的な学びを実現していくこと

が必要である。」とあるように日々の授業の振り返りについて、意図をもちながら互いに

意見を出し合い、「見通し、行動、振り返り」を繰り返し行い、自ら主体的に学びを深め

る AAR サイクルを行うことも私たちの学びにつながることと捉えることができる。こうし

た AAR サイクルを授業者として、私たちが学校全体として取り組む必要があるのではない

かと考える。 

最後に、本研究の課題についてである。現段階では育成を目指す情報活用能力が教科横

断的、系統的な視点に基づくかどうかついての検討には至っていない。今後も本校の育成

を目指す情報活用能力に基づいた実践を蓄積していき、児童生徒の情報活用能力育成がど

のような状況であるか見ていくことが必要である。  

本研究は情報活用能力を育成するための授業づくりについて検討を重ねながら授業実践

に取り組んできた。児童生徒が様々な情報を活用していく資質・能力は非常に重要であ

る。本研究を通し、児童生徒一人一人の良さや必要としていた手立てに気付き、深く考え

ることができた。学校教育目標である「主体性をもって生きる」ことの具現化を図るため

児童生徒の「かがやくえがお」を大事にしながら、情報活用能力育成を目指した授業づく

りをこれからも行っていきたい。  
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